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2.4 成果 4 に対する活動  

 

 

【活動の目的】  

成果 4 では、プロジェクトを通じて ESSAP 本部スタッフが習得した技術の中から、地方支局の技術

レベルやニーズの応じた技術を地方支局に対する研修として展開することを目的としている。 

【活動の内容】  

ESSAP 地方支局の事前調査や関係者へのヒアリングの結果、施工不良、管路の老朽化、給水管

レベルの漏水、仕切弁や空気弁の維持管理不足などが地方支局の重要課題であることを認識し

た。 

地方支局にはエンジニアレベルの職員が配置されていないところが多く、職員の主な業務は浄水

場の運転管理、料金徴収、日常的な配管修理に限られる。従って、施工品質管理や配管施工技術

などの日常的に支局が求めている技術に焦点を絞り、理論研修と実地研修を組み合わせて技術移

転を図った。 

研修対象となる地方都市は以下の 4 都市を選定した。  

・ コンセプシオン支局  

・ ピラール支局  

・ ビジャリカ支局(コロネル・オビエド支局を含む)  

・ エンカルナシオン支局  

【JICA 直営専門家による支援】  

JICA 直営短期専門家(浜松市 鶴田 喜久氏)の活動として、給水管施工技術に対する技術アド

バイスに加え、「お客様サービス Q&A」、「施工技術ハンドブック」の作成が行われ、これらの資料も

地方研修に活用することとした。これに加えて本部や地方支局の給水管施工技術の向上のための

支援策として、施工班向けの基本工具類が調達され、首都圏や地方支局に供与された。 

また、本プロジェクトで作成するマニュアル類を補完する図書が作成されたことは、今後 ESSAP が

継続した研修を展開する上で有益であり、地方支局で不足する工具類が整備されたことはこれまで

の研修内容を現場の実践に活かす上で非常に効果的であった。  

 

 

 

成果 4： ESSAP 本部から地方支局に対して、配水管管理技術が普及する。 
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2.4.1 ESSAP 本部から支局への技術移転の現状分析と課題の特定  

ESSAP 地方支局にはエンジニアレベルの職員は配置されておらず、また日常業務においてそうし

た体制が整うまでには、権限の移譲を含めて長い時間がかかると考えられる。 

現時点で ESSAP 本部から支局への体系的な技術支援は実施されておらず、ESSAP 支局で技術

的に対応できない事態が発生した場合、その都度本部から技術者が派遣され、対応している。 

本プロジェクトを通じて ESSAP 本部に移転される技術は、無収水管理と水圧管理の 2 本を柱とし

ているが、現時点で地方支局にこれらの技術をそのまま移転することは適当ではなく、その必要性も

高くない。例えば、パ国には地形的に極めて平坦な特性を有する地方都市が多く、給水範囲が小さ

い都市では過大水圧に起因する漏水発生は少ない。その場合、解決すべき課題の多くは施工不良、

管路自体の老朽化、給水管レベルの漏水に限られ、施工時の品質管理、施工管理といった実践的

なものの優先度が高くなる。  

地方支局の主な役割は、浄水場の運転管理、料金徴収、日常的な配管修理に限られ、本プロジ

ェクトを通じて地方展開を図るべき技術テーマは日常的な配管修理技術とすることが妥当であると判

断された。しかしながら、ESSAP 本部の施工班ですら管路の修繕技術は低いレベルにあり、必要

低限の機材の整備とともに、基礎的な技術の改善に取り組む必要がある。 

 

2.4.2 成果 4 に係る指標の検討  

フェーズ1で行った現状及び課題の把握を踏まえ、プロジェクト目標及び成果4の指標となる研修

修了者数及び地方支局への研修実施回数を検討し、ESSAP 及び JICA との協議を経て、以下の指

標を設定した。  

【指標 4.1】 ESSAP 本部スタッフが適切な工具と手法によって配管の据付・修理ができるよう

になる。  

【指標 4.2】 ESSAP 本部スタッフが地方支局のスタッフに対して、配水網管理技術に関する研

修を 4 回実施する。  
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2.4.3 ESSAP 本部から地方支局への技術移転の構想  

地方展開を進めるための体制は以下のとおりである。 

まず、ESSAP 無収水部及びアスンシオン首都圏配管維持管理課に所属している施工班を 6 班選

定し、掘削方法、管の取り扱い、切断方法、継ぎ手の取り付け、ボルトの締付トルク管理、埋戻方法

といった、日常的に扱う一連の技術について基礎レベルを向上する活動を優先的に実施する。その

後、レベルが向上した施工班が他の施工班に技術を指導し、継承させていく流れを作り、ESSAP 本

部として施工レベルの向上を図る。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2.4.1 成果 4 の活動展開構想 
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2.4.4 地方支局の事前調査  

「成果 4 地方支局への技術展開」の基本方針としては、無収水部からコーディネータを選定し、

無収水部傘下の施工班とともに、出張ベースで技術研修を実施することとした。このため、事前準備

段階として、地方支局の現状、ニーズ、研修に必要な資材などをコーディネータ自らの目で確認し、

研修計画案を作成することを指導した。  

2013 年 5 月に対象 4 都市の ESSAP 支局を訪問し、組織体制や技術員の状態を確認するととも

に、技術支援のニーズを調査した。  

表 2.4.1 地方支局の調査結果概要 

支局 調査概要 

コンセプシオン 技術担当の技師は約半年前に着任し、北部地域の技術担当も兼任している。まだ

ESSAP での経験が浅く、施工班の抱える技術的課題について十分な認識がないも

のの、若手エンジニアであり、現在建設中の浄水場の施工監理にも積極的に関与

しており、日常業務に意欲的に取り組んでいる。  

日常の漏水頻度はそれほど多くはないが、代表的な漏水箇所は、石綿管の継手や

水道メータへの給水管である。日常的に必要としている支援は、漏水修理技術は

当然のこと、音聴棒を用いた漏水やバルブ故障の発見、バルブの据付やセクター

化に係る技術を必要としている。 

これまで長い間、コンセプシオン支局にはエンジニアが不在であったが、浄水場の

建設とともに技術スタッフの強化が進められ、1 名のエンジニアが常駐している。こ

のため、将来的には、無収水部のエンジニアに実施したような、セクター化、水撃

圧理論、バルブの基礎などの指導を望む。 

数ヶ月前に ESSAP 本部から油圧ユニットが提供されたので、配管工事の条件はか

なり改善した。 

今回、無収水部が実施する研修では配管カッターや圧縮機などを用いた施工技術

のデモも行うことができるが、残念ながら工具についてはすぐに地方支局に提供す

ることはできない。音聴棒やボーリングバーなどであれば、本プロジェクトで用意し

たものを地方支局に配布することはできる。 

ピラール 地方 4 都市の中で、職員の体制が も不十分である。 

配水管網の修理を行う施工班は 1 班しかなく、施工品質に対する班員の意識は低

く、工具類の不足などもあり、組織的な強化が必要である。 

日常的な技術は、水道メータや給水管の修理が多く、管の基本的な修理方法、適

切な工具の使用といった初期訓練が も必要と考えられる。 

コロネル・オビエド 訪問時は ESSAP が外部コンサルを活用して、“Trabajo en Equipo y Atención al 

Cliente”をテーマとした研修が実施中であり、コロネル・オビエド支局だけでなく、ビ

ジャリカ、カアグアス、サンタニなどの職員が一堂に会していた。  

このため、JICA-GANC のプロジェクトにむけた事前調査には、40 分程度の限られ

た時間しか確保できず、各支局の代表、技術部門の上長との意見交換という形をと
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支局 調査概要 

った。  

日常的な配水網管理の業務は、各市とも類似しているが、要望の多くは老朽化し

た配管やバルブの更新であった。このため、一部の技術員からは、技術研修は有

意義ではあるが、対象となる施設そのものが老朽化している状況であり、これらの設

備の改善を優先してほしいとのコメントがあった。  

実際の施工現場を確認していないが、配管施工技術の基礎、音聴棒を用いた漏

水探知やバルブの不具合の確認といった日常的な技術を移転する必要性は高い

と思われる。 

エンカルナシオン 4 都市の中ではもっとも組織的に充実している。 

配管施工班の技術レベルは高いとは言えないが、配管施工の技術研修のニーズ

は高い。エンジニアクラスは 3 名おり、浄水場の規模も大きいため、オペレータを含

めた技術系職員の研修に対する要望は大きい。 

水圧管理、水撃圧の防止、バルブの基礎などのエンジニア向けテーマにも興味を

持っており、周辺都市からの研修参加者も多数見込まれる。 
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2.4.5 地方研修の実施  

(1) ピラール支局における研修  

1) 研修プログラム  

ピラール支局における技術研修を実施した。研修実施に先立ち、支局の組織体制や人員リ

スト、研修ニーズを確認した。その結果を元に 4 日間の研修プログラムを策定し、午前は室内

講義とプレゼンテーション、午後は現場実習からなる研修を 2013 年 6 月 18 日(火)～21 日(金)

にかけて実施した。 

表 2.4.2 ピラール支局研修日程 

月日 時間 テーマ 主担当 

18/Jun/13 7:00 - 12:00 移動(アスンシオン→ピラール) - 

13:00 - 14:00 オリエンテーション Ing. Banti 

14:00 - 16:00 市内配管網の水圧分布測定 Ing. Ramirez 

16:00 - 17:00 市役所セミナー会場視察 - 

19/Jun/13 8:00 - 9:00 プロジェクト概要と技術研修の重要性 Ing. Banti 

9:00 - 10:30 水道用配管とその施工技術の向上策 Ing. Amarilla 

10:30 - 11:30 家庭用水道メータの施工技術 Sr. Duarte 

13:00 - 16:00 水道メータの施工(現場実習) 無収水部施工班 

16:00 - 17:00 浄水場送水管における超音波流量計の設置 Sr. Duarte 

20/Jun/13 8:00～9:30 水道用バルブの基礎 Ing. Amarilla 

9:30 - 10:30 水道用バルブの操作、維持管理のノウハウ 東岡 良和 

10:30 - 11:30 労働安全管理対策の推進 Ing. Mario Jara 

13:00 - 17:00 配管網内のバルブ施工(現場実習) 無収水部施工班 

17:00 - 19:00 水圧ロガー/超音波流量計撤去・データ集計 Sr. Duarte/Ing.Ramirez 

21/Jun/13 8:00 - 9:30 給水栓の水圧分布と配水量の日変動、配管網

改善策・サブセクター化の重要性 

Ing. Ramirez 

9:30 - 10:30 終了証明書授与 Ing. Banti / 内藤 晃司 

10:30 - 16:00 移動(ピラール→アスンシオン) - 

 

主要なテーマには、水道用配管と施工技術、水道用バルブの基礎を挙げ、これらは室内講

義と現場実習との組み合わせで理解を深めることとした。 

また、現在の浄水場の配水量と市内配管網の水圧分布を ESSAP 支局の職員が正確に把握

し、配水管網をどのように改善していく必要があるかを具体的に示すため、超音波流量計によ

る流量測定と水圧データロガーを用いた水圧測定を 24 時間実施した。この結果は、 終日の

講義に提示し、配水管網の改善策のオプションについて支局職員とともに議論した。  
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図 2.4.2 ピラール浄水場の配水量測定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2.4.3 ピラール市の給水栓水圧の分布 
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図 2.4.4 ピラール市の配水管網の最適化案 

維持管理技術に係るテーマの研修では、無収水部の各メンバーが主担当を務め、浄水場

運転員や施工班に対する研修が行われた。また、配管施工時の安全管理については、ESSAP

本部の安全対策室の職員が派遣され、無収水部と共同で研修を行った。  

2) 出席者  

出席者はピラール支局の浄水場運転員及び施工班であり、合計23名が研修を受けた。これ

まで配管施工を行う職員に対する技術研修が行われたことがなく、今回の機会は非常にインパ

クトのあるものとなった。ピラールの施工班については、午後の現場実習においても積極的に

施工技術や配管工具の使用方法を学ぶ姿勢が見られ、地方職員の意識向上の第一歩を踏み

出すことができたと思われる。   

ピラール支局の出席者 配水網改善案の提案 
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表 2.4.3 ピラール支局研修参加者リスト 

 

 

3) 無償資金協力事業との連携  

ピラール市では、現在、無償資金協力により浄水場の建設工事が進んでいる。現在のオペレ

ータは引き続き新しい浄水場の運転に従事しなければならないが、現在の施設と比べて大幅に

処理容量は増加するだけでなく、ポンプやバルブの操作など、新しい運転操作を習得しなければ

ならない。 

今回の本プロジェクトによる技術研修では、水道用バルブの基礎から実際の操作ノウハウ、維

持管理のポイントなども扱っており、浄水場のオペレータに対しても非常に大きな効果を与えるこ

とができた。 

オペレータの設備操作方法は経験的に学んできたレベルであり、正確な知識や技術を持った

技術者から指導を受けた経験がほとんどない。今回の研修を通じて職員に研修機会を与えること

ができたが、複数回の研修開催の要望なども出てきており、ESSAP 職員自身の意識改善のきっか

けとして評価できる。 

また、配管施工技術には水道用バルブも含まれ、浄水場の運転管理技術の向上にも非常に役

立つ内容であるため、研修参加者からは非常に有意義だったとの感想が得られた。 

 

  

19-Jun 20-Jun
1 APOLONIO ESPINOZA MARECOS JEFE OPERATIVO 運転管理長 Pilar ✓ ✓

2 JUSTO RUBEN DUARTE OPERADOR 浄水場運手員 Pilar ✓ -
3 JORGE RAMIREZ LEZCANO OPERADOR 浄水場運手員 Pilar ✓ -
4 MARIO ANTONIO OLMEDO OPERADOR 浄水場運手員 Pilar ✓ ✓

5 CRISTINO VELAZCO SAUCEDO OPERADOR 浄水場運手員 Pilar ✓ ✓

6 ANTONIO PEDROZO OPERADOR 浄水場運手員 Pilar ✓ ✓

7 ENRIQUE SILVA MAGUNA OPERADOR 浄水場運手員 Pilar ✓ ✓

8 FEDERICO RUIZ DIAZ AMARILLA OPERADOR 浄水場運手員 Pilar ✓ ✓

9 ISABELINO BERNAL OPERADOR 浄水場運手員 Pilar ✓ -
10 VICTOR SEGOVIA OPERADOR 浄水場運手員 Pilar ✓ -
11 SIXTO ELIGIO ARMOA OTAZU OPERADOR 浄水場運手員 Pilar ✓ ✓

12 LUIS OJEDA OPERADOR. 浄水場運手員 Pilar ✓
13 CRISPIN PEREZ AYALA OPERADOR 浄水場運手員 Pilar - ✓

14 RICHARD A. NUÑEZ OPERADOR 浄水場運手員 Pilar - ✓

15 MARIO MOLINAS RIVAS OPERADOR 浄水場運手員 Pilar - ✓

16 EDUARDO DANIEL OCAMPOS LOPEZ OPERADOR 浄水場運手員 Pilar - ✓

17 JULIO CESAR CABALLERO RIVAS OPERADOR 浄水場運手員 Pilar - ✓

18 BUENAVENTURA OZUNA OPERADOR 浄水場運手員 Pilar ✓ ✓

19 GERARDO REY CUADRILLA 施工員 Pilar - ✓

20 JOEL EDUARDO GIMENEZ JARA CUADRILLA 施工員 Pilar ✓ ✓

21 MARIO ANTONIO MIÑO GUTIERREZ CUADRILLA 施工員 Pilar ✓ ✓

22 ALFONSO MONGELOS SERVIN CUADRILLA 施工員 Pilar ✓ ✓

23 ESTANISLAO ANIBAL VALDEZ. CUADRILLA 施工員 Pilar ✓ ✓

Nº Nombre y Apellido
(氏名)

Cargo
(役職)

Pertenencia
(所属)

Participación
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(2) コンセプシオン支局における研修  

1) 研修プログラム  

コンセプシオン支局における技術研修を実施した。研修実施に先立ち、支局の組織体制や

人員リスト、研修ニーズを確認し、その結果を元に 4 日間の研修プログラムを策定し、午前は室

内講義とプレゼンテーション、午後は現場実習からなる研修を 2013 年 7 月 2 日(火)～5 日(金)

にかけて実施した。  

表 2.4.4 コンセプシオン支局研修日程 

月日 時間 テーマ 主担当 

2/Jul/13 7:00 - 12:00 移動(アスンシオン→コンセプシオン) - 

13:00 - 14:00 オリエンテーション Ing. Banti 

14:00 - 16:00 市内配管網の水圧分布測定 

浄水場送水管における超音波流量計の設置 

Ing. Ramirez 

Sr. Duarte 

3/Jul/13 8:00 - 9:00 プロジェクト概要と技術研修の重要性 Ing. Banti 

9:00 - 10:30 水道用配管とその施工技術の向上策 Ing. Hentcholek 

10:30 - 11:30 家庭用水道メータの施工技術 Sr. Duarte 

13:00 - 16:00 水道メータの施工(現場実習) 無収水部施工班 

4/Jul/13 8:00～9:30 水道用バルブの基礎 山田 雅博 

9:30 - 10:30 水道用バルブの操作、維持管理のノウハウ 東岡 良和 

10:30 - 11:30 労働安全管理対策の推進 Ing. Mario Jara 

13:00 - 17:00 配管網高標高地区の空気弁施工(現場実習) 無収水部施工班 

17:00 - 19:00 水圧ロガー/超音波流量計撤去・データ集計 Sr. Duarte/Ing.Ramirez 

5/Jul/13 8:00 - 9:30 給水栓の水圧分布と配水量の日変動、配管網

改善策・サブセクター化の重要性 

Ing. Ramirez 

9:30 - 10:30 終了証明書授与 Ing. Banti / 内藤 晃司 

10:30 - 16:00 移動(コンセプシオン→アスンシオン) - 

 

コンセプシオン市では高架タンクのある高台付近に空気弁がないため、配水管内の空気滞

留が問題となっている。そこで、この研修の機会に吸排気弁の設置を提案し、無収水部施工班

の指導の下、施工実習が行われた。 

また、ピラール支局と同様、無償資金協力事業との連携も視野に入れ、浄水場の配水量を

実測し、一日の配水量変動をグラフで理解させるとともに、市内配管網の水圧分布と今後の配

管網の改善策について提示し、支局として取り組むべき方向性を議論した。 
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図 2.4.5 コンセプシオン市の給水栓水圧の分布 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2.4.6 コンセプシオン市の配水管網の最適化案 
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2) 出席者  

出席者はコンセプシオン支局の浄水場運転員及び施工班、周辺のペドロ・ファン・カバジェ

ロ支局からも参加者があり、合計 21 名が研修を受けた。これまで配管施工を行う職員に対する

技術研修が行われたことがなく、今回の機会は非常にインパクトのあるものとなった。 

表 2.4.5 コンセプシオン支局研修参加者リスト 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ピラール支局の出席者 配水網改善案の提案 

  

 

  

3-Jul 4-Jul
1 ABOG. ROCIO ALMEIDA ADMINISTRADORA 支局長 Concepción ✓ ✓

2 PEDRO RODOLFO ARAUJO MOREL AUX. ADMINISTRATIVO 総務職員 Concepción ✓ ✓

3 ING. LUIS CARLOS DENIS CACERES SUPERVISOR DE OBRAS 工事監督員 Concepción ✓ ✓

4 CARMELO ENRIQUE FLORENTIN CUADRILLA 施工員 Concepción ✓ ✓

5 DERLIS ARIEL OVELAR ECHAGUE CUADRILLA 施工員 Concepción ✓ ✓

6 JULIO CESAR CASTILLO CUADRILLA 施工員 Concepción ✓ ✓

7 MAGNO ORTIZ ALFONSO CUADRILLA 施工員 Concepción ✓ ✓

8 DIGNO LOPEZ OPERADOR 浄水場運手員 Concepción ✓

9 EVER DANIEL GAMARRA OPERADOR 浄水場運手員 Concepción ✓ ✓

10 FRANCISCO DIAZ RAMIREZ OPERADOR 浄水場運手員 Concepción ✓

11 JULIO RAMON RUIZ OPERADOR 浄水場運手員 Concepción ✓ ✓

12 MIGUEL A. LUGO OPERADOR 浄水場運手員 Concepción ✓ ✓

13 MIGUEL ANGEL GONZALEZ OPERADOR 浄水場運手員 Concepción ✓ ✓

14 RODOLFO VAZQUEZ OPERADOR 浄水場運手員 Concepción ✓ ✓

15 DAISY NOELIA AREVALOS ADMINISTRADORA 支局長 Pedro Juan Caballero ✓ ✓

16 CAMBILO ALVES PABLINO JEFE DE PLANTA 浄水場長 Pedro Juan Caballero ✓ ✓

17 JORGE RODRIGUEZ OPERADOR 浄水場運手員 Pedro Juan Caballero ✓ ✓

18 ROLFI RODRIGO RAMOS PANIAGUA OPERADOR 浄水場運手員 Pedro Juan Caballero ✓ ✓

19 MODESTO ALONSO CUADRILLA 施工員 Pedro Juan Caballero ✓ ✓

20 PABLO BENITEZ CUADRILLA 施工員 Pedro Juan Caballero ✓ ✓

21 SONIA GIMENEZ AUX. ADMINISTRATIVO 広報部員 Asunción ✓ ✓

ParticipaciónCargo
(役職)

Nombre y Apellido
(氏名)Nº

Pertenencia
(所属)
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(3) ビジャリカ支局における研修  

1) 研修プログラム  

当初、コロネル・オビエド市の支局を開催場所として予定していたが、研修会場の手配が難し

いことから、同等の人口規模で近隣にあるビジャリカ市の支局に変更した。  

当支局はアスンシオンから 3 時間程度の距離にあるため、全 3 日間のプログラムとした。 

ビジャリカ支局の場合、浄水場からの送水量に限界があるため、既存の契約者に対する給水

不足が生じないよう、過去数年にわたって契約者の増加を意図的に抑制している。このため、契

約者からのクレームは少ないが、配水量を 大限に確保するため、既存配水管の漏水探知・修

繕に対する研修の要望が強い。  

こうしたことから、日本側コンサルタントの漏水探知担当もメンバーに加え、座学と実習の両面

から技術指導を行った。 

表 2.4.6 ビジャリカ支局研修日程 

月日 時間 テーマ 主担当 

15/Jul/13 7:00 - 9:30 移動(アスンシオン→ビジャリカ) - 

9:30 – 12：00 市内配管網の水圧分布測定 Ing. Ramirez 

13:30 - 14:00 プロジェクト概要 Lic. Suarez 

14：00-15：00 家庭用水道メータの施工技術 Lic. Suarez 

15：00-16：00 流量計設置 Ing. Ramirez 

16/Jul/13 8：00-8：45 水道用配管とその施工技術の向上策 Ing. Hentcholek 

9:00 - 9:35 無収水ビデオの上映  

9：35-10：15 水道用バルブの操作、維持管理のノウハウ Ing. Hentcholek 

10：15-10：55 漏水探知技術 高橋 順一 

10：55-11：35 水道用バルブの操作、維持管理のノウハウ 山田 雅博 

13:00 - 15:00 現場実習 無収水部施工班 

17/Jul/13 8:00-9:00 水圧流量分析結果の紹介 Ing. Ramirez 

9:15 - 10:30 修了証明書の授与 Lic. Suarez 

11:00 – 15:00 移動(ビジャリカ→アスンシオン) - 

 

研修では、コロネル・オビエド市及びビジャリカ市それぞれの配水管網の現状を示すため、

給水栓水圧の変動を 24 時間測定し、給水サービスの問題点を議論した。グラフからもわかると

おり、コロネル・オビエド市は多くの地点で断水があり、深夜や午後は完全に給水サービスが停

止している状況にある。ビジャリカ市は一部で 低給水圧が確保できないところはあるものの、

全体として給水サービスが安定していることがはっきりとわかる。 
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図 2.4.7 コロネル・オビエド市の給水栓水圧の分布 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2.4.8 ビジャリカ市の給水栓水圧の分布 
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図 2.4.9 コロネル・オビエド市の給水栓水圧の変動 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2.4.10 ビジャリカ市の給水栓水圧の変動 
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2) 出席者  

研修にはコロネル・オビエド支局、カアグアス支局の職員も参加し、合計 32 名が研修を受け

た。  

表 2.4.7 ビジャリカ支局研修参加者リスト 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ビジャリカ市の研修会場 ビジャリカ支所、コロネルオビエド支局、 

その他の研修参加者 

  

 

  

15-Jul 16-Jul
1 RUMILDA CUBAS ADMINISTRADORA 支局長 Villarrica x x
2 ARNALDO BRITEZ VERGARA CUADRILLA 施工員 Villarrica x
3 RICARDO CUADRILLA 施工員 Villarrica x
4 ROGELIO VERA CUADRILLA 施工員 Villarrica x
5 EVER MEAURIO CUADRILLA 施工員 Villarrica x x
6 SIMON SAMUDIO CUADRILLA 施工員 Villarrica x x
7 WILSON LEIVA CUADRILLA 施工員 Villarrica x x
8 GUILLERMO SANCHEZ MANTENIMIENTO 保守員 Villarrica x
9 JOSE CACERES CUADRILLA 施工員 Villarrica x

10 OSCAR BORDON CUADRILLA 施工員 Villarrica x x
11 DERLIS OVIEDO LECTOR 検針員 Villarrica x x
12 OSCAR SANTACRUZ LECTOR 検針員 Villarrica x x
13 SERGIO PORTILLO LECTOR 検針員 Villarrica x
14 ESTEBAN NAVARRO ADMINISTRATIVO 事務職員 Villarrica x
15 LIC. RAUL RAMOS ADMINISTRATIVO 事務職員 Villarrica x
16 RAQUEL VICEZAR ASIST. ADMINISTRATIVO 事務系補助員 Villarrica x x
17 JULIAN CUEVA CHOFER ドライバー Villarrica x
18 LUIS CASTELLANO CHOFER ドライバー Villarrica x
19 CRISTIAN AYALA FOTOGRAFO 広報 Villarrica x
20 ALFRED RAMOA TECNICO 技術員 Cnel.Oviedo x
21 MIGUEL CARRERAS CUADRILLA 施工員 Cnel.Oviedo x
22 ALFRED VILLAMAYOR CUADRILLA 施工員 Cnel.Oviedo x
23 ARNALDO SANTACRUZ CUADRILLA 施工員 Cnel.Oviedo x
24 JUAN RODRIGUEZ CUADRILLA 施工員 Cnel.Oviedo x
25 GUSTAVO NOGUERA OPERADOR 配水場運転員 Cnel.Oviedo x
26 ADRIAN PAREDES CUADRILLA 施工員 Caaguazú x
27 JUAN CRISTOBAL DURE CUADRILLA 施工員 Caaguazú x
28 EMIGDIO FARIÑA CUADRILLA 施工員 Caaguazú x
29 CRISTHIAN CACERES LECTOR 検針員 Caaguazú x
30 ANTONIO LEIVA VERA OPERADOR 配水場運転員 Caaguazú x
31 MIGUEL BENITEZ OPERADOR 配水場運転員 Caaguazú x
32 MARCIAL SALINAS OPERADOR 配水場運転員 Caaguazú x

Nº Nombre y Apellido
(氏名)

Cargo
(役職)

Pertenencia
(所属)

Participación
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(4) エンカルナシオン支局における研修  

1) 研修プログラム  

表 2.4.8 エンカルナシオン支局研修日程 

月日 時間 テーマ 主担当 

5/Ago/13 7:00 – 12:00 移動(アスンシオン→エンカルナシオン) - 

13:00 - 15:00 オリエンテーション Ing. Banti 

15：00-17：00 市内配管網の水圧分布測定/流量計設置 Ing. Ramirez 

6/Ago/13 8:00 - 8:30 プロジェクト概要と技術研修の重要性 Ing. Banti 

8:30 - 9:10 家庭用水道メータの施工技術 Sr. Duarte 

9:20 - 10:00 漏水探知技術の基礎 高橋 順一 

10:00 - 11:00 漏水探知機器の取り扱い/フリートーク 無収水部漏水探知班 

13:00 – 15:00 漏水探知現場実習 - 

7/Ago/13 8:00～8:50 労働安全管理対策の推進 Ing. Mario Jara 

9:00 - 10:00 無収水プロジェクトのビデオ(他国の事例)  

10:00 - 11:00 プラスチック管の施工技術の向上 Lic. Suarez 

11:00 - 11:45 水道用バルブの基礎/維持管理技術 Ing. Banti  

13:00 - 15:00 漏水探知現場実習 - 

8/Ago/13 8:00 - 9:00 給水栓の水圧分布と配水量の日変動、配管網

改善策・サブセクター化の重要性 

Ing. Ramirez 

9:00 - 9:30 フリートーク  

9:30 - 10:00 終了証明書授与 Ing. Banti 

10:00 – 15:00 移動(エンカルナシオン→アスンシオン)  

 

研修では、無収水概論、水道メータ施工、漏水修理/配管施工といったテーマに加えて、漏水

探知技術を特別に加えることとした。エンカルナシオンは地形的に起伏が大きく、自然流下とポン

プ圧送を併用しているため、地区によって配管網に係る水圧負荷が大きくことなる。 

も低地では給水栓水圧が 0.4MPa と大きく、日中から夜間までこうした高い水圧が継続すると

ころも存在している。配水管自体はアスンシオンと同様に老朽化が進んでおり、漏水が町中の多

くの道路で地上漏水が現れている。 

このため、支局からは漏水探知技術のニーズが大きく、事前調査でも要望が強かったため、日

本側コンサルタントの漏水探知専門家が参加し、漏水対策の進め方、必要な資機材、現場実習

などのテーマで講義を行うこととした。 
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図 2.4.11 エンカルナシオン市の給水栓水圧の分布 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2.4.12 エンカルナシオン市の給水栓水圧の変動 
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2) 出席者  

研修にはエンカルナシオン支局の職員 18 名が研修を受けた。  

表 2.4.9 エンカルナシオン支局研修参加者リスト 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

無収水部長による講義 エンカルナシオン支局の職員 

  

漏水探知技術の実習 漏水探知技術の実習 

  

  

6-Aug 7-Aug
1 ROBERT VANDYCK ADMINISTRADOR 支局長 Encarnación x
2 EVER CHÁVEZ SUB - JEFE 副支局長 Encarnación x x
3 DANTE BENEDETTI JEFE DE UNIDAD DE REDES 配水網ユニット長 Encarnación x x
4 ALBERTO GARAY BOGADO CAPATAZ 施工班長 Encarnación x x
5 GUSTAVO MARTÍNEZ CAPATAZ 施工班長 Encarnación x x
6 JULIO GÓMEZ CAPATAZ 施工班長 Encarnación x x
7 MARCOS LÓPEZ CUADRILLERO 施工員 Encarnación x x
8 LORENZO FACUNDO BRITEZ CUADRILLERO 施工員 Encarnación x x
9 RAMÓN MARTÍNEZ CUADRILLERO 施工員 Encarnación x

10 CRISPIN PEREIRA CUADRILLERO 施工員 Encarnación x x
11 ALFIDIO BARZALÁ RAMÍREZ CUADRILLERO 施工員 Encarnación x x
12 EDGAR ARAUJO CUADRILLERO 施工員 Encarnación x x
13 SERGIO GARAY CUADRILLERO 施工員 Encarnación x x
14 DIEGO BARRETO CUADRILLERO 施工員 Encarnación x
15 ANGEL GABRIEL ARAUJO CUADRILLERO 施工員 Encarnación x x
16 PERFECTO CUBILLA CUADRILLERO 施工員 Encarnación x x
17 CHRISTIAN BRUNO CUADRILLERO 施工員 Encarnación x x
18 JORGE RODRIGUEZ CUADRILLERO 施工員 Encarnación x x

Nº Nombre y Apellido
(氏名)

Cargo
(役職)

Pertenencia
(所属)

Participación
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2.4.6 地方支局への研修プログラムの有効性評価/今後の提言  

(1) 研修プログラムの有効性  

フェーズ 1 で実施した地方支局の現状や課題の抽出・分析の結果を踏まえ、フェーズ 2(ステー

ジ 1)では、無収水部が主体的に技術移転に取り組める体制作りを支援した。  

フェーズ 2(ステージ 2)において研修プログラムを検討する中、本部施工班の配水管修繕技術

の向上を支援するとともに、地方展開の対象となる 4 都市の事前調査を実施し、研修内容の策定、

指導担当者の選任、指導教材の作成を行った。この作業では、日本側の助言の元、無収水部の

職員 2 名が中心的役割を担った。  

第 1 段階の技術展開では、配水管修繕、給水管接続、水道メータ設置、バルブ維持管理など

の日常的に要求される技術を対象としており、2013 年 6 月から 8 月にかけて地方都市 4 支局で

理論研修と実地訓練が実施された。  

その後、JICA 直営専門家を通じたガイドラインの整備や工具類の供与がフォローアップとして

実施され、2013 年 11 月～2014 年 2 月にかけて補足研修が実施された。  

本部職員(施工班)の持つ配管網管理の基礎技術が地方支局に対して普及し、各支局におけ

る日常業務において適切な補修工事が効率よく行われるようになったことから、その有効性は高

いと判断される。  

また、プロジェクト目標の達成度について言えば、本部職員の 53 名が研修に参加し、地方支

局への研修では 100 名以上が参加していることから、当初の成果指標が達成されており、研修プ

ログラムは十分に活用されたと考えられる。 

 

(2) 今後の提言  

1) 地方支局の組織・体制の改善 

ESSAP本部のあるアスンシオンから数百キロ離れた地点に点在する中核となる4つの支局で

は、地理的に不利な条件、施設整備の優先度が首都圏に比べて低い、専門の技術職員の不

足から設備更新を全て本部に依存していることなど、給水サービスの低下をもたらす様々な要

因が存在する。  

また、支局の運営状況をみると、事務所の設備、小口経費、修理班向けの車両、機材・工具

類など、すべてにおいて不足した状況にあり、支局の運営システムそのものについて議論され

るべき時期に来ている。  

地方部の顧客の満足度を向上するためには、全国 20 支局すべてを対象に改善計画を立ち

上げ、独立した経営体制の元で水道事業を運営できるように整備することが必要であるが、こ

れには ESSAP 組織の抜本的改革、多くの時間と投資が不可欠である。  



2-116 

予算の制約や支局の置かれた立場に違いがある中、現実的かつ効率的な方法としては、

初に 4～6 の支局と 14～16 の支所に大きく再編成し、広域的な水道事業の実現を念頭に、4

～6 の核となり得る都市支局の整備から着手することが考えられ、これらの都市支局が独自に

水道事業を運営できるような体制を構築していくことが考えられる。  

当然、組織改革や支局再編には多額の費用が必要となるが、地方住民へのサービスの向

上と効率的な運営が実現すれば、得られる経済的な効果も少なくないことから、上記のような支

局の在り方の改善を検討することを提言する。 

これら各支局の運営は、将来的に本部に依存せず独立採算が可能なレベルを目指すことが

求められ、これらの支局が整備されたのちに必要に応じて他の支所の整備計画を始めることが

望ましい。  

上記のような広域的な水道事業の運営を図るためには、以下のような支局の編成が提案で

きる。  

表 2.4.10 広域運営のための支局編成案 

 独立支局 管轄数 管轄都市 

1 Concepción 4 Concepción, Pedro Juán Caballero, Bella Vista Norte, 

Mariscal Estigarribia  

2 Villarrica 5 Villarrica, Colonel Oviedo, Eusebio Ayala, Santani, 

Caaguazú  

3 Encarnación 2 Encarnación, Colonel Bogado  

4 Pilar 2 Pilar, San Juan Bautista  

5 Ciudad del Este 1 Ciudad del Este  

6 Gran Asunción 6 Paraguarí, Villa Hayes, Itá, Caacupé, Alberdi  

 

本プロジェクトでの地方研修は、上記 1～4 の支局で実施されたが、今後は全国展開を考え

支局から支所へと技術移転が図られることが必要と考えられる。アスンシオン首都圏に属する

周辺都市については、首都圏アスンシオン配水部が管轄しているが、この都市部の施工班に

対する研修は本プロジェクトで実施している。  

2) 地方支局の運営管理体制の改善  

各支局の共通課題は技術者と技術力の不足、資機材と工具類の不足、予算の不足などの

要因より給水施設全般の運転・維持管理体制の不足である。  

a) 運営面の課題 

浄水場 ：運転状況、使用薬剤、生産水量、送水量などの記録の継続と保管の欠如。 

配水網 ：配水管網図の整備（必要情報の網羅）と給水圧の調整の不足 
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b) 営業面の課題 

水道メータ設置世帯と定額世帯の把握、配水量と請求水量の把握、大口消費者の把握

などの欠如。 

従って、技術者の配置と資機材、工具類の整備を行い、技術力の向上に努める必要があ

り、また、料金徴収の増加のため優先的にメータの設置、利用者の分類などが行える運営管

理体制の構築・改善が必要である。 

3) 無収水部の今後の取り組み方 

無収水部の地方無収水班が技術的事項を受け持ちし、ESSAP 地方部が運営・調整面の役

割を積極的に果たすといった部署間の協働体制を構築し、各支局の技術力向上を目的とした

定期的な研修プログラムを立ち上げ、実施していくことが望ましい。  
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2.5 供与機材及び携行機材  

2.5.1 供与機材  

プロジェクト期間中に調達した機材は以下のとおりである。プロジェクト開始当初に計画した機材

に加えて、その後追加要請があり JICA の承認を受けた機材はすべて調達が完了した。  

表 2.5.1 無収水管理技術に関する機材 

No 機材名称 数量 

2011 年調達 

1 ポータブル超音波流量計 2 式 

2012 年調達 

2 携帯 GPS 1 台 

3 電子式水道メータ(φ13mm)  1 個 

4 パルスロガー及び通信アダプタ 2 式 

 

表 2.5.2 水圧管理技術に関する機材 

No 機材名称 数量 

2011 年調達 

1 水圧データロガー 2 台 

2012 年調達 

2 圧力校正器 1 台 

 

表 2.5.3 漏水探知技術に関する機材 

No 機材名称 数量 

2011 年調達 

1 漏水探知機 2 台 

2 金属探知器 2 台 

3 音聴棒(L=1.0m) 2 本 

4 音聴棒(L=1.5m) 25 本 

5 時間積分式漏水探知器 2 式 

2012 年調達 

6 金属探知機 6 台 

7 非金属管探知機 2 台 

8 ボーリングバー (L=1.5m、Φ16mm)  6 本 

9 電動ハンマードリル 1100W 単相 220V 1 台 

10 ドリルビット SDS Max D20, 有効長: 400mm 10 本 
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No 機材名称 数量 

11 ドリルビット SDS Max D20, 有効長: 800mm 10 本 

12 可搬式発電機 定格出力: 2kVA 以上、単相 220V 50Hz 1 台 

2013 年調達 

13 エアコンプレッサー 1 台 

14 ヘリウムガス検知器 1 台 

15 ガス調圧器・接続部品 1 式 

 

表 2.5.4 配管施工技術に関する機材 

No 機材名称 数量 

2012 年調達 

1 管路補修作業支援機材(排水ポンプ、舗装切断機、舗装破砕機) 4 式 

2 振動コンパクター(締固機) 6 台 

3 パイプ遮断工具(手動式) 2 台 

4 パイプ遮断工具(油圧式) 2 台 

5 プラスチックパイプカッター(小、中、大) 各 6 個 

6 ソケットレンチセット 6 式 

7 トルクレンチセット 6 式 

8 パイプ面取器(小、中、大) 6 式 

9 ツールボックス 6 個 

10 モンキーレンチ (ショートタイプ、口幅 40mm)  12 個 

11 パイプカッター用替刃(鋳鉄管用) 16 個 

12 コンビネーションレンチセット(41mm, 36mm, 32mm, 30mm, 26mm, 

24mm, 18mm, 17mm, 16mm, 14mm, 13mm, 10mm) 

2 式 

13 トラック搭載用工具ボックス (60”x30”x37”) 2 個 

2013 年調達 

14 鋳鉄管用ヒンジドパイプカッター (100～150mm) 1 個 

15 鋳鉄管用ヒンジドパイプカッター (150～200mm) 1 個 

16 鋳鉄管用ヒンジドパイプカッター (200～300mm) 1 個 

17 パイプレンチセット (14”, 18”, 24”, 36”, 48”) 2 式 

18 チェーンレンチ (2-1/2”) 2 個 

19 チェーンレンチ (4-1/2”) 2 個 
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2.5.2 コンサルタントの携行機材  

このほか、室内研修や OJT において必要な機材はコンサルタントの携行機材として準備し、コン

サルタントによる管理の下、ESSAP スタッフがプロジェクト活動に使用している。 

プロジェクト終了時を持って以下の機材を ESSAP 側に譲渡した。 

表 2.5.5 コンサルタントの携行機材 

No 機材名称 数量 

1 電磁式水道メータ (個別型受信器付) 呼径 150mm 2 個 

2 給水栓用水圧測定器 10 個 

3 手動式水圧テスター(ポンプ) 2 台 

4 電動式水圧テスター(ポンプ) 2 台 

5 電子式テストメータ 2 台 

6 水圧データロガー 8 個 

7 デジタルビデオカメラ 2 台 

8 プロジェクター 1 台 

9 スクリーン 1 台 

10 コピー機 1 台 

11 デスクトップワークステーション 1 台 

12 ラップトップコンピュータ 1 台 

 

2.5.3 その他供与機材  

上記の資機材とは別に、JICA パラグアイ事務所を通じて、プロジェクト用の車両が供与された。 

・ 管路補修工事用トラック ：2 台  

・ プロジェクト活動用 SUV ワゴン ：2 台  

いずれも無収水部が行うプロジェクト活動に使用され、日常的な維持管理は ESSAP 自身の手で

行われている。 
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2.6 各種研修への派遣  

2.6.1 本邦研修の実施  

これまで 3 回に渡って本邦研修が実施され、合計 10 名が参加した。  

(1) 2011 年の本邦研修  

東京都水道局研修、仙台市水道局研修、横浜市水道局研修、管材メーカー見学、品質試験  

 - Ing. Felix Yegros (ESSAP 計画顧問)  

 - Ing. Richar Heurich (ESSAP オペレーション部配水課長)  

 - Ing. Carlos Ramires (ESSAP 無収水部水利解析担当)  

 - Ing. Celso Ayala (公共事業通信省水衛生部)  

表 2.6.1 第 1 回本邦研修の日程 

No 月日 曜日 研修行程 

1 25/Nov/11 金 パラグアイ国出発 

2 26/Nov/11 土 移動 

3 27/Nov/11 日 日本到着 

4 28/Nov/11 月 
午前：JICA によるオリエンテーション 

午後：研修プログラム、日程等の説明 

5 29/Nov/11 火 
講義：午前：東京都の上水道整備の歴史と課題/水道施設の維持管理

午後：東京都の経営、財務管理、教育研修等 

6 30/Nov/11 水 視察：仙台市水道局給水部 

7 1/Dec/11 木 視察：浄水場現場視察／配水管理センター視察 

8 2/Dec/11 金 講義及び視察：浜松市水道局の顧客対応、水道施設管理等 

9 3/Dec/11 土 琵琶湖疎水、インクライン見学 

10 4/Dec/11 日 移動 

11 5/Dec/11 月 講義：横浜市：ブロック化による配水網管理／水圧管理 

12 6/Dec/11 火 視察：横浜市の配水網・水圧管理 

13 7/Dec/11 水 視察：管材メーカー製造、品質試験場での研修 

14 8/Dec/11 木 研修講師との討議／質疑応答 

15 9/Dec/11 金 
午前：ESSAP からの研修レポート発表 

午後：JICA による支援方針、支援メニュー等の説明／研修評価会 

16 10/Dec/11 土 日本出発 

17 11/Dec/11 日 パラグアイ国到着 

 

研修参加者の感想で も印象深いものは、管材メーカーにて行った品質管理、試験、施工技

術についてであった。研修生自らパラグアイで用いられている管材のサンプルを持参し、日本製
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との比較をメーカー技術者の目で実施してもらい、意見交換できたことに非常に満足している。  

こうした経験をきっかけにして、帰国後には ESSAP が主体となって管材の偏平試験、圧縮復元

試験などを行ったほか、不断水工法であるスクイズ・オフ工法の実習を行うことにつながった。  

また、各水道事業体の組織体制のまとまり、人事異動にあっても影響を受けない日常業務の継

続性、緻密な配水管理技術、無収水量の低さなど、非常に有意義であったとの感想が得られた。 

(2) 2012 年の本邦研修  

東京都水道局研修、管材製造現場の品質管理、浜松市水道局研修、水道メータ管理  

  - Ing. Jorge Pusineri (ESSAP 理事)  

 - Ing. Marcelo Banti (ESSAP 無収水部長)  

 - Ing. Leonardo Hentcholek (ESSAP 無収水部フィジカルロス課長)  

表 2.6.2 第 2 回本邦研修の日程 

No 月日 曜日 研修行程 

1 29/Oct/12 月 パラグアイ出発 

2 30/Oct/12 火 移動 

3 31/Oct/12 水 日本到着 

4 1/Nov/12 木 午前：JICA によるオリエンテーション 

午後：研修プログラム、日程等の説明 

5 2/Nov/12 金 水道事業体(首都圏レベルの配水管理システム) 

6 3/Nov/12 土 休日 

7 4/Nov/12 日 休日 

8 5/Nov/12 月 水道事業体(無収水管理技術、課題解決策) 

9 6/Nov/12 火 PE/PVC 管 品質管理研修(製造工程、製品試験、ISO) 

10 7/Nov/12 水 ダクタイル管 品質管理研修(製造工程、製品試験、ISO) 

11 8/Nov/12 木 バルブ 品質管理研修(製造工程、製品試験、ISO) 

12 9/Nov/12 金 現場視察 (管・バルブの施工管理) 

13 10/Nov/12 土 休日 

14 11/Nov/12 日 休日 

15 12/Nov/12 月 水道事業体(地方都市(浜松市)の配水管理システム)→名古屋移動 

16 13/Nov/12 火 水道メータ (計量法、計測技術、校正、精度管理)→東京移動 

17 14/Nov/12 水 午前：ESSAP からの研修レポート発表 

午後：JICA による支援方針、支援メニュー等の説明／研修評価会 

18 15/Nov/12 木 日本出発 

19 16/Nov/12 金 パラグアイ到着 
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2012 年の本邦研修では、2 つの主要なテーマを重点的に扱った。 

a) 品質管理技術  

無収水部では昨年まで世銀プロジェクトの入札図書作成に従事してきた。特に、適切な水道

資材の調達、適切な施工仕様の検討には多くの時間がかけられている。このため、水道資材

の品質改善策に対して技術的な認識を深め、今後 ESSAP が進める品質管理の向上や技術仕

様の改善に取り組む上で必要な内容を選定した。  

b) 施工管理技術  

本技術プロジェクトでは、今後「成果 4」として施工技術の向上と地方展開を図る予定である。

現在実施中の世銀プロジェクトにおいて、ESSAPの無収水部が中心となり、施工管理の改善や

要求仕様の改善を進めている。こうした活動をさらに深めるためにも、本邦研修において日本

の施工管理の現状を理解し、ESSAP による施工管理体制の改善に反映させることを図った。   

研修参加者の感想によれば、日本の品質管理の精度確保、水道資材そのものの品質管理に

対する取り組みやその管理システムに大きな印象を受けたほか、大口径バタフライ弁の施工現場

の視察では、安全対策や施工管理に要求されるレベルの高さなどを実際に学ぶことができた点を

評価しており、現在実施中の世銀プロジェクトの施工管理においてもこうした経験を活かす努力

がなされている。 

(3) 2013 年の本邦研修  

バルブによる水圧制御技術、管路バルブ施工管理、漏水探知技術、水道事業体における漏水

探知活動実習(浜松市水道局)  

今回の研修候補者のうち無収水部の 2 名は、日々の現場での流量・水圧計測、漏水探知・修

繕の指導、無収水データの管理、水道メータの更新計画策定といった実務に従事している技術

者である。また、エンカルナシオン支局の 1 名は日々の配水網管理を統括する主任技師であり、

水圧管理、漏水探知、配管施工などの技術を支局へ展開するために選ばれた。  

 - Lic. Víctor Suarez (ESSAP 無収水部 コマーシャルロス課長)  

 - Christian Duarte (ESSAP 無収水部 コマーシャルロス課地方部無収水ユニット)  

 - Ing. Dante Benedetti (ESSAP エンカルナシオン支局技術主任)  
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表 2.6.3 第 3 回本邦研修の日程 

No 月日 曜日 研修行程 

1 18/Nov/12 月 パラグアイ出発 

2 19/Nov/13 火 移動 

3 20/Nov/13 水 日本到着 

4 21/Nov/13 木 午前：JICA によるオリエンテーション 

午後：研修プログラム、日程等の説明 

5 22/Nov/13 金 様々なバルブを用いた水圧制御の実習 

6 23/Nov/13 土 資料整理 

7 24/Nov/13 日 資料整理 

8 25/Nov/13 月 管路・バルブ施工管理技術研修 

9 26/Nov/13 火 漏水探知技術研修 1 

10 27/Nov/13 水 漏水探知技術研修 2 

11 28/Nov/13 木 水道用メータ検定技術研修 

12 29/Nov/13 金 流量計測技術研修 

13 30/Nov/13 土 資料整理 

14 1/Dic/13 日 浜松市へ移動 

15 2/Dic/13 月 浜松市水道局 漏水探知活動実習 

16 3/Dic/13 火 浜松市水道局 漏水探知活動実習 

17 4/Dic/13 水 午前：ESSAP からの研修レポート発表 

午後：JICA による支援方針、支援メニュー等の説明／研修評価会 

18 5/Dic/13 木 日本出発 

19 6/Dic/13 金 パラグアイ到着 
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2.6.2 第三国研修の実施  

(1) 2011 年の第三国研修 

ブラジル国サンパウロ州基礎衛生公社(Sabesp)において 2012 年 2 月 23 日～3 月 16 日に実施

されたこの「無収水管理研修」に ESSAP 職員 3 名を派遣した。 

- Ing. Marcelo Banti (ESSAP 無収水部長)  

 - Lic. Victor Suarez (ESSAP 無収水部コマーシャルロス課長)  

 - José Fernández (ESSAP アスンシオン配水網部維持管理課長)  

本研修コースは、日伯パートナーシッププログラム（JBPP）の枠組みのもと、第三国研修（TCTP）

の形式で 2011 年 2 月より開始されたものである。期間は約 3 週間に及び、その内容はエンジニア

向けの高いレベルであるため参加者の審査は厳しいが、これまで南米、アフリカ各国からの研修

生が多く参加している。 

今回参加した 3 名は集中的な研修を体験できたことに満足している。また、近隣国のブラジル

の無収水対策の取り組みを直接視察することができたことで、パラグアイ国の現状を再確認すると

ともに、本プロジェクトの目標、活動に対する理解が一層深まったと考えられる。今後、他の

ESSAP 職員に対する刺激や職員のモチベーションの向上にもつながることを期待する。  

表 2.6.4 2012 年第三国研修の日程 

No 月日 曜日 テーマ 

1 23/Feb/12 木 移動(アスンシオン→サンパウロ) 

2 24/Feb/12 金 オリエンテーション、グループ分け、Sabesp 組織紹介、開会式 

3 25/Feb/12 土 資料整理 

4 26/Feb/12 日 資料整理 

5 27/Feb/12 月 Paiva Castro 配水池視察、Santa Ines ポンプ場視察、Guazu 浄水場視察 

6 28/Feb/12 火 カントリーレポート発表 

7 29/Feb/12 水 ブラジルの水資源に係る組織・規制、ブラジルの衛生セクターに係る組織・

規制、配水システムにおける損失の基礎事項 

8 01/Mar/12 木 グループ討論形式のケーススタディ 

水理バランスのモデリングプログラム(WBEasy Calc)を使った訓練 

EPANET を使った水理解析 

9 02/Mar/12 金 夜間 小流量法、無収水作 k 現の戦略計画 

10 03/Mar/12 土 資料整理 

11 04/Mar/12 日 資料整理 

12 05/Mar/12 月 ケーススタディ、配管材料の歴史、適切な材料の選定の重要性 

ポリエチレン管の施工技術 

13 06/Mar/12 火 配管網のマッピング、配管網の日常的な維持管理、水圧管理の計画 

14 07/Mar/12 水 移動 
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No 月日 曜日 テーマ 

15 08/Mar/12 木 Jales の視察 

16 09/Mar/12 金 Fernanndopilis の視察 

17 10/Mar/12 土 資料整理 

18 11/Mar/12 日 資料整理 

19 12/Mar/12 月 マクロメータの管理、Sabesp 運転管理センターの視察、マクロメータの較正 

20 13/Mar/12 火 Guarapinga 管理センター・ラボの視察、ケーススタディ 

21 14/Mar/12 水 見掛け損失の管理 

22 15/Mar/12 木 地下漏水の探知 

23 16/Mar/12 金 ケーススタディ、各研修生による無収水管理計画の発表、総合評価、帰国 

 

(2) 2012 年の第三国研修  

本技術協力プロジェクトの意義や無収水探知が与えるインパクトを ESSAP が正確に認識するた

めには、実際に ESSAP の経営や計画に関与する部長級職員が Sabesp に赴き、計画・経営面に

特化した講義を受講し、無収水探知の重要性を認識する必要があると考えられた。  

こうしたことから、本年は 3 週間の第三国研修の一部テーマに限定して、聴講という形式で参加

する方向で準備を進めてきたが、2012 年 10 月の大統領交代、ESSAP 上層部の交代などの影響

により、派遣を取りやめざるを得なくなった。  

そこで第三国研修の代替案として、2013 年 3 月に開催した第 2 回セミナーにブラジルより無収

水管理の専門家(Ing. Airton Sampaio)を招き、基調講演の場を設けた。近隣国における無収水管

理の取り組みや成果について具体例を示しながら、ESSAP 職員に意識改革の必要性を意識させ

ることにも貢献した。  

(3) 2013 年の第三国研修  

ブラジル国サンパウロ基礎衛生公社(Sabesp)において配管施工要員を対象とした特別研修が

8 月 5 日～16 日にかけて実施された。  

この「配管施工特別コース」は、ESSAP からの強い要請を受け、JICA パラグアイ事務所及び

JICA ブラジル事務所の支援の下、特別に Sabesp がアレンジしたものである。従来のコースのよう

なエンジニア向けの高度な内容ではなく、現場で実際に施工を担当する職員を対象とした実践

的な技術研修となっている。近隣国の水道工事の実態や施工技術を直接学ぶことができ、参加し

た ESSAP 職員からの評価は非常に高い。 

研修者は以下の 10 名であり、プログラムは次のとおりである。  

a. Ing. Alejandro Amarilla 無収水部フィジカルロス課漏水対策ユニット長 

b. Mercedez Masqueda 無収水部施工班長 
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c. Edgar Mora 無収水部施工班長 

d. Diego Ramón Fernández アスンシオン配管網部施工班長 

e. Alberto González アスンシオン配管網部施工班長 

f. Edgar Ortiz アスンシオン配管網部施工班長 

g. Carlos Alberto Ayala アスンシオン配管網部施工班長 

h. José Daniel Duré  グランアスンシオン営業部計量分析課長 

i. Alejandro Bogado  アスンシオン上下水道網部運営資料管理課 

j. Tomas Castelvi  グランアスンシオン配管網部施工班長 

表 2.6.5 2013 年第三国研修の日程 

No 月日 曜日 テーマ 

1 05/Ago/13 月 オリエンテーション、Sabesp の組織概要、Scada システムの紹介、顧客対応プロ

セス、GIS システムの運用 

2 06/Ago/13 火 営業ユニットの特徴、配水センター視察、配水管網及び給水管の施工と管

理、衛生管理部の日常業務、漏水管理 

3 07/Ago/13 水 配水管網及び給水管工事における工具と資機材、ポリエチレン管の接合技術

4 08/Ago/13 木 首都圏配水網の理解 

5 09/Ago/13 金 目に見えない漏水の探知(理論/実践) 

6 10/Ago/13 土 資料整理 

7 11/Ago/13 日 資料整理 

8 12/Ago/13 月 配管施工班の業務に同行(給水管、水道メータ周り) 

9 13/Ago/13 火 配管施工班の業務に同行(配水管網) 

10 14/Ago/13 水 流量計ラボの視察、台帳管理、ボアビスタ高区視察 

11 15/Ago/13 木 非合法接続の対策 

12 16/Ago/13 金 終了時評価、帰国 

 

管路施工現場の研修 Sabesp 室内講義 

  



2-128 

2.7 技術セミナー及び合同調整委員会   

2.7.1 技術セミナー  

プロジェクトを通じて得た技術や成果を ESSAP 内部で広く共有し、さらに対外的な広報、情報公

開を行うため、技術セミナーを開催した。ESSAP 各部署の職員を招いた技術討論なども行われ、ワ

ークショップとしての役割も果たした。  

表 2.7.1 技術セミナーの実績 

開催回 開催時期 テーマ・内容 

第 1 回 2012 年 4 月 26 日(木)

・理論研修と実践研修の進捗 

・モデル地区の概要 

・無収水対策によって期待される効果 

・ESSAP 側に求められる体制整備 

第 2 回 2013 年 3 月 5 日(火)

・モデル地区の実地訓練の成果発表 

・漏水対策の効果の検証 

・地方支局に対する研修プログラムの発表 

・ブラジル国の無収水対策の実情 

第 3 回 2014 年 11 月 18(火) 

・プロジェクト成果の発表 

・今後の ESSAP による取組み 

・プロジェクト評価 

 

第 1 回セミナー 第 2 回セミナー 

  

ブラジル国有識者による基調講演 第 3 回セミナー 
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表 2.7.2 第 1 回技術セミナーの内容 

No テーマ 発表者 役職 

1 ESSAP 副総裁の挨拶 Ing. Raúl Fernández 副総裁 

2 無収水探知プロジェクトの概要 Ing. Marcelo Banti 無収水部長 

3 倫理の重要性 Ing. Olga Marecos 地方部調整員 

4 GIS 委員会設立の必要性 井上 正樹 JICA 直営専門家 

5 GIS 委員会 Arq. Oscar Basso 同上 C/P 

6 日本サイドが期待するもの 内藤 晃司 コンサルタント 

7 無収水管理（無収水管理のコンセプト） Lic. Victor Suares 無収水部コマーシャルロ

ス削減課長 

8 不断水工法 Ing. Leonardo Hentcholek 無収水部漏水探知・測定

課長 

9 無収水探知方法・ケーススタディ Lic. Víctor Suáres No.7 と同様 

10 配水管網における流量と水圧の関係 Ing. Carlos Ramirez 無収水部水理解析担当 

11 モデル地区における水道メータ調査結

果 

Ing. Alejandro Amarilla 無収水部漏水探知・測定

課 

12 配水管網マニュアル Ing. Leandro Hentcholek No.8 と同様 

13 ESSAP 総裁の挨拶 Ing. Francisco Martínez ESSAP 総裁 

 

表 2.7.3 第 2 回技術セミナーの内容 

No テーマ 発表者 役職 

1 開会の挨拶 Ing. Andrés Rivarola ESSAP 総裁 

2 JICA が実施する水衛生分野への協力 Dr. Makoto Kitanaka JICA パラグアイ事務所長

3 プロジェクト概要 Ing. Marcelo Banti 無収水部長 

4 配水システムにおける損失の予防、管

理、防止について 

Ing. Airton Sampaio Gomes ブラジル無収水専門家 

5 モデル地区の活動報告(水圧管理) Ing. Carlos Ramírez 無収水部水理解析担当 

6 モデル地区の活動報告(無収水管理) Ing. Alejandro Amarilla 無収水部漏水探知・測定

課 

7 JICA 直営専門家講演 鶴田 喜久 JICA 直営専門家 

8 配管資材の品質管理 Ing. Leonardo Hentscholek 無収水部漏水探知・測定

課長 

9 無収水率及び非合法接続対策 Lic. Víctor Suarez 無収水部コマーシャルロ

ス削減課長 

10 日本側が ESSAP に期待すること 内藤 晃司 コンサルタント 
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表 2.7.4 第 3 回技術セミナーの内容 

No テーマ 発表者 役職 

1 セミナー開催の案内 Eduardo Chamorro 無収水部職員 

2 ESSAP 理事からの言葉 Ing. Guiermo Insfrán 理事 

3 プロジェクトの全体成果 Ing. Marcelo Banti  無収水部長 

4 無収水管理活動の成果 Ing. Leonardo Hentcholek  無収水部漏水探知・測定

課長 

5 水圧管理活動の成果 Ing. Carlos Ramírez  無収水部漏水探知・測定

課 

6 コマーシャルロスの現状 Lic. Victor Suarez 無収水部コマーシャルロ

ス削減課長 

7 今後に期待される活動内容 Ing. Marcelo Banti  無収水部長 
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2.7.2 合同調整委員会  

ESSAP 総裁をプロジェクト・ディレクター、無収水部長をプロジェクトマネージャーとした合同調整

委員会(Joint Coordination Committee:JCC)を設立し、これが中心となってプロジェクトを運営する体

制を整えた。  

JCC では、各年次初頭に作成されるワークプラン(W/P)の協議・合意、業務実施中の進捗報告と

その後の活動計画の協議、予算措置、MOPC や ERSSAN など関連省庁間の情報交換などが主な

議題となり、コンサルタントはその設置・運営について支援した。  

表 2.7.5 合同調整委員会(JCC)の実績  

開催回 開催時期 テーマ・内容 

第 1 回 W/P 提出後 

(2011 年 6 月) 

・合同調整委員会の発足 

・ワークプランの内容(PDM 及び PO を含む)の協議 

・パ国側負担事項の確認 

・世銀プロジェクトの進捗と ESSAP 予算措置手続きの確認

・無収水管理チーム、水圧管理チームの組織 

第 2 回 PG/R1 提出後 

(2011 年 12 月) 

・業務進捗の報告(PG/R1) 

・モデル地区の選定 

・実地訓練に必要な資材と予算措置 

・PDM のレビュー、全体計画の確認 

第 3 回 W/P2 提出後 

(2012 年 4 月) 

・業務進捗の報告(PG/R2) 

・ワークプランの内容(PDM 及び PO を含む)の協議 

・モデル地区の実地訓練(ブロック化)の進捗 

・予算措置とパ国側負担事項の進捗 

第 4 回 中間レビュー調査時

(2012 年 10 月) 

・モデル地区の実地訓練の進捗 

・地方部に対する研修プログラムの内容 

・業務進捗の報告(PG/R3 のドラフト) 

・中間評価報告の内容 

第 5 回 終了時評価時 

(2013 年 10 月) 

・業務進捗の報告(PG/R5) 

・終了時評価結果 

第 6 回 フェーズ 2 終了時 

(2014 年 2 月) 

・業務進捗の報告(PG/R6) 

・配水網改善計画方針案の概要 

第 7 回 プロジェクト終了時 

(2014 年 12 月) 

・プロジェクト完了報告 

・首都圏配水網改善に向けたロードマップ 

※1： W/P:ワークプラン ※2： PG/R:業務進捗報告書 
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第 2 回合同調整委員会 説明 

 2011 年 12 月に開催された合同調整委員会。 

JICA 事務所長の挨拶。 

同年に発生した政治的混乱を受け、ESSAP 上層部のメ

ンバーの多くが入れ替わったため、プロジェクトの経緯

や技術協力の目的、ESSAP の負担事項について再確

認する場となった。 

第 4 回合同調整委員会 説明 

 中間評価報告のタイミングで、合同調整委員会を開催。

無収水部長からこれまでの活動報告と今後の計画につ

いて発表が行われた。 

 

第 6 回合同調整委員会 説明 

 終了時評価報告のタイミングで合同調整委員会を開

催。 

プロジェクト活動の進捗を回復するための ESSAP による

取組みの強化が約束された。 

 

第 7 回合同調整委員会 説明 

 プロジェクト終了時にあわせて合同調整委員会を開催。

・プロジェクト活動の 終報告書の提出 

・各活動の 終成果の確認 

・今後の ES の取り組み方針の確認 

・首都圏配水網改善計画に対する理事会による承認報

告 

・JICA 事務所長からのコメント 

・日本の協力に対する ESSAP からの謝辞 
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第 3 章 プロジェクト実施運営上の課題・工夫・教訓（業務実施方法、運営体制

等）  

3.1 業務実施の基本方針  

本プロジェクトは、キャパシティ・ディベロップメントであり、可能な限りパラグアイ側のオーナーシッ

プのもとで運営管理されなければならない。この基本方針は、理論研修の段階だけでなく、モデル

地区における実地訓練においても同様に維持されなければならない。 

こうした本来の目標達成を果たすため、無収水管理 2 地区、水圧管理 2 地区を例にとった場合、

それぞれはじめの地区では日本人専門家チームの主導によって活動が開始されるが、次の地区に

おいては ESSAP 側カウンターパートの主導によって活動が進められていくように計画した。 

 

3.2 目標達成までのステップ  

本プロジェクトの目標達成までのステップは以下のように表わされる。本プロジェクトにおいて実施

する配水網管理の理論研修及び実地訓練(無収水管理、水圧管理)はそれぞれ概念図の「階段」に

相当し、一定以上の人数が研修を終了し（指標 2）、かつその習得度が一定レベルを満たさなければ、

中央のステージ(指標 3)までたどり着くことはできない。習得した技術を日々の運転管理に活用でき

るかどうか(指標 1)は、漏水削減活動の開始、日常的な水圧管理の実施といった活動の有無で判断

できる。 

さらに、各研修を終了した技術者がその習得技術を地方支局へ展開するためには、ESSAP 上層

部の強力なオーナーシップはもちろんのこと、各部署の管理職クラスが実現に向けて忠実に努力す

ることが不可欠である。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3.2.1 本プロジェクトの目標達成ステップ概念図 

  

研修終了人数
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研修終了人数
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に
着
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備
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指標3

設備投資

(技術プロジェクト以降の成果)

成果1

成果2

成果3

成果4

成果2:ﾓﾃﾞﾙ地区の実地訓練を通じて無収水管理能力が強化される。

成果1: 配水網管理の必要性・手法を理解する。

成果4: 地方支局に対して配水網管理技術が普及される。

成果3:ﾓﾃﾞﾙ地区の実地訓練を通じて水圧管理能力が強化される。

日々の運転管理への活用

指標1
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プロジェクト期間中、合同調整委員会や運営会議の場では常にこうした概念を提示し、関係者

の間で共通認識を持たせるとともに、カウンターパート側がプロジェクトの主役であり、活動に参加

する職員それぞれが責任意識を持てるように取り組んだ。 

 

3.3 プロジェクト運営会議 

本プロジェクトは、配水網管理能力の向上によって ESSAP の課題対処能力を高め、相手国側の

オーナーシップの下、無収水削減に向けた持続的な活動が行われることを目指しており、キャパシテ

ィ・ディベロップメント(以下、CD という)に相当する。 

CD においては相手国側のオーナーシップを醸成しながらプロジェクトを進めることが重要であり、

C/P のニーズやモチベーションを満たすよう、密接に協働して活動を進めていく方針である。このた

め、日本側、パラグアイ側双方が参加するプロジェクト運営会議を設け、定期的に合同で進捗管理

を行った。  

プロジェクト実施期間中、本プロジェクトのマネージャー、ESSAP 技術・計画顧問、カウンターパー

トチーム(無収水部、配管網部)及びコンサルタントチームによって構成されるプロジェクト運営会議を

2 週間に 1 回の頻度で開催した。 

この会議において、前クールの活動結果、次のクールの活動予定、各活動に関する問題点等を

協議するが、可能な限りC/Pチームが主体となって協議を進められるように調整する。日本側の専門

家はあくまでもC/Pを支援するという立場をとり、ESSAP側が主体的に本プロジェクトを推進できるよう

支援した。 

プロジェクト後半になると、ある程度カウンターパート側で週間計画や月間計画を立案できるように

なり、自身が作成したスケジュール案を基に会議を行い、プロジェクト全体の動きをカウンターパート

それぞれが十分認識し、自らの判断で行動できるようになった。 
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3.4 技術移転の方法 

水道事業体としては、自ら決めた目的を達成するために、計画、新設施設の設計・施工、運転管

理、維持管理等の事業がそれぞれ適正に実施されることを目指すべきであり、こうした地道な取り組

みが、職員の意識向上と利用者の利益につながる。このため、本プロジェクトを通じた配水網管理技

術の向上が組織改善の大きなステップとなり、将来的なパ国側の財産として機能することを念頭にお

いた技術移転を行った。  

(1) 技術研修成果の発展支援 

研修プログラム案は、研修体制構築のためのワーキンググループ（プロジェクト運営会議）を通

じて検討し作成する。2011～2012 年では、ESSAP 無収水部職員とともに研修プログラムの内容を

共同で検討し、コンサルタント側が講師役となって各テーマの理論研修を実施した。 

2013 年以降は、これまで扱ったテーマを ESSAP のスタッフ自身で復習・発展させ、日々のオペ

レーションに実践技術として活用できるような支援を念頭に、モデル地区での活動を優先的に位

置づけ、所定の成果発現を目指した。  

(2) 実地訓練の進め方と教材作成 

【OJT 実施前の準備】 

OJT 実施に先立って OJT シナリオを十分準備しておく。特に、説明の順序、現場で実演する

内容、受講者が行う実技内容、必要機材、要員、時間などは、あらかじめ ESSAP 側と調整した。 

【C/P の OJT 実施要員育成の重要性】 

OJT は対象とする作業をできるだけ絞り込んで行い、フォーローアップ(復習訓練)を繰り返し

た後で、次の段階の作業へ移るようにすることで、より効果的な成果を得ることができる。また、

初期段階では日本側専門家から ESSAP スタッフに対して OJT が行われるが、その後は C/P の

メインエンジニアからそのサブエンジニアに対して OJT が行われるように支援した。 

【OJT 実施教材の簡素化】 

OJT で伝達する作業の多くは日常作業であり、常時マニュアルを見ながら実施する作業では

ない。日常作業は、職員一人一人が作業内容を理解し、作業手順を覚えていかなければなら

ない。極端に言えば、日常管理のマニュアルは、通常それを実施する職員には必要ではなく、

実施手順や基準を変更する際、配水系統を変更する場合に、それを伝達・指導するため、ある

いは現状の手順を文書化することが主な目的である。従って、OJT で使用する教材はできるだ

け内容をシンプルにした。OJT 教材は OJT の後で繰り返し内容を確認するためのものであるた

め、図、イラスト、表、グラフ、チャートなどの視覚的表現を多く取り入れ、直感的にかつ簡単に

知りたい事項を検索できるように工夫した。 

【研修・実地訓練の流れ】  

研修で習得した技術や知識は机上のものであり、実地訓練を通じて実践的なものに変えて
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いかなければならない。無収水管理や水圧管理のモデル地区における OJT を行いながら、必要

に応じて以前の研修を復習しながら、技術の定着を図った。  

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3.4.1 理論研修と実地訓練の流れ 

 

3.5 世銀プロジェクトとの連携と教訓 

本プロジェクト開始当初は、モデル地区の実地訓練に必要な経費は、「水衛生セクター近代化プ

ロジェクト(PMSAS)」の資金を活用することが確認されていた。PMSAS のブロック化(Sectorización)は

アスンシオン首都圏全体に及んでおり、本プロジェクトにおける無収水管理及び水圧管理のモデル

地区も含まれている。  

2011 年 12 月 1 日に世銀(BIRF)・ESSAP・JICA パラグアイ事務所の 3 者による合意文書が締結さ

れ、モデル地区のバルブ・配管の調達、ピット建設等は ESSAP 自己資金で実施することが明記され

ているが、メータやバルブ類については PMSAS を通じて調達された資材を JICA プロジェクトで使用

することについて世銀の了解が得られた。 

しかし、ESSAP 組織内の人事、政治的要因による総裁の交代などの影響により、PMSAS に含まれ

る各コンポーネントの進捗は大幅に遅れ、本プロジェクトの活動に世銀との連携をとることが極めて困

難な状況となった。  

プロジェクト開始段階で、世銀プロジェクトの進捗を楽観的に捉え、PDMで設定した成果達成の外

部条件に近い扱いとなってしまったため、プロジェクト活動の進捗に大きな影響を与えたことは事実

である。今後の教訓としては、プロジェクト設計段階で安易に他ドナーの協力内容を成果達成の外

部条件としないよう、注意深く検討する必要がある。 
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3.6 JICA 直営専門家との連携  

厚生労働省の推薦に基づく専門家がアドバイザーとして派遣され、本プロジェクトの活動に対して

適切なアドバイスが行われた。この JICA 直営専門家は、プロジェクトを運営管理するコンサルタント

チームとは独立しており、プロジェクトとの情報交換や技術的アドバイスを行いつつも、JICA 本部及

びパラグアイ事務所の指示系統の下で活動した。 

本プロジェクトの場合、日本の水道事業体の経験をパラグアイ国に紹介したほか、コンサルタントと

は別の視点から技術協力が行われたことにより、相乗効果が得られた。   

表 3.6.1 JICA 直営専門家の派遣実績 

専門分野 派遣時期 

配水網維持管理アドバイザー 2011 年 4 月 15 日～10 月 11 日(6 ヶ月) 

2012 年 2 月 16 日～5 月 6 日(約 2.5 ヶ月) 

給水設備工事アドバイザー 2011 年 7 月 21 日～9 月 18 日(2 ヶ月) 

2012 年 2 月 16 日～4 月 15 日(2 ヶ月) 

2012 年 6 月 2 日～7 月 31 日(2 ヶ月) 

2013 年 1 月 25 日～3 月 25 日(2 ヶ月) 

2013 年 9 月 18 日～11 月 16 日(2 ヶ月) 

経営改善アドバイザー 2013 年 11 月 17 日～12 月 16 日(1 ヶ月) 

 

(1) 配水網維持管理アドバイザー  

倉敷市環境リサイクル局 井上 正樹氏が派遣され、水道事業体の情報管理、GIS データの統

合といったテーマに対して技術協力が行われた。  

(2) 給水設備工事アドバイザー 

浜松市上下水道部 鶴田 喜久氏が派遣され、水道メータや給水管の接続工事に対する教材

作成、技術指導が行われた。また、水道サービスの改善や施工品質の向上に向けた機材供与も

行われた。  

ESSAP 本部のカスタマーセンターによれば、日々顧客からのクレームを受け付けているが、水

道メータや配水管の不備、利用者の権利意識の主張が強くなり、クレーム自体は増加傾向にある。

こうした事情を考慮し、顧客からの質問回答集「お客様 Q&A」が作成され、本部や支局へ配布さ

れている。  

(3) 経営改善アドバイザー 

元高知市水道局 工藤 恭久氏が派遣され、水道事業体としての経営改善や戦略計画の策定

をテーマとした基礎研修が実施された。研修には、総裁や財務部長、技術部長、配管網部長とい

った今後 ESSAP の戦略策定に関わるメンバーが参加し、専門家のプレゼンテーションと意見交換

が行われた。 
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表 3.6.2 工藤専門家による研修 

月日 研修内容 場所 

2013 年 12 月 3 日 水道事業のアセットマネージメント 総裁室 

2013 年 12 月 11 日 配水施設の情報管理、GIS，漏水事故、事

故防止 

無収水部 

 

井上専門家のプレゼンテーション 鶴田専門家の機材供与 

  

工藤専門家のプレゼンテーション お客様 Q&A 冊子 

  

 

  



3-7 

3.7 プロジェクトの教訓  

(1) プロジェクト目標と上位目標の乖離  

上位目標とは本来、プロジェクト目標が達成された結果、プロジェクト終了時から数年経過した

後に実現されているべき目標である。しかしながら、当初 PDM で示された上位目標のうち、プロジ

ェクト活動の効果が直接反映されるものは、指標1.1 「ESSAPのサービスエリアにおける水量及び

水圧が適切に管理される」だけである。  

指標 1.2「水道契約者数が増加する」及び指標 1.3「顧客満足度が改善する」といった指標は、

本プロジェクトの活動によってのみ達成されるものとはいえず、国レベルの政策、ESSAP の事業戦

略をはじめとした他の要素が大きく影響する。従って、協力期間内に達成されるべきプロジェクト

目標と、その効果が持続した結果達成される上位目標との間には乖離がある。 

今後のプロジェクト形成時には、プロジェクトの効果がより直接的に達成に寄与する上位目標を

設定することが必要と考えられる。  

(2) 投入遅延に対する対応 

技術協力においては、プロジェクト実施期間中のオーナーシップを醸成し、協力終了後の持続

性を最大限に確保するため、被援助国側がプロジェクト実施経費の一部を負担する。 

本プロジェクトの場合、水道メータの調達、配管やバルブなどの水道資材の調達、流量計測ピ

ットの建設等、ESSAP の分担事項として実施することが合意されていた。このため、プロジェクト実

施中でも、こうした責任範囲を順守し、日本側は資金面以外のアドバイスを行いつつ、ESSAP によ

る資機材調達を支援してきた。この判断の背景には、「資機材品質の選定や仕様書作成も技術協

力の一部であり、将来的な持続性確保に向けた重要なプロセスである」との認識があった。 

しかしながら、当初予定した資機材の調達があまりに遅れてしまう場合、本来カウンターパート

側が習得すべき技術の移転は期間内に完了せず、その結果、効率性や持続性が担保されない

事態も生じる。プロジェクト期間中の実施効率と、協力後の持続性のどちらを重視し、どのタイミン

グで判断を下すかといった問題は非常に難しい。 

こうした状況下では、以下の点を確認した上で、最低限の資材調達に限って日本側で負担する

などの柔軟な対応も検討すべきであったと考えられる。 

・ 原則カウンターパート側に負担の意思と努力がみられる。(オーナーシップの存在) 

・ プロジェクトの努力では対応できない外部条件により、カウンターパート側による負担が難し

い事情が明らかである。 
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(3) 資機材供与の条件確認 

本プロジェクトの供与機材のうち、JICA パラグアイ事務所よりプロジェクト車両(2 台)、管路網補

修工事用トラック(2 台)が供与された。当初、プロジェクト開始時の 2014 年 4 月には引き渡しが完

了する予定であった。しかしながら、調達後に通関上の支障が発生し、使用開始時期はプロジェ

クト車両が 8 月 17 日、工事用トラックが 9 月 1 日と遅れた。 

この大きな要因は、ESSAP の国内法上の位置付けにある。ESSAP が受け取りに必要な手続きを

進めていたが、納入段階になってから、大蔵省より ESSAP に対する通関及び国内税の支払免除

はできない旨が通知された。ESSAP は国が 100%株式を有する会社であり、国内法の位置づけで

は民間会社に当たるため、ESSAP への供与機材は無税対象とはならないことがその理由である。 

パ国では海外からの通関手続きが非常に煩雑であり、国家資格として認められた通関士を通じ

て手続きを行う場合でも、想定外の費用が発生することもある。 

本プロジェクトで専門家チームが調達・供与した資機材は多岐にわたるが、その中でも電磁式

水道メータはリチウム電池を内蔵しており危険物扱いとなるため、輸送業者を通じて空輸した。 

空輸された物品は全て保税倉庫に納められるが、当国での引取り作業は通関士の業務になっ

ており、引取りに際しては関税等の他に通関手数料の支払いが不可欠となっている。 

当初、プロジェクト車両と同様、その他供与機材は無税対象との認識でいたが、機材の受渡先

が ESSAP であったため、上記の理由により通関税を ESSAP が負担しなければならなくなった。 

それ以降の機材調達では、専門家チームの渡航時の受託手荷物として輸送したため、ESSAP

の負担は発生することがなかったが、機材調達を計画する場合には ESSAP と事前に十分な協議

を行い、無税措置の有無とともに予算措置について十分合意しておく必要がある。 
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第 4 章 プロジェクト目標の達成度  

プロジェクト終了時までに以下のプロジェクト目標は達成された。  

表 4.1.1 プロジェクト目標と成果指標 

項   目 内   容 成 果 指 標 

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ目標 ESSAPの配水網管理能力

が強化される。 

 

1 技術移転された配水網管理技術が、日々の水道施設のｵ

ﾍﾟﾚｰｼｮﾝに活用される。 

2 ESSAP 本部及び地方支局の技術者及び技師が 50 名以

上、配水網管理に係る研修を終了する。 

3 ESSAP が配水網の改善計画づくりに着手する。 

 

4.1 成果指標 1  

プロジェクト目標の成果指標 1 の場合、無収水管理全般と水圧管理の理論に関しては、日常的な

業務に活用されつつある。しかし、2013 年 10 月の終了時評価の段階では、水圧管理の OJT の進捗

が遅れていたことから、減圧弁設置やその後の水圧調整、モニタリング技術の習得度・活用度につ

いて不十分であり、部分的達成と判断された。  

その後、無収水管理及び水圧管理のモデル地区では、当初計画した OJT が実施され、所定の成

果が得られた。水道メータ施工、配管の適切な施工方法、減圧弁の設置・調整、流量測定、水圧測

定、モニタリングに至る一連の習得技術は、日常業務の中で活用され、現在では他部署の要請を受

け、漏水調査や修繕、水圧管理などの日常的なオペレーション業務の支援にも活用されている。 

 

4.2 成果指標 2 

期待される成果 1～3 に係る本部職員に対する研修、そして成果 4 の地方支局への技術普及の結

果、2013 年 9 月末までで合計 147 名が研修を修了している。(研修実績の詳細は別添資料) 

ESSAP 本部における室内研修(座学)としては、水圧管理(13 回)、設備管理(7 回)、無収水管理(13

回)、漏水探知(3 回)の研修が合計 36 回開催され、計 53 名の本部職員が参加した。複数回参加して

いる職員がいる一方で、専門分野によっては 1～2 回の参加にとどまっているケースもあるが、受講

者は総じて研修の内容を高く評価している。 

成果 4 では、プロジェクトを通じて ESSAP 本部スタッフが習得した技術の中から、地方支局の技術

レベルやニーズの応じた技術を地方支局に対する研修として展開することを目的としている。 

プロジェクト終了までに以下の地方支局において研修が実施され、合計 130 名が参加した。 

研修対象となる地方都市には当初 4 都市(ピラール、コンセプシオン、エンカルナシオン、コロネ

ル・オビエド)を選定したが、コロネル・オビエド市に近いビジャリカ市も対象として含めたため、計 5 都
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市の支局が研修対象となった。 

研修内容は、配水管の品質管理や施工技術といった施工に携わる職員が日常的に接しているテ

ーマである。  

表 4.2.1 日本側の支援とともに実施した地方研修 

支局 実施期間 参加人数 

ピラール 2013 年 6 月 18～21 日 23 

2013 年 12 月 9 日 6 

2014 年 7 月 10～11 日 10 

コンセプシオン 2013 年 7 月 2～5 日 21 

2013 年 11 月 11 日 14 

ビジャリカ及びコロネル・オビエド 2013 年 7 月 15～17 日 32 

ビジャリカ 2013 年 11 月 12 日 16 

エンカルナシオン 2013 年 8 月 6～9 日 18 

合計(延人数)  130 

 

2014 年に入ってからは、本プロジェクトを通じて整備されたマニュアル類を活用し、無収水部のみ

で地方支局の技術支援を続けており、これまで 3 回の研修が行われた。これは無収水部と地方支局

との間で計画された活動であり、カウンターパートの技術能力の向上とともに、ESSAP 自身の自助努

力が発揮され、本プロジェクトによる能力開発が成果をあげていることを示している。  

表 4.2.2 ESSAP 無収水部が独自に実施した地方研修 

支局 テーマ 実施期間 

ピラール ・マニュアル類の配布・過去の研修フォロー

・井戸所有者で下水道利用者に対する請

求プロセス指導 

2014 年 7 月 10～11 日 

シウダ・デル・エステ ・マニュアル類の配布、配管施工技術 

・井戸所有者で下水道利用者に対する請

求プロセス指導 

2014 年 7 月 23～25 日 

2014 年 9 月 17～19 日 
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4.3 成果指標 3  

4.3.1 配水網改善計画案の策定 

成果指標 3 については、無収水部内で、配水網改善計画の必要性や計画策定の進め方の理解

は進んでいたものの、政治的要因による組織の混乱、総裁や上層部の度重なる交代の影響もあり、

ESSAP 全体としての計画作りに着手できる状況に至っていなかった。  

本指標の狙いは、アスンシオン首都圏で効果的かつ効率的に配水網改善を図るための方法論を

確立することにあるが。この指標が意味する「配水網改善計画」とは何を示すのかといった認識が具

体化されていなかったことから、終了時評価時点では達成度不十分という判断であった。 

終了時評価におけるこうした指摘を踏まえ、プロジェクト目標の成果 3 については、「アスンシオン

首都圏における配水網改善を、どのような考え方に基づき、どのようなステップで進めるべきかを

ESSAP が認識し、その基本的な方針を立案すること」と具体化し、2013 年 11 月～2014 年 2 月にか

けて技術支援を行った。  

本来、配水網改善計画の策定という ESSAP にとって重要なテーマは、総裁室の主導の下、技術

部が主体的役割を担うべきであるが、配水網に関する知識が十分でなく、人的資源の不足などの問

題を抱えている。  

こうした背景を踏まえ、今後の首都圏配水網をどのように改善していくべきかという考え方を示した

基本方針(案)の作成を無収水部の活動に取り入れ、上層部の判断材料として提供するための文書

化を行った。  

現在のアスンシオン首都圏配水網の劣悪な状況を抜本的に改善するためには、市内全域で既存

配水網の現状調査を行い、ブロック化等の配水網最適化を含む整備計画を策定した上で、実際に

巨額を投じて整備計画を実施しなければならない。 

しかしながら、現況調査及び整備計画の策定だけでも相当量の投入が必要であると思われ、本プ

ロジェクト期間内で配水網整備計画の完成までを視野に入れることは困難である。 

無収水部が作成した配水網改善に向けた方針案では、基本方針として、既存配水網を大きなセ

クターに分割し(広域セクター化)、原則配水センター単位で無収水率を計測・管理できる体制を整

備することを示した。セクター化が進んだエリアから無収水の現状や地域的分布が明らかになり、ど

こにどの程度の投資を行う必要があるか等、その後の資金調達の判断材料を提供することができる。  

2014 年 2 月下旬に無収水部により第 1 版が作成され、2 月 25 日に実施された合同調整委員会

(JCC)の中で上記の方針案に関するプレゼンテーションが行われ、基本的な構想や進め方について

総裁による好意的な評価が得られた。 

その後、モデル地区における無収水管理活動の成果が具体的かつ定量的に示されたことを受け、

2014 年 9 月下旬に方針案を加筆修正し、配水網改善計画案として改定した。ここでは、水道メータ

整備と広域セクター化の妥当性について、モデル地区での無収水管理活動の成果や費用対効果と



4-4 

いった点からも明らかにしている。 

配水網改善に向けた方針案の文書化や上層部への提案などが徐々に進展しつつあり、プロジェ

クト目標の指標 3 は達成されたと判断できるが、具体的な工程作成や予算措置、組織体制の構築な

どは今後の ESSAP による取組み次第である。  

また、技術部をはじめとする他部署との合意形成、ESSAP 上層部による共通理解を得ることも課題

として残されている。部署間のコンセンサスをとることに大きな支障はないが、今後の組織改編により、

上記の取り組みが停滞することなく、継続性を持った形で進められるためには、総裁室、内部監査室

などとの合意形成が必要であり、そのために理事会レベルでの承認を働きかけた。 

2014 年 11 月 17 日(月)～21 日(金)にかけて実施された JICA 本部によるプロジェクト運営指導調

査を通じて、上記計画案の内容と理事会承認に向けたプロセスの確認が行われた。その後、計画案

は無収水部から理事会に提出され、2014 年 12 月 2 日付通達によって ESSAP としての今後の行動

計画として正式に承認されたことが確認された。 

表 4.3.1 配水網改善計画案の内容 

章 目次 

1 はじめに 

2 目標の設定 

 2.1 計画書の最終目標 

 2.2 目標の妥当性 

 2.3 パイロットエリアでの費用対効果 

3 首都圏配水網の現状 

 3.1 配水センター 

 3.2 配水サービスの現状 

 3.3 配水管網の技術的問題点 

 3.4 漏水発生と対処の現状 

4 広域セクター化の基本構想 

 4.1 配水センターを中心としたセクター化 

 4.2 過去に検討されたセクター化計画 

 4.3 広域セクター化に向けた手順 

5 配水センターにおける優先対策の検討 

 5.1 無収水の要因分析 

 5.2 各セクターの緊急性と対策案の検討 

 5.3 対策案を踏まえた予算措置 

6 世銀プロジェクトとの関わり 

 6.1 配水管緊急方針事業 

 6.2 水道メータの調達と更新 

 6.3 水理解析モデルとセクター化提案 
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4.3.2 配水網改善計画案の位置付け  

アスンシオン首都圏においては、1995～1999 年にかけて実施された円借款「アスンシオン上水道

整備事業」により、浄水施設及び送・配水施設の整備が進み、上水道普及率の大幅な向上をもたら

した。一方、パ国側で実施される予定であった配水管網の更新は大幅に遅れており、老朽化した管

路、頻発する漏水、高い無収水率などが問題となっている。漏水発生件数の増加に伴う修理費用、

推定 50%近い無収水率に起因する非効率な事業経営、脆弱な管網と水圧不均衡など、依然として

多くの問題が山積している。  

こうした無収水問題を抜本的に解決するためには、相当量の資金を投じて配水施設の更新を進

める以外になく、それを如何に効率的かつ効果的な方法で行うかを検討する必要がある。しかし、現

在ESSAPはその戦略や中・長期的な整備計画を有しておらず、実施されているものは、世銀やJICA

などの他ドナー援助を活用した緊急対策的な事業に限られている。  

ここで言及する「配水網改善計画」とは、アスンシオン首都圏において今後の無収水管理を効率

的に実施するための配水網整備を目標に定め、そのためにどのようなステップで進めるべきかを

ESSAP 全体が認識するための方法を示したものである。  

 

4.3.3 配水網改善計画の方法論  

基本手段としては、まず全区域を 20 程度の広域セクターに分割し、水理的独立化と水道メータの

全数整備を経て、各セクターの無収水の地域的特性を把握する。その後、無収水削減の優先セクタ

ーを選定し、無収水削減対策を実施、順次、残りのセクターで無収水削減に取り組むことで、最終的

にアスンシオン首都圏全体の無収水を改善する。 

この一連の工程を効率的に行うためには、広域的な規模で配水網のセクター化を進めていかなけ

ればならず、そのための具体的な方法論は以下のとおりである。  

【ステップ 1】 広域セクター化計画の策定  

はじめにアスンシオン首都圏の配水網を 20 程度の大きなセクターに分割し、給水栓数 10,000

～15,000 件程度の大きなセクターの無収水管理に着手できるシステムの構築を目標に置く。  

原則として、各配水センター単位でのセクター化を計画するが、配水網の現状によっては必ず

しも配水センターと徴収区域を一致することができないケースも想定される。セクターの給水件数、

地形条件、現状の維持管理体制、検針・徴収区域などの多くの要素を総合して検討する。 

セクター構築の全体構想が固まったら、必要な資機材の種類や数量を算定し、調達費用や工

事費用、工事方法(直営あるいは外注)などを具体的に検討し、セクター化スケジュールを作成す

る。 

ESSAP の予算的、人的な制約もあり、一度に多くのセクター化を進めることは難しい。このため、

試験的に 2～4 箇所の広域セクターの構築を先行して進めながら、隣接する配水セクター同士の
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境界を明らかにしていく。その後、順番にセクター化の構築を行い、各セクターの無収水分布を明

らかにする。 

なお、無収水部によれば、2014 年時点で無収水率は 47%と推定されるが、10 年後に 25%まで削

減することを当面の達成目標として設定し、セクター化に取り組む方針を提案している。 

【ステップ 2】 上記計画に基づくセクターの構築 

セクター化計画に従って、資機材の調達に係る手続きを開始する。調達手続きと平行して、セ

クター化を行う配水区域の配管情報を整理する。必要に応じて現場試掘やバルブ設置、流量測

定などを行いながら、情報の最新化と GIS での情報管理を行う。  

浄水場や配水センターの流出管に流量計、圧力計、水圧調整弁などの機器を設置する。 

先行してセクター化を行う配水区域から、配水流量を測定するための流量計設置、必要に応じ

た流量計用ピットの建設、配水網内の仕切弁の設置、配水境界の確定といった作業を進める。な

お、この段階では簡易な水理解析なども行いながら、地形条件や契約者数、需要量といった観点

からも境界の妥当性を再確認する。  

無収水部としては、セクター化の構築作業には以下の活動も含む意向である。 

1) 各戸水道メータの更新 

現在、世銀の支援により水道メータの整備が計画されている。第一段階では水道メータがな

い契約者、第二段階では故障/不具合/検針障害などの契約者といった順に設置を進めてい

く。 

メータ整備や更新地区を選定するに当たっては、先行して広域セクター化が進められている

ところを優先的に検討し、早期に無収水率の把握ができるように配慮する。 

2) 不法居住区への配水量の把握  

正規の水道契約者とは別にスラム居住区の住民に対しても配水網を通じた給水が行われて

いる。こうした地区に対する配水管にはバルクメータ(流量計)を設置し、一定期間の配水量を把

握する必要がある。 

【ステップ 3】 遠隔モニタリングシステムの構築 

浄水場、配水センターの流量計や圧力計、水圧調整弁などのデータを遠隔監視できるシステ

ムを構築する。主な内容は、SCADA ソフトの調達、通信システムの構築と契約、通信機材の設置

と運用テストなどである。 

セクター化を進めたところは、基本的にセクターへの配水流入口は 1 箇所として、ここで測定さ

れたデータは SCADA を通じて ESSAP 本部へ送られる。ESSAP 本部では送られてきたデータを大

型ディスプレーに表示させることで、各セクターにどれだけの水量がどのくらいの水圧で送られて

いるかを把握できる。 
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【ステップ 4】 セクター内の使用水量(請求水量)を正確に把握するためのシステム整備 

現在の水道メータの検針は、地籍番号に基づいた住宅区画毎にルートが設定されており、セク

ター化により設定した配水区域と住宅区画とは必ずしも整合しない。つまり、料金徴収区域の境界

線とセクター化の境界線とは一致していないため、セクター化後の顧客データの集計作業が困難

になることが予想される。 

計画案では、配水セクターの区域だけで検針データを整理することができるように、セクター化

が進められた地区から、これまでの顧客台帳/請求データを整理し、セクター別のID番号を振り分

け、検針管理簿を新たに作成することを提案している。 

請求水量を正確に効率的に把握するシステムとしては、Revenue Management System の構築も

検討することが望ましい。例えば、Web ベースのソフトウェアの導入、料金徴収区域とセクターとの

整合化を含む検針・請求体制の見直し、セクター毎の顧客管理データベース構築などが想定さ

れる。 

【ステップ 5】 無収水率の把握と無収水対策計画の策定  

広域セクター化が完了したところから、配水量、請求水量を継続して測定し、無収水率を明らか

にする。水道メータの整備が完了し、無収水量の把握が可能となった時点から、少なくとも 6 ヶ月

以上は無収水のモニタリングを続ける。 

その後、セクター毎の比較を行い、対策実施の優先度を設定し、セクター毎の削減目標値を設

定する。無収水の状況や特性にもよるが、仮に 30～40%程度の無収水率である場合、当面の削減

目標値を 25%程度とすることが考えられる。無収水率がある程度低い値にならない限り、小セクタ

ーに分割する管理手法はとらないが、目標が達成された場合は、セクター内をさらに細かく分割

する DMA の採用も検討する。  

次に、セクター毎の整備内容の優先度に基づき、管路の整備・更新を含めた無収水削減対策

計画(年次計画)を策定する。無収水削減対策の中には、一定規模の工事を必要とする場合もあり、

こうした工事の予算措置あるいは資金確保を行うためには、しっかりとした年次計画を策定する必

要がある。 

その後、策定された無収水削減対策計画を ESSAP 上層部(理事会)に諮り、ESSAP の事業計画

として承認されることで、配水網改善計画の実現に進む。 
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第 5 章 上位目標の達成に向けての提言  

5.1 上位目標の指標設定  

既に 3.7 項においてプロジェクトの教訓として述べているが、上位目標として設定した 3 つの指標

のうち、2 つについてはプロジェクト活動の効果を直接反映されるものとなっていない。このことは、

2013 年 10 月に実施された終了時評価を通じても指摘されている。  

今後、他の案件形成を行う際、上位目標については、プロジェクトの効果がより直接的に達成に

貢献できるような指標を検討することが必要である。 

 

5.2 上位目標の達成見込み  

上位目標： ESSAP の給水サービスが向上する。  

5.2.1 指標 1  

 

 

水量の適切な管理については実現の見込みは高い。今後、ESSAP サービスエリアに世銀の資金

で調達するメータが整備され、本プロジェクトで培われた無収水管理技術が活用されれば、水量の

適切な管理は実現可能と考えられる。  

水圧の適正な管理については、本プロジェクトにおける水圧管理 OJT の効果が表れ始めたところ

であり、現時点の判断は難しい。しかし、以下のような条件が満たされれば、指標達成は可能と思わ

れる。  

・ モデル地区の水圧制御の効果が長期的に確認される。  

・ ESSAP が今後も OJT を継続し、様々な地区において水圧管理技術が活用される。  

・ ESSAP が組織として安定し、無収水対策に必要な予算や人員が確保される。  

 

5.2.2 指標 2  

 

 

当指標自体は達成可能であると思われるが、本プロジェクトの活動や成果と直接的な関係はなく、

契約者数に影響を与える要素は ESSAP の予算、給水範囲の見直し、経営方針など様々である。 

ESSAP のサービスエリアにおける水量及び水圧が適切に管理される。 

水道契約者が増加する。 
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アスンシオン市の人口は以下のとおり横ばいであり、同市内に位置するモデル地区の契約件数も、

プロジェクトの開始前後で大きな変化はない。一方、アスンシオンを除く首都圏(セントラル県)の人口

は過去6年間増加しており、全体としての水道契約者も増加傾向にある。無収水部コマーシャルロス

課からの報告によれば、2008 年の契約者数は約 18 万件、2013 年には 19.8 万件とのことである。  

表 5.2.1 主要都市の人口変化              (単位：人) 

年次 アスンシオン市 セントラル県 コンセプシオン県 

2007 519,076 1,860,841 190,035 

2008 518,792 1,929,918 190,179 

2009 518,507 1,998,994 190,322 

2010 518,222 2,068,066 190,464 

2011 516,897 2,144,591 190,194 

2012 515,587 2,221,180 189,929 

 

5.2.3 指標 3  

 

 

本指標については、当初 PDM では「顧客満足度が改善する。」という表現となっており、終了時評

価において、アスンシオン首都圏における数年内の達成は困難であるとの判断がなされた。 

アスンシオン首都圏では、本プロジェクトによる漏水対策が一部モデル地区で開始され、また、世

銀の支援を受けて水道メータや配管網の更新が実施される予定である。これらの活動で、今後顧客

の満足度は一定の改善が期待できるものの、老朽化した配管網の範囲は広く、水道メータの更新に

は数年はかかるため、3～5 年後の顧客満足度が大幅に改善する見込みは低い。なお、ESSAP 本部

のカスタマーセンターによれば、日々顧客からのクレームを受け付けているが、水道メータや配水管

の不備、利用者の権利意識の主張が強くなり、クレーム自体は増加傾向にある。  

終了時評価の結果を踏まえて PDM が Ver.2 として改定され、指標 3 は「モデル地区における顧客

満足度が改善する」という表現に改められた。  

無収水管理モデル地区では、水道メータが全て更新されたため、多くの契約者の水道料金が実

際の使用水量に基づいて請求されるようになった。また、定期的なパトロールを通じて宅地内漏水の

注意喚起を行ったり、水道サービスの状況などを直接ヒアリングするなどして、ESSAP に対する評価

向上に取り組んでいる。 

水圧管理モデル地区では、これまで過剰な水圧がかかっていた管路から漏水が多発していたが、

適正な範囲内で水圧が制御されることで、漏水のリスクは低くなっている。また、水圧不足の地区、

日中の水圧変動が大きい地区などにおいて、管網の改善が行われたことで、水圧の安定化は進ん

だ。このモデル地区でも、違法接続の撲滅、住民クレームの対応の迅速化、宅地内漏水の調査と住

モデル地区の顧客満足度が改善する。 
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民への通知といったフォローアップも行っており、水道サービスと住民対応の改善努力がなされてい

る。  

こうした活動が今後も継続されることで、モデル地区の水道契約者の間では確実に水道サービス

に対する信頼が醸成されると思われ、当指標の達成見込みは高いと考えられる。 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

添付資料 

 



平成22年度

3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

要員計画

1 総括／上水道計画

2 副総括／配水網管理

3 無収水管理

4 漏水探知

5 漏水修理／品質管理

6 設備管理

活動計画

0.0 既存の配水網管理の現状把握と課題の抽出・分析

0.1 研修プログラム(案)の作成

0.2 研修教材と技術指針案の準備

0.3 成果4の指標検討

1.1 配水網のゾーニング

1.2 計測設備/弁類の設置

1.3 SCADAシステムの概要と導入までの道筋

1.4 GISの活用

1.5 SCADAシステムを活用したリアルタイムモニタリング手法

1.6 GISデータベースの構築手法

1.7 配水網整備計画の策定手法

1.8 配水網管理技術指針の作成支援

2.1 無収水管理チームの結成(組織化)

2.2 無収水管理の理論研修

2.3.1 漏水探査の基礎技術訓練

2.3.2 漏水修理/施工管理の基礎技術訓練

2.4 モデル地区の選定

2.5 モデル地区の配管図の作成

2.6 モデル地区の現状調査と課題の分析

2.7 モデル地区のブロック化作業(ESSAP施工含む)

2.8 計量設備の据付、水圧/流量測定、漏水量の推定

2.9 モデル地区における漏水対策の実施

2.10 漏水対策の評価/効果の検証

2.11 OJT報告書・無収水管理技術マニュアルの作成支援

3.1 水圧管理チームの結成(組織化)

3.2 モデル地区の選定

3.3 モデル地区の配管図の作成

3.4 モデル地区の現状調査と課題分析

3.5. 水圧管理の理論研修

  3.5.1 配水ﾈｯﾄﾜｰｸの水理解析

  3.5.2 ポンプ場の計画

  3.5.3 減圧弁の設置

  3.5.4 ｳｫｰﾀｰﾊﾝﾏｰの緩和策

  3.5.5 ﾎﾟﾝﾌﾟ系管路の経済的口径

  3.5.6 最大静水圧/最小動水圧の設定

3.6 水圧最適化のオプション検討と最善策の選定

3.7 選定された水圧最適化対策の実施

3.8 水圧最適化対策の評価/効果の検証

3.9 OJT報告書・水圧管理技術マニュアルの作成支援

4.1 ESSAPによる地方への技術移転に係る現状分析と課題の抽出

4.2 ESSAP本部から地方支局に対する技術移転に必要な体制の構
築

4.3.1～4.3.4 研修プログラムの教材作成

4.4.1～4.4.4 研修の実施

4.5 研修教材・研修方法のレビューと改善策の検討

会議・ワークショップ・研修など

合同調整委員会(JCC)
▲
①

▲
②

▲
③

▲
④

▲
④

▲
⑤

▲
⑥

▲
⑤

▲
⑦

▲
⑦

▲▲
⑧⑦

ワークショップ/セミナー
▲
①

▲
①

▲
②

▲
③

▲
②

▲
④

▲
⑤

▲
③

▲
③

本邦研修(△)/第三国研修(▲)
△
△

▲
▲

△ △ ▲ ▲ △

JICA専門家派遣/評価ミッション

● ● ● ● ●

JICA直営専門家(配水網維持管理アドバイザー) 井上

JICA直営専門家(給水設備工事技術アドバイザー) 鶴田

JICA直営専門家(配水網維持管理アドバイザ ) 工藤

【別添 1】　活動計画及び実績

平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度

2011年 2012年 2013年 2014年

共
通

成
果
1

成
果
2

成
果
3

成
果
4

運営指導

フェーズ2(ステージ1・ステージ2)継続支援

中間ﾚﾋﾞｭｰ 終了時評価

ﾓﾃﾞﾙ地区2ﾓﾃﾞﾙ地区1

ﾓﾃﾞﾙ地区2ﾓﾃﾞﾙ地区1 ﾓﾃﾞﾙ地区2

確認調査

JICA直営専門家(配水網維持管理アドバイザー) 工藤

報告書提出時期

▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲

凡例： 現地業務実績 国内作業

ﾜｰｸ･ﾌﾟﾗﾝ

(フェーズ1)
ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ進捗報告書

(その1)

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ進捗報告書

(その3)

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ進捗報告書

(その4)

ﾜｰｸ･ﾌﾟﾗﾝ

(フェーズ2(ステージ2))
ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ進捗報告書

(その5)

ESSAP継続作業

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ進捗報告書

(その2)

ﾜｰｸ･ﾌﾟﾗﾝ

(フェーズ2(ステージ1))

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ進捗報告書

(その6)

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ進捗報告書

(その7)

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ業務

完了報告書

ﾜｰｸ･ﾌﾟﾗﾝ

(ﾌｪｰｽﾞ2ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟ)

現地業務計画



【別添 2】　要員派遣実績表

平成22年度

担当業務 氏　名 所属先 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

(株)協和コンサルタンツ総括/上水道計画

副総括/配水網管理

平成25年度(2013年度)平成24年度(2012年度) 平成26年度(2014年度)

2011年 2012年 2013年

井川　雅幸

内藤 晃司

平成23年度(2011年度)

2014年

(株)協和コンサルタンツ

4/2～6/30 (3.0) 10/1～12/14 (2.5) 3/5～3/24 (0.67) 9/13～12/3 (2.73) 4/15～6/13 (2.00) 9/9～12/17 (3.33) 1/10～2/28 (1.67) 6/24～8/7 (1.50) 11/4～12/18 (1.50)

東岡　良和

水道総合ﾌﾟﾗﾝﾆﾝｸﾞ(株)
(中央開発(株)補強)

無収水管理

芝崎　智 中央開発(株)

前澤工業(株)
[(株)協和コンサルタンツ-補強]

臼井　春範
前澤工業(株)

[(株)協和コンサルタンツ-補強]

副総括/配水網管理

漏水修理/品質管理

設備管理

　
　
現
　
地
　
業
　
務

菊池　正行

石垣　文雄
(株)日立プラントテクノロジー

[(株)協和コンサルタンツ-補強]

内藤　晃司

漏水探知

(株)サンスイ
(中央開発(株)補強)

上田　茂

高橋　順一

(株)協和コンサルタンツ

中央開発(株)

4/2～6/15 (2.5) 11/10～12/24 (1.5)

5/20～7/18 (2.0)

5/1～6/14 (1.5)

11/10～12/9 (1.0)

3/12～4/30 (1.67) 6/4～8/25 (2.77)

4/1～6/29 (3.0)

3/3～5/31 (3.0)

8/3～8/17 (0.5)

9/13～12/14 (3.10) 1/8～3/18 (2.33)

10/25～12/15 (1.73)

10/25～12/23 (2.00)

4/15～7/13 (3.00)

6/30～9/30 (3.10)

7/3～9/30 (3.00)

8/6～11/3 (3.00)

5/31～6/29 (1.00)
(自社負担延長～7/9)

7/19～9/23 (2.23)

12/1～2/28 (3.00)

12/26～2/28 (2.17)

11/9～12/18 (1.33)4/9～7/7 (3.00) 8/3～10/31 (3.00)

5/14～8/11 (3.00)

前澤工業(株)
[(株)協和コンサルタンツ-補強]

山田　雅博

配水網維持管理
アドバイザー

J
I
C
A
直
営

報告書の提出

配水網維持管理
アドバイザー

工藤　恭久 元高知市水道局

給水設備工事技術
アドバイザー

鶴田　喜久 浜松市上下水道部

井上　正樹 倉敷市環境リサイクル局

ワークプラン1 業務進捗報告書1 業務進捗報告書2 ワークプラン2 業務進捗報告書3 業務進捗報告書4 ワークプラン3 業務進捗報告書5 業務進捗報告書6

6/21～7/20 (1.00)

業務進捗報告書7 業務完了報告書ワークプラン4

6/10～6/29 (0.67)



【別添 3】　業務実施フローチャート

契約年次

年次 2011年 2012年 2013年

年度 平成23年度(2011年度) 平成24年度(2012年度) 平成25年度(2013年度)

月 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

月数 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46

現状の分析と課
題の抽出

研修プログラムの
策定

　

研修評価と指針
の作成

配水網改善計画
の方針案作成

研修プログラムの
実施

無収水管理マニュ
アルの作成

水圧管理マニュア
ルの作成

現状の分析と課
題の特定

プログラムの作成
と実施体制の構
築

研修マテリアルの
作成

研修プログラムの
実施

研修プログラムの
評価と修正

W/P**：ワークプラン(**年次)            PG/R**：業務進捗報告書(その**)            F/R：業務完了報告書

業

務

内

容

作業工程

プロジェクト開始時及び終了時の業務

成

果

別

業

務

【共通】

【成果1】
ESSAP本部が配
水網管理の必要
性及び手法につ
いて理解する。

研修の実施

【成果2】
モデル地区にお
ける実地訓練を通
じて、ESSAPの無
収水管理能力が
強化される。

モデル地区にお
ける実地訓練

【成果3】
モデル地区にお
ける実地訓練を通
じて、ESSAPの水
圧管理能力が強
化される。

研修プログラムの
実施

モデル地区にお
ける実地訓練

【成果4】
ESSAP本部から
地方支局に対し
て、配水網管理技
術が普及される。

ワークショップ/セミナー

外国での研修

報告書の提出

合同調整委員会(JCC)

プロジェクト評価ミッション

平成26年度(2014年度)

フェーズ1 フェーズ2(ステージ1) フェーズ2(ステージ2) フェーズ2　フォローアップ

2014年

国内 現地 国内 現地

W/P1 PG/R1 PG/R2 W/P2 PG/R3 PG/R4 W/P3 PG/R5 PG/R6

W/P
(原

案)

の作
成

実施計画(W/P)の説明と

PDM及びPOの協議

実施体制及び先方負担事

項の確認

W/Pのレビュー

0.0 既存の配水網管理の現況把
握と課題の抽出・分析

1.1 配水網のゾー
ニング

1.2 計測設
備/弁類の

設置

0.2 研修教材と技術指針案の準備

1.3 SCADAの概要
と導入までの道筋

1.4 GIS

の適用

1.5 リアルタイムモ
ニタリング手法

1.6 GIS 

D/Bの構
築手法

1.7 配水網整
備計画の策

定手法

2.1 無収水管理
チームの組織化

2.3.1 漏水探
査の基礎技術

2.4 モデル地区の

選定

2.5 モデル地区の配管図の作成

2.6 モデル地区の現状調

査と課題の分析

2.7 モデル地区のブロック化作業(ESSAPによる施工を含む)

2.8 計測設備の据付、水圧/流量測定、漏水量の推定(モデル地区1: 空港住居グループ)

2.9 モデル地区における
漏水対策の実施

2.10 漏水対策の評価/効果
の検証

2.11 OJT報告書・技術マニュアルの作成支援

2.2 無収水管理

の理論研修(1)

3.1 水圧管理チー
ムの組織化

3.2 モデル地区の

選定

3.4 モデル地区の現状調
査と課題分析

3.9 OJT報告書・技術マニュアルの作成支援

3.5.2 ポンプ場

の計画

3.5.3 減圧
弁の設置

3.5.4 水撃圧の

緩和策
3.5.5 ﾎﾟﾝﾌﾟ系管路の
経済的口径

3.5.6 最大静水圧/最

小動水圧の設定

4.1 ESSAPによる地方への技
術移転に係る現状分析と課題

抽出

4.2 ESSAP本部から支局に対する技術
移転に必要な体制の構築

4.4 研修の実施 4.4.4 研修の実施
(補足)

4.5 研修教材・研修方法のレビューと改善策の検討

運営指導 中間レビュー 終了時評価

W/P(フェーズ1)の作成 W/Pのレビュー

コアキャパシティの能力・

脆弱性評価(CVA)

0.1 研修プログラム(案)の作成

4.3.研修プログラムの教材作成/改訂

第1回
W/S

内容：

モデル地区の概要と無収水対策により

期待される効果の発表

地方支局に対する研修プログラムの発

表、指針案の説明

第2回
W/S

内容：

モデル地区における実地訓練の成果と

漏水対策の効果発表

ブラジル無収水管理の現状C/P研修の準備及び運営支援

幹部技術者研修
本邦

C/P研修の準備及び運営支援

幹部技術者研修
本邦

C/P研修の準備及び運営支援

幹部技術者研修配水網施工技術者

ｻﾝﾊﾟｳﾛ(Sabesp) 本邦

内容：モデル地区の選定と 内容：フェーズ1の進捗確認と

実施計画(W/P2)の共有

内容：

活動成果の共有

地方部への技術展開

中間レビュー報告

0.3 成果4の指標検討

1.2 配水網のゾーニン
グ(成果1)

3.3 モデル地区の配管

図の作成

3.5.1 水圧管理基礎研
修(水理解析技術)

内容：委員会の発足

内容：

業務進捗と課題の共有

終了時評価結果の報告

漏水探査技術復習訓練 漏水探査技術
復習訓練

漏水探査技術復
習訓練

2.3.2 漏水修理/施

工管理技術訓練

2.2 無収水管理
の理論研修(2)

2.3.2 漏水修理/施

工管理技術訓練

配水網管理実務者

ｻﾝﾊﾟｳﾛ(SABESP)

現地

プロジェクト業務完了報
W/Pのレビュー

配水網改善に向けた方法論

の協議

配水網改善計画の策定に向けた方針

案の策定

無収水管理マニュアルの改訂/製本

2.8 計測設備の据付、水圧/流量測定、漏水量の推定(モデル地区2: バリオ・ベジャ・ビスタ)

2.9 モデル地区における漏水対策の実施

2.10 漏水対策の評価/効

果の検証

水圧管理マニュアルの改訂/製本

3.5.3 減圧弁

の維持管理

3.6 水圧最適化のオプション検討と最善策の選定

3.7 選定された水圧最適化対策の実

施

3.8 水圧最適化対策評価/効果
の検証

資機材調達支援

評価及び提言

F/R

第3回
W/S

内容：

モデル地区の 無収水の現状と評価

今後の配水網改善計画の方針案

PG/R7

内容：

プロジェクト成果の報告

終了時レビュー

3.5.3 減圧弁

の維持管理

W/P
(2)

の作

成

W/P
(3)

の作

成

W/P(4
)の作

成

1.8 配水網管理技術指針の作成 配水網管理技術指針の改定/製本 配水網管理技術指針の改定/製本

W/P4

国内

内容：

業務進捗と課題の共有

配水網改善計画方針案の検討

内容：

業務進捗と課題の共有

配水網改善計画方針案の合意
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【別添 5】　供与機材・携行機材実績

5.1　供与機材

(JPY) (USD) (Gs) (JPY) (USD) (Gs)

ポータブル超音波流量計 Portaflow C (Fuji Tecom) 2 1,191,000 2,382,000 0.00 0

携帯GPS Juno 3B GPS Correcto (Trimbre) 1 2,500.00 0 2,500.00 0

電子式水道メータ EDS13Q-8452 (Aichi Tokei Denki) 1 43,270 43,270 0.00 0

パルスロガー LR 5061 (Hioki) 2 26,191 52,382 0.00 0

水圧データロガー LoLog LL/Vista (Halma Water Solution) 2 1,326.05 0 2,652.10 0

圧力校正器 IPI300C-B (Jofra) 1 395,000 395,000 0.00 0

漏水探知機 HG10A-II (Fuji Tecom) 2 496,000 992,000 0.00 0

金属探知機 F90M (Fuji Tecom) 2 184,000 368,000 0.00 0

音聴棒(L=1.0m) L.S.1.0 (Fuji Tecom) 2 15,000 30,000 0.00 0

音聴棒(L=1.5m) L.S.1.5 (Fuji Tecom) 25 27,400 685,000 0.00 0

時間積分式漏水探知器 SV1108A(Japan Water Solution) 2 748,000 1,496,000 0.00 0

金属探知機 F90M (Fuji Tecom) 6 184,000 1,104,000 0.00 0

非金属管探知機 RD500 C Kit (Radiodetection) 2 590,000 1,180,000 0.00 0

ボーリングバー Boaring Bar L-1.5 (Ohsaki Seimitsu) 6 28,920 173,520 0.00 0

電動ハンマードリル GBH 5-40 DCE (Bosch) 1 4,650,000 0 0.00 4,650,000

ドリルビットL=520 SDS Max200 520SX (Bosch) 10 6,789 67,890 0.00 0

ドリルビットL=920 SDS Max200 920SX (Bosch) 10 15,518 155,180 0.00 0

可搬式発電機 EU20i (Honda) 1 1,390.00 0 1,390.00 0

エアコンプレッサ CSI 7.4/30L(Schulz) 1 458.00 0 458.00 0

ヘリウムガス検出器 XP-3140 (Shin Cosmos Denki) 1 130,500 130,500 0.00 0

ヘリウムガス周辺機器(ガス調圧装置) 1 1,110,000 0 0.00 1,110,000

単価 金額

漏水探知技術に関する機材

無収水管理技術に関する機材

水圧管理技術に関する機材

数量機材名称 品番



(JPY) (USD) (Gs) (JPY) (USD) (Gs)

単価 金額
数量機材名称 品番

管路補修作業支援機材 LP18-40PE (Atlas Copco) 4 19,420.00 0 77,680.00 0

振動コンパクター SRV620 (Weber) 6 3,350.38 0 20,102.28 0

パイプ遮断工具(手動式) 50-2 (Rex) 2 45,790 91,580 0.00 0

パイプ遮断工具(油圧式) 100 (Rex) 2 221,760 443,520 0.00 0

パイプカッター(小口径) RC1625 (Ridged) 6 11,050 66,300 0.00 0

パイプカッター(中口径) 154P (Ridged) 6 15,275 91,650 0.00 0

パイプカッター(大口径) 156P (Ridged) 6 21,332 127,992 0.00 0

ソケットレンチセット(13点) SWS413 (Top Kogyo) 6 11,530 69,180 0.00 0

トルクレンチセット(20-100N・m) T-100NT (Top Kogyo) 6 25,568 153,408 0.00 0

パイプ面取機(12-40mm用) No.72 (Ridged) 6 2,371 14,226 0.00 0

パイプ面取機(40-76mm用) No.73 (Ridged) 6 2,900 17,400 0.00 0

パイプ面取機(100mm用) No.74 (Ridged) 6 3,965 23,790 0.00 0

ツールボックス B-56 (Hozan) 6 9,545 57,270 0.00 0

モンキレンチ HY-49S( Top Kogyo) 12 2,610 31,320 0.00 0

パイプカッター替刃 E-3186 (Ridged) 16 4,810 76,960 0.00 0

コンビネーションレンチセット Bahco 2 11,344 22,688 0.00 0

トラック搭載用工具ケース 2 1,545.00 0 3,090.00 0

ヒンジドパイプカッター(100-150) 466CI (Ridged) 1 7,500,000 0 0.00 7,500,000

ヒンジドパイプカッター(150-200) 468CI (Ridged) 1 9,950,000 0 0.00 9,950,000

ヒンジドパイプカッター(200-300) 472CI (Ridged) 1 12,370,000 0 0.00 12,370,000

パイプレンチセット(14", 18", 24", 36", 48") No.14-48 (Ridged) 2 4,460,000 0 0.00 8,920,000

チェーンレンチ(2-1/2") C-18 (Ridged) 2 795,000 0 0.00 1,590,000

チェーンレンチ(4-1/2") C-36 (Ridged) 2 1,900,000 0 0.00 3,800,000

配管施工技術に関する機材



5.2　コンサルタントの携行機材

(JPY) (USD) (Gs) (JPY) (USD) (Gs)

1 電磁式水道メータ　(個別型受信器付) SU150-GC (Aichi Tokei Denki) 2 1,191,000 2,382,000 0.00 0

2 給水栓用水圧測定器 WPN-01MPa 10 9,500 95,000 0.00 0

3 手動式水圧ﾃｽﾀｰ T-50K-P (Kyoto) 2 12,500 25,000 0.00 0

4 電動式水圧ﾃｽﾀｰ KY-20A (Kyoto) 2 35,000 70,000 0.00 0

5 電子式ﾃｽﾄﾒｰﾀ TR-II (Aichi Tokei Denki) 2 199,700 399,400 0.00 0

6 水圧データロガー LoLog LL/Vista (Halma Water Solution) 8 1,326.05 0 10,608.40 0

7 ﾃﾞｼﾞﾀﾙﾋﾞﾃﾞｵｶﾒﾗ GZ-HM450-S (Victor) 2 20,100 40,200 0.00 0

8 ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾀｰ EB-1760W (Epson) 1 104,000 104,000 0.00 0

9 ｽｸﾘｰﾝ TLTR180 1 255.00 0 255.00 0

10 ｺﾋﾟｰ機 C1021i (Canon) 1 6,875.00 0 6,875.00 0

11 ﾜｰｸｽﾃｰｼｮﾝ HP Pro 3130 (Hullet Packard) 1 1,964.00 0 1,964.00 0

12 ﾗｯﾌﾟﾄｯﾌﾟｺﾝﾋﾟｭｰﾀ HP Probook 4530S (Hullet Packard) 1 875.00 0 875.00 0

機材名称 品番 数量
単価 金額
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REGISTRO DE DISCUSIONES
ENTRE

AGENCIA DE COOPERACION INTERNACIONAL DEL JAPON
Y

EMPRESA DE SERVICIOS SANITARIOS DEL PARAGUAY S. A. (ESSAP)
SOBRE

PROYECTO DE FORTALECIMIENTO DE LA CAPACIDAD DE GESTION DE
REDES DE DISTRIBUCION DE ESSAP

En el marco de la CooperaciOn Tecnica Japonesa "Proyecto de fortalecimiento de la
capacidad de gestiOn de redes de distribuciOn de ESSAP" (en adelante denominado
"Proyecto"), basado en el Registro de Discusiones firmado en Asunci6n el 23 de
diciembre de 2010 (en adelante denominado "R/D"), el Representante Residente de la
Agencia de CooperaciOn Internacional del JapOn (en adelante denominado "JICA") de
la Oficina en Paraguay, mantuvo una serie de deliberaciones con la Empresa de
Servicios Sanitarios del Paraguay S.A. (en adelante denominada "ESSAP"), en
conformidad con las recomendaciones de la evaluaciOn final realizada en el mes de
octubre de 2013.

Como resultado de las deliberaciones mantenidas, ambas partes acordaron modificar
el RID, en conformidad con las lineas descriptas en el documento adj unto.

Hecho en duplicado en idioma Ingles y Espafiol, siendo todos los textos igualmente
autenticos. En caso de divergencia en la interpretaciOn, el texto en ingles prevalecera.

AsunciOn, / c, de Diciembre de 2013

I. 11- v.-74r
S . Makoto Taniguchi

Representante Residente
Oficina en Paraguay

Agencia de CooperaciOn Internacional del
JapOn



DOCUMENTO ADJUNTO

Extension del periodo
El periodo del Proyecto sera extendido por 10 meses, modificandose la fecha de
linalizaciOn de la cooperaciOn de 28 de febrero a 31 de diciembre de 2014.

Otros
Los aspectos que no esten mencionados anteriormente, serdn tratados de la
misma manera como se establece en los articulos del R/D.



Sr. .k ako to Taniguchi
Representante Residente

Oficina en Paraguay
Agencia de CooperaciOn Internacional del

JapOn

MINUTA DE DISCUSIONES
ENTRE

LA AGENCIA DE COOPERACION INTERNACIONAL DEL JAPON
Y

LA EMPRESA DE SERVICIOS SANITARIOS DEL PARAGUAY S. A. (ESSAP)
SOBRE

EL "PROYECTO 1)E FORTALECIMIENTO DE LA CAPACII)AD DE
GESTION DE REDES DE DISTRIBUCION DE ESSAP"

En el marco de la CooperaciOn Tècnica Japonesa "Proyecto de fortalecimiento de la
capacidad de gestiOn de redes de distribuciOn de ESSAP" (en adelante denominado
"Proyecto"), basado en el Registro de Discusiones firmado en Asunci6n el 23 de
diciembre de 2010 (en adelante denominado "R/D"), el Representante Residente de la
Agencia de CooperaciOn Internacional del JapOn (en adelante denominado "JICA") de
la Oficina en Paraguay, mantuvo una serie de deliberaciones con la Empresa de
Servicios Sanitarios del Paraguay S.A. (en adelante denominada "ESSAP"), en
conformidad con las recomendaciones de la evaluaciOn final realizada en el mes de
octubre de 2013.

Como resultado de las deliberaciones mantenidas, ambas partes acordaron modificar
el R/D. Tambien, el Matriz de Diserio del Proyecto (en adelante denominado "PDM") y
el Plan de OperaciOn (en adelante denominado "PO") son ligeramente modificados.

Hecho en duplicado en idioma Ingles y Espanol, siendo todos los textos igualmente
autenticos. En caso de divergencia en la interpretaciOn, el texto en ingles prevalecerd.

AsunciOn, 	  de Diciembre de 2013

Arq.	 o Sarubbi
resi4ent&

Empresa de ervicios Sanitarios del
P raguay S.A.
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I. PDM y PO
De acuerdo con la extension del periodo del Proyecto, el PDM y el PO son ligeramente
modificados como se muestran en los anexos.

Anexo I	 Matriz de Disetio del Proyecto (PDM)
Anexo II	 Plan de OperaciOn (PO)



Anexo I Marco LOgico (PDM: Matriz de Diselio del Proyecto)
Nombre del Proyecto: Proyecto de Fortalecimiento de la Capacidad de GestiOn de Redes de DistribuciOn de ESSAP
Area Objetivo: Reptiblica de Paraguay
Grupo Objetivo: Empresa de Servicios Sanitarios del Paraguay S.A. (ESSAP)

Resumen narrativo del Proyecto Indicadores objetivamente
verificables

Medios de adquisiciOn de
indicadores

Condiciones externas

Meta Superior
Se mejora el servicio de suministro de agua de ESSAP. 1-1.Se	 controla	 adecuadamente	 el

volumen y la presiOn de agua en las
areas servidas por ESSAP.

1-1.Informe	 de	 operaciOn	 de
ESSAP

1-2.Aumenta el nilmero de usuarios. 1-2.Catastro de usuarios
1-3.Number of customers is increased 1-3.Encuesta de usuarios
1-4.Mejora el nivel de satisfacciOn de

los usuarios.

Objetivo del Proyecto
Se fortalece la capacidad de manejo de redes de distribuciOn I.	 La tecnica de MRD transferida por - Documento de plan anual El Gobierno de Paraguay
(MRD) de ESSAP. el	 Proyecto	 es	 aplicada	 en	 la - Informe anual de actividades y/o los donantes hacen las

operaci6n diaria.
Se forman mas de 50 ingenieros y
tecnicos de la ESSAP Central y las
oficinas	 regionales	 completan	 la
capacitaciOn	 sombre	 tecnica	 de

- Informes del Proyecto inversiones necesarias para
el mejoramiento de redes de
distribuci6n de ESSAP.

MRD.
La ESSAP inicia la formulaciOn de
un plan de mejoramiento de redes de
distribuci6n.

Resultados
1.	 La ESSAP Central comprende	 las necesidades y la 1-1.E1	 personal	 de	 la ESSAP Central - Un manual de Manejo de La estructura
metodologia del manejo de redes de distribuciOn de agua. elabora una pauta tecnica para el

Manejo de Redes de DistribuciOn.
Redes de DistribuciOn. organizacional de ESSAP

no sufre modificaciones
drasticas por el cambio
politico.

Periodo del Proyecto: de marzo de 2011 a diciembre de 2014 (46 meses)
Ver.2, Diciembre de 2013

12



Se fortalece la capacidad de Manejo de Agua No
Contabilizada (ANC) de ESSAP a traves del entrenamiento
en el trabajo en los distritos modelo.

2-1.E1 personal de la ESSAP Central
puede identificar los componentes y
sus	 respectivas	 proporciones	 del
ANC en los distritos modelo.

-	 Listado de participantes en
el entrenamiento en trabajo

-	 ObservaciOn	 por	 los
expertos de JICA

2-2.E1 personal de la ESSAP Central - Un	 manual tecnico sobre
puede formular planes de manejo de Manejo de ANC
ANC en los distritos modelo.

2-3.EI personal de la ESSAP Central
adquiere las habilidades necesarias
para el manejo diario

2-4. Se reduce el ANC en los distritos
modelo.

Se fortalece la capacidad de manejo de la presi6n de 3-1.EI	 personal	 de	 ESSAP	 puede -	 Listado de participantes en
Agua de ESSAP a traves del entrenamiento en el trabajo formular planes de manejo de la el entrenamiento en trabajo
en los distritos modelo. presiOn	 de	 agua	 en	 los	 distritos -	 ObservaciOn	 por	 los

modelo. expertos de JICA
3-2.EI personal de la ESSAP Central - Registro	 de	 manejo	 de

adquiere las habilidades necesarias presi6n	 de	 agua	 en	 los
para el manejo diario del control de distritos modelo
la presiOn de agua. -	 Un	 manual	 tecnico	 de

3-3.Se	 controla	 adecuadamente	 la Manejo de la PresiOn de
Presi6n	 de	 Agua	 en	 los	 distritos
modelo.

Agua

4.	 Las tecnicas de manejo de redes de distribuciOn es 4-1.E1 personal de la ESSAP Central -	 Registro	 de	 trabajos	 de
transferida	 de	 la	 ESSAP	 Central	 a	 sus	 oficinas adquieren	 capacidades	 de instalaciOnOn o reparaci6n
regionales. instalaciOn y reparaciOn de tuberias -	 Informe de seminarios

con	 metodos	 y	 lierramientas -	 Materiales utilizados en los
adecuados. seminarios

4-2.EI	 personal	 de	 ESSAP	 Central
brinda al personal de las oficinas
regionales	 4	 entrenamientos	 de
instalaciOn y reparaci6n de tuberias.



Actividades Inversion Condiciones Externas
(1-1) Evaluar condiciones y problemas de las redes de [JapOn] [Paraguay]

distribuciOn existentes. 1 .Expertos 1.Personal Contraparte El	 personal capacitado de
(1-2)	 Realizar	 los	 programas	 de	 capacitaciOn	 para -	 Lider del Proyecto/PlanificaciOn de -	 Director del Proyecto ESSAP	 no	 abandone	 la

preparaciOn	 de	 manejo	 de	 redes	 de	 distribuciOn Suministro de Agua Potable - Gerente del Proyecto instituciOn.
(capacitaciOn teOrica) - Management	 Sublider/Manejo	 de -	 Otro personal contraparte
-	 SectorizaciOn de redes de distribuci6n Redes de Distribuci6n Los	 materiales	 de
-	 InstalaciOn	 de	 equipos	 de	 mediciOn - Manejo de Agua No Contabilizada Los gastos necesarios para el construcciOn	 necesarios

(caudalimetro y manOmetro), valvulas reductoras - DetecciOn de Perdida de Agua entrenamiento	 en	 trabajo para	 el	 entrenamiento	 en
de presiOn, ventosas, etc. -	 Manejo	 de	 Instalaciones	 de sobre el manejo de ANC y el trabajo	 en	 los	 distritos

-	 AplicaciOn de SCADA Suministro de Agua Potable Manejo de PresiOn de Agua modelo se adquieren segim
-	 AplicaciOn de SIG

(1-3)	 Realizar	 programas	 de	 capacitaciOn	 sobre	 la
- ReparaciOn	 de	 Fugas/Control	 de

Calidad
en	 los	 distritos	 modelo,
incluyendo el suministro y

lo programado.

metodologias de manejo de redes de distribuciOn
(capacitaciOn teOrica)
-	 Monitoreo caudal y presiOn a tiempo real a traves

del sistema SCADA (para el manejo de agua no
contabilizada, optimizaciOn de la presiOn de agua
y minimizaciOn de zonas afectadas en caso de

- Asesor para	 manejo	 de	 redes	 de
distribuci6n de agua

-	 Asesor	 para	 facilidades	 de
suministro de agua

2.Equipos

la	 instalaciOn	 de	 catios,
valvulas, medidores de agua,
etc.

EjecuciOn de los programas <Condiciones previas >
emergencia, etc.) -	 Caudalimetro UltrasOnico Portdtil de capacitaci6n La	 ESSAP	 se	 mantenga

-	 PreparaciOn de un SIG basado en base de datos - Detector de Fugas de Agua como una empresa piiblica.
de los registros reparaciOn de roturas y fugas de -	 Detector de Metales 4.Edificios e instalaciones
cafierias (a fin de	 identificar areas prioritarias -	 Barra de escucha -	 Salas y espacios necesarios
para la optimizaciOn de la presiOn de agua y las - Medidor de PresiOn de Agua con para	 la	 instalaciOn	 y
cafierias prioritarias a reemplazar) registrador incorporado almacenamiento	 de	 los

(1-4) Realizar la capacitaci6n sobre la preparaciOn de plan -	 Detector de Fugas Tipo IntegraciOn equipos
de mejoramiento de redes de distribuciOn de Tiempo -	 Espacios	 de	 oficina	 e

(1-5) Preparar la pauta tecnica de manejo de redes de - Camiones y Vehiculos instalaciones	 necesarios
distribuci6n -	 Maquinarias y herramientas para el

trabajos con cafierias
para los expertos Japoneses
en la oficina de la ESSAP

(2-1) Realizar la capacitaciOn sobre Manejo de Agua No -	 Detector de tubos no metalicos Central.
Contabilizada (MANC) -	 Calibrador de medidor de presiOn -	 Salas para los programas de
- DefiniciOn de ANC -	 GPS portdtil capacitaciOn
-	 Componentes	 de	 ANC	 y	 sus	 respectivas -	 Otras	 instalaciones
proporciones
- Perdidas de agua relacionada con los medidores de
agua

3.CapacitaciOn en JapOn

4. CapacitaciOn en Tercer Pais

acordados	 mutuamente
segfin las necesidades

- Metodos utilizados para calcular volumen estimado
de fugas

5.	 Costos	 locales	 para	 la
implementaciOn	 del



- RecuperaciOn de fugas
- PrevenciOn de fugas

(2-2) Realizar entrenamiento en trabajo sobre el Manejo de
Agua No Contabilizada (MANC)

Proyecto

6.	 Gastos de viatico para los
participantes del curso de

-	 Organizar equipo de MANC capacitaciOn	 en	 JapOn	 y
-	 Realizar	 capacitaci6n	 sobre	 el	 use	 de

herramientas y equipos de estudio
Tercer Pais.

-	 Seleccionar distritos modelo
-	 Preparar pianos de redes de catieria para cada

distrito modelo
-	 Realizar estudios sobre la condiciones existentes

en cada distrito modelo
-	 Aislar hidraulicamente cada distrito modelo
-	 Instalar un medidor de caudal y medidor de

presiOn de agua en cada distrito modelo, medir el
Caudal Minim° Nocturno (CMN) y el sistema de
presiOn, y calcular el volumen estimado de fugas
que se tienen por distrito

-	 Implemental- medidas	 de	 reducciOn	 de ANC
(detecciOn y reparaciOn de fugas, detecciOn y
regularizacion	 de	 conexiones	 clandestinas,
reemplazo de medidor con mal funcionamiento,
etc.) en cada distrito modelo

-	 Evaluar los efectos de las medidas de reducciOn
de ANC

(2-3)	 Preparar	 informe	 resumiendo	 las	 actividades	 del
entrenamiento en trabajo sobre MANC y un manual
tecnico sobre el MANC.

(3-1)	 Realizar	 programas	 de	 capacitaciOn	 sobre	 la
metodologia de manejo de la presiOn de agua (MPA)
(teOrico)
-	 ZonificaciOn de redes de distribuciOn
-	 ConstrucciOn	 de	 estaciones	 de	 bombeo	 de

transmisiOn
-	 InstalaciOn de valvulas reductoras de presiOn
-	 MitigaciOn de los efectos de fuerza de ariete
-	 Diametros econ6micos de tuberias de impulsiOn
-	 PresiOn	 estatica	 Maxima y	 presiOn	 dinamica

Minima en redes de distribuciOn
(3-2) To conduct OJT on WPM



-	 To organize WPM teams
-	 To select model areas
-	 To investigate the existing conditions of each

model area and identify problems in each area
-	 To evaluate options for optimization of pressures

in each model area and select the best option for
each area

-	 To	 implement	 the	 best-optioned	 optimization
works in each model area

-	 To evaluate the effects of the optimization works
(3-3) Preparar un informe resumiendo las actividades de

entrenamiento en trabajo sobre MPA y un manual
tecnico de MPA

(4-1) Evaluar las prdcticas actuales de ESSAP con respecto
a	 la transferencia tecnica del	 nivel	 Central	 a	 las
oficinas regionales e identificar los problemas.

(4-2)	 Establecer	 un	 sistema	 que	 es	 requerido	 para	 la
transferencia tecnica de	 la ESSAP Central a	 las
oficinas regionales.

(4-3) Preparar los materiales de capacitaciOn.
(4-4) Implementar los programas de capacitaciOn para las

oficinas regionales de ESSAP.
(4-5) Evaluar la eficiencia de los programas de capacitaciOn

ejecutados y hacer las recomendaciones para futuros
programas de capacitaci6n



Anexo 8: Plan de OperaciOn Tentativo
Period°, de Marzo 2011 a Diciembre 2014
Nombre del Proyeeto Proyecto de Fortalecumento de It Capacidad de Gestión de Redes de Distribution de ESSAP

N Resultados Actividades
An° 2011	 I	 Ano 2012	 I	 An° 2011	 I	 Ano 2014

11Y2010 11-Y2011 JFY2012 HY2013 31-Y2014
I	 2	 3 4	 5	 6	 7 I 81 9 10	 11	 12,	 1 2	 3 41	 5 6	 7 8	 9 10	 I I	 12	 11	 2 3	 4 I 5	 6 71 8 9	 10,	 11112 1	 2	 3 4	 5	 6 7	 8	 9 10	 II	 12
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パラグアイ共和国 
ESSAP 配水網管理能力強化計画 

合同調整委員会 
協議議事録 

 
ESSAP 配水網管理能力強化計画(以下「プロジェクト」と称する)の一環として、2011 年 6
月 9 日に合同調整委員会(以下「JCC」と称する)の会議が開催された。 
 
会議では、日本人専門家（以下「専門家」と称する）、ESSAP の当局、公共事業省の代表

者(以下「パラグアイ側」と称する)、JICA の代表者、日本大使館の代表者がプロジェクト

に関連する協議を行った。 
 
この会議で、協議された主な内容は、本ミヌッツの付属資料の通りである。 
 
 

アスンシオン市、2011 年 6 月 9 日 
 
_____________________________________ 
Masayuki Igawa 
リーダー 
専門家チーム 

_____________________________________ 
Emiliano Pedro Insfrán Rolón 
総裁 
パラグアイ衛生サービス公社 (ESSAP) 

 
 

_______________________________ 
Suguru Nakane 
次長 
国際協力機構(JICA) 

  



付属資料 
 

I. 合同調整委員会の設立宣言 
ESSAP の総裁は、合同調整委員会の議長として、プロジェクトの進捗状況を評価

する目的として委員会の設立を発表した。 
 

II. 発表内容 
1. パラグアイ側は、日本側とパラグアイ側で合意した、ワークプランの発表を

行った。発表の中では、プロジェクトの上位目標、目的、成果及び指標の他、

プロジェクトの概要の説明を行った。 
2. パラグアイ側は、専門家とパラグアイ側カウンタパートで構成される、プロ

ジェクトチームの発表を行った。 
3. パラグアイ側は、プロジェクト活動の進捗状況に関する説明を行った。 

 配水網管理に関する研修の説明。 
 漏水探知及び現場における実習に関する研修の説明。 

 
III. 合意事項 

1. パイロット地区において、各年度、事前に資機材準備を行う必要性が確認され

た。 
2. 専門家は、パラグアイ人カウンタパートが継続的に研修に参加する様、支援と

協力を要請し、パラグアイ側は、支援を行う約束をした。 
3. 専門家は、パイロット地区の住民に対し、行う活動の説明を行う様要請した。

パラグアイ側は、これらの活動を広報部と共同で行う約束をした。 
 

 
Annex 1 参加者リスト  
Annex 2 カウンタパートリスト 
  



ANNEX 1 

参加者リスト 
 
ESSAP 

Ing. Emiliano Pedro Insfrán Rolón, 総裁 
Ing. Jorge Pusineri, 総裁技術顧問 
Ing. Félix Yegros, 企画及び運営顧問部 
Ing. Marcelo Banti, 無収水部部長 
Lic. Luis Ricardo Udrizar, コマーシャル部部長 
Ing. José Asereto, アスンシオン首都圏配水網管理部 
Ing. Pedro Achinelli, 首都圏配水網管理部 
Lic. Víctor Lird, 事務部長 
Ing. Humberto Samaniego, 配水網整備部 
Ing. C. Leonardo Hentscholek , 物理的漏水削減ユニットチーフ 
 

MOPC 
Ing. Roger Montedomec, 水衛生局局長 

 
JICA 

Suguru Nakane, 次長 
Kazuo Fijushiro, 班長 
Yuichi Fukuda, 企画調整員 

 
専門家 

Masaki Inoue, 専門家 
Yoshihisa Tsuruta, 専門家 

 
コンサルタント 

Masayuki Igawa, リーダー、給水システム 
Koji Naito, サブリーダー、水圧管理 
Shigeru Ueda, 無臭水管理 
Junichi Takahashi, 漏水探知 

 
日本大使館 

Kazumi Fujimoto, 書記官 
Kaoru Yanagida, 所員  



ANNEX 2 
 

カウンタパートリスト 
 
Ing. Ing. Marcelo Banti, 無臭水部、部長 
Ing. Félix Yegros,  企画運営顧問 
Ing. C. Leonardo Hentscholek, 物理的漏水削減ユニット、チーフ 
Lic. Víctor Suarez,  コマーシャル漏水削減ユニット、チーフ 
Sr. Alejandro Amarilla,  排水網整備部 
Sr. José Fernández,  排水網整備ユニット、チーフ 
Ing. Humberto Samaniego,  ユニット、チーフ 
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パラグアイ国 
配水網管理技術強化プロジェクト 

合同調整委員会 
協議議事録(和訳) 

 
ESSAP 配水網管理能力強化計画(以下「プロジェクト」と称する)の一環として、2011 年 6
月 9 日に合同調整委員会(以下「JCC」と称する)の会議が開催された。 
 
会議では、日本人専門家（以下「専門家」と称する）、ESSAP の当局、公共事業省の代表

者(以下「パラグアイ側」と称する)、JICA の代表者、日本大使館の代表者がプロジェクト

に関連する協議を行った。 
 
この会議で、協議された主な内容は、本ミニッツの付属資料の通りである。 
 
 
 

アスンシオン市、2011 年 12 月 9 日 
 
 
 
_____________________________________ 
Masayuki Igawa 
リーダー 
専門家チーム 

_____________________________________ 
Francisco R. Martínez  
総裁 
パラグアイ衛生サービス公社 (ESSAP) 

 
 
 
 

_______________________________ 
Kazuo Fijishiro 
次長 
国際協力機構(JICA) 

  



 

付属資料 
 

I. 委員会の結成宣言 
ESSAP 総裁は、事業の進捗状況を評価するため、合同調整委員会の設立を宣言し

た。 
 

II. プレゼンテーション 
1. パラグアイ側は、日本側が提出したプログレスレポートの説明を行った。説

明の中で、プロジェクトの上位目標、成果、指標及び事業の概要についてコ

メントした。 
2. パラグアイ側は日本人専門家及びカウンタパートによって構成されるプロジ

ェクトチームの紹介を行った。 
3. パラグアイ側は次のプロジェクト活動について進捗状況を説明した。 

 理論的な座学研修と現場での実習。 
 主に水道網の状況と地券番号等のパイロット地区におけるデータの収集。 
 供与機材の紹介。 
 次年度の活動の紹介。 
 次年度の予算的な措置。 
 

 
ANNEX 1 参加者リスト 
ANNEX 2 カウンタパートリスト 
  



 

ANNEX １ 

参加者リスト 
 
ESSAP 

Francisco R. Martínez、ESSAP 総裁。 
Raul Fernández、第 1 副総裁。 
Hugo Javier Hidalgo、第 2 副総裁。 
Carlos Pavón、技術部長 
Juan Celso López、総務部長。 
Juan Carlos Ortiz、営業部長。 
Herminio Jara、財務部長。 
Arnaldo Stumps、首都圏配水網部長。 
Marcelo Banti、無収水部長。 
Valeria Díaz、広報部長。 
Victor Suarez、無収水部職員。 
Leonardo Hentcholeck 無収水部職員。 

MOPC 
Alex Gaona、プロジェクトコーディネーター。 

JICA  
Makoto Kitanaka、所長。 
Yuichi Fukuda、企画調整員。 

日本大使館 
Kazumi Fujimoto、技術・無償資金協力担当書記官。  
Kaoru Yanagida、館員。 

コンサルタント 
Masayuki Igawa、プロジェクトリーダー 
Koji Naito、プロジェクトサブリーダー 

  



 

ANNEX 2 
 

カウンタパートリスト 
 
Ing. Ing. Marcelo Banti, 無収水部、部長 
Ing. Félix Yegros,  企画運営顧問 
Ing. C. Leonardo Hentscholek, 物理的漏水削減ユニット、チーフ 
Lic. Víctor Suarez,  コマーシャル漏水削減ユニット、チーフ 
Sr. Alejandro Amarilla,  排水網整備部 
Sr. José Fernández,  排水網整備ユニット、チーフ 
Ing. Humberto Samaniego,  ユニット、チーフ 
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配水網管理技術強化プロジェクト 
ワークプラン(フェーズ 2)に関する協議議事録(和訳) 

 
JICA は、2010 年 12 月 23 日に JICA と ESSAP 間で署名された協議議事録に基づいて「配

水網管理技術強化プロジェクト」のための専門家チーム(以下、チームという)を派遣した。 
チームは、ESSAP の主要メンバーとともにワークプラン(フェーズ 2 原案)に関する協議を

行い、別添のとおり合意した。 
2012 年 3 月 20 日 

 
別添 
1. ワークプランの説明 
チームは ESSAP にワークプラン(フェーズ 2)の素案を提出し、2012 年 3 月 20 日に説明を

行った。概ね基本構想、目的、業務計画、活動内容、方法について了解し、プロジェクト

期間中、チームに対する協力を行うことを約束した。 
 
2. 確認された事項 
ESSAP とチームの間で確認された主要な事項は以下の通りである。 
1) プロジェクト実施体制 
添付 2 のとおり、プロジェクト実施に向けた組織体制が日本側より提案された。 
ESSAP はこの組織体制について合意し、無収水部の要請に基づき、現時点で任命されてい

ない人員を確定させることを約束した。 
 
2) モデル地区 4 地区の資材調達 
ESSAP は以下の活動のために、資材を調達し提供する。 
・日本側が用意した電磁流量計の据付 
・損傷を受けている又は古い管やバルブの更新 
・仕切弁、排泥弁、空気弁の設置 
・技術研修に必要な資機材 
 
3) その他 
・プロジェクトで実施されるトレーニングに参加するパラグアイ側人員(カウンターパート、

関係者、講師、その他)に対する支払い 
・電気、水、燃料などのプロジェクト活動に必要な出費 
・日本側が供与する機材について、空港から ESSAP までの手数料、保管料、内国輸送 
・プロジェクトで調達される機材のメンテナンス 
・モデル地区の業務を通じた研修実施に必要な費用 
・研修計画の実現に必要な費用  
 
添付 1. 出席者  
添付 2. プロジェクトのために提案された組織図 
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配水網管理技術強化プロジェクト 
合同調整委員会 議事録(和訳) 

 
2010 年 12 月 23 日に JICA と ESSAP との間で署名された協議記録(以下、R/D という)に基づ

き実施されている「配水網管理技術強化プロジェクト」(以下、プロジェクトという)に係り、プロジェクト

の進捗及び達成状況を評価するため、JICA は 2012 年 9 月 30 日から 10 月 20 日まで中間評価

チーム(以下、評価チーム)を派遣した。  
 評価チームにより作成された評価結果について協議し、日本側とパラグアイ側との間で同意を

得る目的で、2012 年 10 月 18 日に合同調整委員会(以下、CCC という)を開催した。 
CCC の会議にて確認された主な事項は本議事録の添付書類に示している。  
 
 
 
井川 雅幸     Ing. Andrés Rivarola Casaccia 
プロジェクト総括     総裁 
株式会社協和コンサルタンツ   パラグアイ水衛生会社 
      

 
 

(立会者)     (立会者) 
Ing. Celso Ayala    中根 卓 
プロジェクトコーディネーター   次長 
公共事業通信省水衛生局   JICA パラグアイ事務所 
 

  

第 4回合同調整委員会(JCC-4)議事録 



添付書類 
 
1. プロジェクトデザインマトリクスの変更 
パラグアイ側は、プロジェクトデザインマトリクスの変更案について、その変更理由を示しながら

Ver.1 として提示した。 
パラグアイ側と日本側はこの提示と変更について承認した。 
 
2. 進捗状況の説明 
パラグアイ側はプロジェクトの進捗状況についてプレゼンテーションを行った。また、評価チームと

総裁室の間で合意された組織図を提示した。 
パラグアイ側は無収水部の組織について確定していない人員の任命を約束した。 
 
3. 中間報告の提出 
JICA により構成された評価チームは、プロジェクトの中間評価報告書を提示し、CCC 議長の同意

をもって承認された。 
 
 
添付 1 出席者リスト 
添付 2 プロジェクトデザインマトリクス 
添付 3 無収水部の組織 
添付 4 中間評価に係る協議議事録 
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（終了時評価ミニッツ本文抄訳） 
パラグアイ国 

「配水網管理技術向上プロジェクト」にかかる 
日本の技術協力に関する 

日本側終了時評価調査団とパラグアイ国関係機関との協議議事録 
 

 独立行政法人国際協力機構（以下「JICA」という）が組織した江尻 幸彦を団長とする

終了時評価調査団（以下「調査団」という）は、配水網管理技術向上プロジェクト（以下

「プロジェクト」という）の進捗を確認・評価し、残る協力期間の協力方針について意見

を交わす目的で、2013 年 9 月 29 日から 10 月 17 日までパラグアイ共和国（以下「パラグ

アイ」という）において調査を行った。 
 
 調査期間中、調査団は、上記プロジェクトの有効な実施のために両国関係者がとるべき

必要な措置についてパラグアイ国側関係者（以下「パラグアイ関係者」という）と意見を

交換し、一連の協議を行った。 
 協議の結果、調査団とパラグアイ関係者は、付属文書に記載する諸事項について合意し

た。 
 

アスンシオン、2013 年 10 月 15 日 
 

 
                                          
江尻 幸彦                  Arq. Osmar Ludovico Sarubbi 
終了時評価調査団 団長            総裁 
国際協力機構（JICA）                         パラグアイ衛生サービス会社(ESSAP) 
                                         
 
  



1． プロジェクトの評価結果 
調査団は別添合同評価報告書を作成し、評価結果及び提言の内容について、合同調整委

員会（JCC）において説明・協議し、日本側・パラグアイ側双方で合意した。 
 
２．期間の延長 
終了時評価の結果、モデル地区での実地訓練の進捗に遅延が見られ、設定されたアウト

プットのうち、十分に達成されていない事項があることが確認された。よって、モデル地

区での実地訓練を終了させプロジェクト目標を達成するため、日本側・パラグアイ側双方

は協力期間を約 10 か月間延長する手続きを開始する。 
 
３．期間の延長に関する前提条件 
 上記 10 か月間の協力期間を延長する前提条件として、パラグアイ衛生サービス会社は以

下を履行する。 
（１） 水道メーターの設置 
 バリオ・ベジャ・ビスタにおいて、必要な水道メーターの設置を 2014 年 7 月中旬までに

終了する。なお、水道メーターの設置は無収水部の職員以外の人員を配置して実施する。 
（２） 減圧弁のアクセサリー調達 
 水圧管理モデル地区 2 か所（ビルヘンデファティマ、イタエンラマーダ）に設置する減

圧弁のためのアクセサリー類の調達を 2013 年 11 月末までに完了する。 
（３） 漏水探知班への車両の割り当て 
 漏水探知班が作業を円滑に行えるようにピックアップトラックを割り当てる。また、漏

水探知班に追加の人材を配置する。 
（４） 無収水部の人事 
 無収水部長、フィジカルロス課長、コマーシャルロス課長については、協力期間中（延

長分を含む）人事異動は実施しない。 
 
４．終了時評価について 
 上記 10か月間のプロジェクトを延長した場合、延長期間終了時に簡易な評価を実施する。 
 

以上 



パラグアイ国

配水網管理技術強化プロジェクト

終了時評価調査

合同評価報告書

年 月 日

パラグアイ衛生事業会社（ ）

日本国独立行政法人 国際協力機構

2013 10 15

ESSAP
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  8. Plan of Operation( )

別添資料：

．

．パラグアイ側の実施体制

．研修実績

．パラグアイ側負担経費

．供与・購入機材

．評価グリッド

．主要面談者リスト

延長期間を含む
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ENRED 2004 2015

80.5 51.8

(2008 )

1 Empreasa de Servicios Sanitarios del 

Paraguay S.A: ESSAP ESSAP

(Record of Discussion: R/D)

ESSAP

R/D

JICA

Minutes of 

Meeting: M/M

第 章 終了時評価調査の概要

パラグアイ国（以下、パラグアイ）は、貧困･格差削減計画（ 、 年）において、 年までに全

国の上水道普及率を ％に引き上げるという目標を打ち出しているが、上水道普及率は全人口の ％（衛

生事業管理規制院 年）に留まっている。

パラグアイの人口 万人以上の都市部では、パラグアイ衛生サービス会社（

）が上下水道の整備・運営・維持管理を担っているが、その施設の大部分は の

前身である旧上下水道公社時代に整備されており、その後計画的な管の更新が行われてこなかったこともあ

り、老朽化が著しい。

アスンシオン首都圏においては、 年の上水道普及率は ％と非常に低い水準にあったが、 年～

年に実施された円借款「アスンシオン上水道整備事業 借款承諾額 実行額：約 億円 約 億円 」により、

浄水施設、送水施設 送水ポンプ、送水管 、市内の一部における配水施設 高架水槽、配水池、配水管網

の新設が行われた結果、首都圏の上水道普及率は 年時点で ％に改善した。

一方で、無収水率は計画されていたほどに改善されておらず、 年時点で ％に達していることが判明し

た。その一因として、円借款事業の後にパラグアイ側が独自予算で進める予定となっていた ～ 次配水管の

更新が進んでいないことが考えられる。実際首都圏においては、 日平均 箇所で水道管が破裂しており、

莫大な修理費用が発生しているほか、多量の水道水漏出による事業収益の減少、舗装道路の破損等を引き起

こしている。また、配水管網のブロック化が進んでいないため、供給水量・使用水量が把握できていないほ

か、首都圏の人口の急増に伴う不法接続等の増加にも対応できていないなど、無収水の管理に係る体制整備、

技術力の向上が急務となっている。

このような状況を踏まえ、 は老朽管（主にアスベスト管）の更新も含めた配水ブロックの最適化及び

無収水管理体制の整備を目的とし、上記円借款事業の開発効果の更なる発現に資するため、技術協力プロジ

ェクトを要請した。これを受けて は 年 月に事前評価調査を行い、同年 月 日に討議議事録

に署名し、翌年 月 日よりプロジェクトを開始した。プロジェクト開始後には、

本部技術者が地方支局技術者に対し自らが研修を行うことが想定されており、協力効果の全国展開も

期待されている。

本調査は、同 の規定に従い、日パラグアイ双方の団員によって実施されるものである。その主たる目的

は１）プロジェクトの実績・進捗・実施プロセスを確認、評価すること、２）プロジェクトが残りの期間、

或いは協力終了後、継続して実施すべき活動を提言し、今後 が実施する他案件の発掘・形成・実施・

運営管理に参考となる教訓を抽出すること、３）その結果を合同評価報告書及び協議議事録（

）に取りまとめることである。

1

１－１ 協力の背景と調査団派遣と目的  

1993 63 1995 1999

( / 61 / 55 )
( ) ( 94km)

2005 80

2008 48
2 3

1 96

ESSAP

JICA 2010 11 12 23
3 1
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Arnaldo Chamorro ESSAP

JICA 10 9 17

JICA 10 6 17

JICA 10 6 18

9 29 10 17

(

)

2011 3 2014 2

(Empreasa de Servicios Sanitarios del Paraguay S.A: ESSAP

ESSAP
ESSAP

ESSAP

ESSAP

１－２ 調査団の構成と調査期間

１－３ 対象プロジェクトの概要

  

（１）パラグアイ国側団員（敬称略）

氏名 担当分野 所属・役職

団長 内部監査室長

（２）日本側団員（敬称略）

氏名 担当分野 所属・役職 「パ」国滞在日程

江尻 幸彦 団長
地球環境部水資源・防災グループ

専任参事 月 日～ 日

讃良 貞信 無収水対策 地球環境部 アドバイザー 月 日～ 日

磯辺 良介 協力企画
地球環境部 水資源・防災グループ

水資源第一課 主任調査役 月 日～ 日

吉永 恵実 評価分析 株式会社 日本開発サービス
研究員

月 日～ 月 日

（１）基本情報

プロジェクト名 パラグアイ国配水網管理技術向上プロジェクト

対象地域 アスンシオン市及び地方都市コロネル・オビエド、ピラール、コンセプシオン、エ

ンカルナシオン

協力期間 年 月～ 年 月

実施機関 パラグアイ衛生サービス会社

）無収水部

（２）協力の枠組み

【上位目標】 の給水サービスが向上する。

【プロジェクト目標】 の配水網管理能力が強化される。

【成果】

成果１： 本部が配水網管理の必要性及び手法について理解する。

成果２： モデル地区における実地訓練を通じて、 の無収水管理能力が強化される。

成果３： モデル地区における実地訓練を通じて、 の水圧管理能力が強化される。

成果４： 本部から地方支局に対して、配水網管理技術が普及される。

【投入】 日本側： 専門家の派遣、機材供与、本邦研修、第三国研修

パラグアイ側： カウンターパートの配置、モデル地区での実地訓練に必要な経費、研修プログラムの

実施、土地・施設の提供、プロジェクト実施のためのローカルコスト、研修参加者の

日当 （詳細は「３－４ 投入の実績」参照）

     

ESSAP

ESSAP
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JICA 2010 6
Project Design Matrix: PDM

PDM

PDM 2012 10 1 )

PDM

PDM

Organization 

for Economic Cooperation and Development OECD (1991 )

JICA

OECD 5

第 章 評価方法

本調査は、「新 事業ガイドライン 第一版」（ 年 月）の規定に従い、「プロジェクト・デザイン・

マトリックス（ ）」を用いてプロジェクト活動の成果を測定・評価する手法で実施

した。 とは、活動実施に必要な投入要素や期待される成果を包括的に示す、プロジェクトの設計図であ

る。本調査ではプロジェクトの 年 月改訂の第 版を用いて、以下に示す ～ の作業を

実施した。評価を通じて明確にすべき事項は評価設問として「評価グリッド」（別添５）にとりまとめ、調査

の枠組みとして使用した。

プロジェクト実績の検証 ： の「活動」や「投入」がどの程度実施されたか、また、「成果」「プ

ロジェクト目標」「上位目標」がどの程度達成されたかを、「指標」を用いて測定した。計画と実績が異

なる場合はその理由を確認し、「外部条件」がどの程影響したかを検証した。

実施プロセスの検証 ： プロジェクト実施の過程でプロジェクトに影響を及ぼした要因のうち、

の検証のみでは判断できない事項を検証した。例としてプロジェクトの運営体制、関係者のコミュニケ

ーションやオーナーシップ、政治・経済的要因などが挙げられる。

経済協力開発機構の 項目基準による評価： 、 の検証結果を、経済協力開発機構（

： ）が「開発援助の評価のための原則」 年におい

て提唱する評価基準を用いて評価した。その評価基準とは「妥当性」「有効性」「効率性」「インパクト」

「持続性」であり、それぞれについて「高い」「比較的高い」「中程度」「低い」等の格付けを行った。

各基準の詳細は下表２－１の通りである。

提言・教訓の抽出： ～ の結果に基づき、プロジェクトが残りの期間、或いは協力終了後継続し

て実施すべき活動を提言した。また、今後 が実施する類似案件に参考となる教訓を、プロジェク

トの経験から抽出した。

項目 視点

妥当性 主に相手国の開発政策や日本の援助政策との整合性、ターゲットグループや対象地域住民のニ

ーズへの合致、プロジェクトが技術移転に用いたアプローチの妥当性、日本の比較優位性等で

評価する。

有効性 プロジェクト目標達成の見込み。評価の際は、プロジェクトの成果とプロジェクト目標との因

果関係、外部要因の影響等も勘案する。

効率性 投入が成果に転換される過程の効率性。成果の達成度は投入量に見合っていたか、他機関との

協力によりどのような成果がもたらされたか、投入の質・量・方法・時期は適切か、等の視点

から評価する。

インパクト 主に上位目標の達成見込みと、プロジェクト実施過程で生じた想定外の効果や影響の有無で評

価する。

自立発展性 プロジェクトの効果が協力終了後も持続する見込み。政策面・制度・組織面、財政面、技術面

の観点から、自立発展性に貢献する要因、あるいはこれを阻害する要因を検証する。

2

２－１ 評価の手法

表２－１ の 項目評価基準

( (1) (4)

(1)

(2)

(3) 5 (1) (2)

(4) (1) (3)
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２－２ データ収集方法

表２－２ 主なデータ収集源

  

本評価調査に使用するデータ・情報は、文献調査、質問票調査、関係者からの聞き取り調査、そして直接観

察（現地踏査等）を通して収集した。それぞれの詳細は下記の通りである。

収集方法 情報源

文献調査 【 プロジェクト関連資料】

相手国政府との合意文書（討議議事録（ ）、 、 等）

報告書（詳細計画調査報告書、中間レビュー報告書等）

日本人専門家作成資料（事業進捗報告書、業務完了報告書等）

【政府政策関連資料】日本外務省「対パラグアイ国別援助計画」

【ドナー関連資料】 世界銀行「水・衛生セクター近代化プロジェクト」関連資料

質問票調査 現地調査に先立ち、 無収水部および日本人専門家に質問票を作成し、投入や活動の実

績、実施プロセス等を中心とした情報収集を行った。

聞き取り調査 関係者及び日本人専門家との面談を通した情報収集を行った。

（聞き取り先は「別添７：主要面談者リスト」参照）

直接観察 プロジェクトの現場や活動拠点となる施設を訪問し、供与機材の確認を行った。

JICA/
R/D PDM PO

JICA

ESSAP

ESSAP

�
�

�
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OJT

GIS

( PDM

) ESSAP

2012 4 2013 3

ESSAP

2013 3 Volume 1. Volume 

2. Volume 3. Volume 4. Volume 5. 

Volume 1. 2 Volume 3.~5

OJT OJT

ESSAP

OJT ESSAP

OJT

第 章 プロジェクトの実績

成果１： 「 本部が配水網管理の必要性及び手法について理解する」

活動の概要

活動の目的：成果１では、①モデル地区における配水網の現状と課題の把握、② に向けた理論研修

の実施、③配水網整備計画づくりのための研修の実施（遠隔モニタリングと を活用した配水網管理

手法研修を含む）、④配水網管理全般に係る技術指針の作成等の活動が実施された詳細は別添１の

参照。これらの活動を通して 本部関係者が配水網管理の必要性を理解し、基礎的な配水網管理技

術を養うことを目的としている。

活動内容：技術の移転は、日本人専門家を講師とした理論研修を通して行われた。プロジェクトは研修

に先立ち、「施設管理」「無収水管理」「水圧管理」「漏水」の各管理分野の現状と課題を整理・分析し、

優先度の高いテーマについて、無収水部職員及び首都圏配管網部職員を対象とした研修が実施されてい

る。また、研修に対する参加者の理解度を確認するため、研修参加者を発表者とした成果発表セミナー

が 年 月と 年 月とに開催されている。

指標の達成度

「指標 本部スタッフが配水網管理手法に係る指針を作成する」（達成済み）

プロジェクト活動の一環として作成されたマニュアルやガイドを整理・編集した指針が、 無収水

部職員により 年 月までにまとめられている。指針は「 無収水管理マニュアル」「

水圧管理マニュアル」「 配管施工の手引き」「 水道メータ施工の手引き」「

漏水探知の手引き」で構成される。 と ．は成果２、３の活動の一環として、 ．は

用技術ガイドとしてそれぞれ作成され、後に一つの指針として取りまとめられた。内容は の結

果を踏まえて現在改訂されており、今後 が継続を予定する研修事業や、本部や地方支局の関連

部署で活用される。

成果２： 「モデル地区における実地訓練を通じて、 の無収水管理能力が強化される。」

活動の概要

活動の目的： 成果２の活動は、理論研修と２つのモデル地区での を通じて、 の無収水管理

能力を強化することを目的とする。

活動内容： ではまず一定期間内にモデル地区内へ流入する流量と、同期間内にモデル地区内で発

3

1-1. ESSAP

３－１ 成果の達成状況

ESSAP

l

l

l

l

ESSAP
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ESSAP

2013 9 3

341

752

ESSAP OJT

1 ESSAP

ESSAP 2013 9

2012 6 2012 7

2013 10
2013 1

                                                  
1

生する請求水量を正確に把握する。これらの差である無収水が何に起因するのか、その構成要素を特定

し、特定結果に対応した無収水削減対策計画を立案・実施できるよう、必要な理論・技術・資機材の提

供を行う。身につけた無収水対策の手法は、 職員により「無収水管理技術マニュアル」として文

書化され、最終的には成果１の技術指針の一部として取り纏められる。また、無収水管理技術の更なる

向上を目指し、 年 月にはブラジル・サンパウロ州で第 国研修が実施されている（詳細は「３－

４ 投入の実績」参照）。

モデル地区の概要： アスンシオン市内「空港居住グループ」（給水栓接続件数： 件）および「バリ

オ・ベジャ・ビスタ」地区（給水栓接続件数： 件）の２つが、無収水管理モデル地区として選定され

ている。なお、

活動の進捗： 負担事項である工事や調達が滞り、 の実施が全般的に遅れている（活動の進捗

に関する説明は「第４章 実施プロセス」にも記載）。空港居住グループでは流量計を設置するピットの

建設が遅延した他、 の組織再編で調達が全般的に滞り、世界銀行（以下「世銀」）の支援で予定

していた水道メータの購入に遅れが見られた（詳細は「４－３ 活動の進捗」参照）。空港居住グループ

については の在庫の水道メータを使用し、 年 月末までに設置をほぼ完了した。しかし、バ

リオ・ベジャ・ビスタでは、無収水部施工班の人員不足により準備した水道メータの設置が行われてお

らず、現在プロジェクトで設置スケジュールを検討しているところである。

指標の達成度

指標 本部スタッフがモデル地区において無収水の構成要素（内訳及び水量）を特定できる

ようになる。（部分的達成）

空港居住グループでは 年 月に流量計の設置が完了し、 年 月より流量変化のモニタリングを

開始した。流量計から送られてきたデータ・水道メータで計測した消費水量・漏水探知の結果等を踏ま

え、 年 月までに無収水の構成要素の特定をほぼ終えている（構成要素の詳細は下表参照）。

バリオ・ベジャ・ビスタでは予定より半年程遅れて 年 月に流量計が設置され、流量変化のモニタ

リングを開始した。しかし、水道メータの更新が行われておらず消費水量が正確に把握できないことか

ら、協力期間内の指標達成は困難である。

表３－１ 空港居住グループにおける無収水の構成要素

業者が行った施工の質に関するトラブルに起因。

l

l

l

l

「空港居住グループ」では日本人専門家が活動を主導し、「バリオ・ベジャ・ビスタ」では、専門

家の指導の下に が主体的に活動を実施することとなっている。

分類 内訳 年 月

（対策実施前）

年 月時推定

無収水量 盗水、その他不明水

メータ不感・誤差、誤検針

送・配水管からの漏水量

合計

ESSAP

2-1. ESSAP

2013 1 2013 10

L/min % L/min %

11.0 11.0 0.0 0.0

79.5 79.5 12.5 56.8

11.4 9.5 9.5 43.2

100.0 100.0 22.0 100.0
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2 1

2-1 2014 2
2-1

2-2
OJT
2 OJT

ESSAP

3

4

ESSAP 24

OJT

ESSAP

ISO

                                                  
2

3
30%

2012
( )

4

指標 職員がモデル地区において無収水管理のための計画を立案できるようになる。

（部分的達成）

本指標は、指標 － の「無収水の構成要素の特定」後に実施可能となる。モデル地区で確認した無収水

の構成要素を検証した後、漏水が主な原因であれば漏水対策を計画の中心に据えるなど、地区ごとの現

状に則した無収水削減計画の策定を試みる。

空港居住グループでは指標 をほぼ達成していることから、 年 月のプロジェクト終了までに計

画立案作業を終了することは可能である。バリオ・ベジャ・ビスタでは指標 が協力期間中に達成され

ないため、指標 の達成は困難である。

２つのモデル地区を比較した場合、空港居住グループの方が 実施は容易であるものの、

バリオ・ベジャ・ビスタの方である 。そのためバリオ・ベジャ・ビスタの

で成果を出すことが、他地域への活動展開やプロジェクトに対する 内部の理解醸成に重要である

と関係者は感じている。

指標 本部スタッフが、日常的な無収水管理業務に必要な技術を修得する。（達成済み）

無収水管理に必要な技術は、プロジェクト期間中に予定された修得レベルに達していると判断した。以下、

日常的な無収水管理に必要な技術について、本件調査中に確認した修得度を記載する。

漏水探知技術：音聴棒やエアコンプレッサー、希ガス等を使用した技術が移転された 。人・技術によっ

て修得度に差があるものの、基礎的な探知手法は既に実務に活用され、他部署からも無収水部に技術支

援も要請が届くレベルに達している。

流量計測・モニタリング： プロジェクトで遠隔モニタリングシステムを構築したことにより、流量計

が分単位で測定する流量データを、 本部で 時間毎に受信し計測することが可能となった。現在

プロジェクトで、受信したデータから流量・各利用者の利用傾向・夜間の最少流量など詳細なデータを

分析する を行っている。これらの作業を通して無収水の構成要素の特定が進んでおり、技術はプロ

ジェクト期間内で予定された修得度に達していると関係者は感じている。

水道メータの検査・検定： はメータ検査所を有しているが、プロジェクト以前の活動はメータの

修理が中心であり、精度検定技術は不足していた。プロジェクトで検定機の使用法を復習し、 の基準

に沿って検定を行う技術を移転した結果、新規で調達される水道メータの精度や欠陥の有無を事前に確

認し、納入したメータの品質を確保することが可能となった。研修を受けた

新規購入した水道メータの抜き取り検査に既に活用されている

音源探知は漏水探知の基礎的な手法であるが、モデル地区においてはこれまで、配管の材質の問題により不明水のうち 程

度しか特定することができていない。そのためプロジェクトは 年前半から新しい漏水探知技術としてエアコンプレッサ

ーや希ガスヘリウムガスを用いた手法を導入し、モデル地区において使用を開始したが、現時点ではガス漏洩探知の効果を

十分に確認できていない。

例えば音源探知の技術は聴力の善し悪しに関係する、コストの高い手法は頻繁には使用できない、等。関係者によれば、音源

探知技術が向上すれば、コストの高い他の探知手法は特定のケースの使用に限られてくるであろうとのことである。

2-2. ESSAP

2-3.  ESSAP

341 (
750 )

  

l

l

l

l

l

l

パラグアイの

実情をより反映しているのは

職員数は少ないものの、世銀

等の資金で 。

空港居住グループ中流～上流階級の居住地区で、接続件数も 件と少ない。他方バリオ・ベジャ・ビスタは人口も多く接続件数

は約 件貧困層を多く抱えているため、不法接続・水道メータ設置に対する反対・夜間作業中の職員の安全等に対処する必要が

あり、状況がより複雑である。
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20%
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ESSAP
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2011 10 2 OJT
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指標 モデル地区における無収水率が減少する。（部分的達成）

表３－２ 無収水管理モデル地区の無収水率

モデル地区名 年 月 年 月 年 月

空港居住グループ

（ 年 ～ 月平均） （ 年１～ 月平均）

． ％

（ 年７月時点）

年 月時点 年 月時点 年７月時点

バリオ・ベジャ・

ビスタ

空港居住ブループでは無収水率が 年 月から 年 月の半年間で平均 減少している。

年 月の無収水率は一桁を記録した。

無収水率が減少した主な理由は「請求水量の増加」と「配水量の削減」である。水道メータの設置によ

り使用水量の計測精度が高まり、これまで推測に基づいて行われていた一部の料金請求が正確に行われ

るようになったことが、請求水量の増加を促した。また、メータの設置で利用者の節水意識が以前より

高まったこと、配水管の漏水修理が効果を上げたことなども配水量の削減に結びついた。無収水対策の

初期の段階では、無収水率の目標値を 程度に設定することが一般的であり、本プロジェクトでもこ

の数値を念頭に、漏水対策と配管修繕を中心とした無収水削減に努めている。

バリオ・ベジャ・ビスタの推定無収水率は 年 月の時点で だったが、同年 月時点では

まで減少した。この減少は主に漏水対策の効果であるが、 による水道メータの設置が行われてい

ないことから、十分な成果であるとは言えない。

成果３： 「モデル地区における実地訓練を通じて、 の水圧管理能力が強化される。」

活動の概要

活動の目的・内容： 成果３の活動は、理論研修とモデル地区での を通じて の水圧管理能力

を強化することを目的とする。モデル地区での ではまず正確な水圧を計測・モニタリングし、その

結果を用いて水理解析を行い、モデル地区全体の水圧分布図を作成する。この図を元に水圧最適化のた

めのオプションを検討し、最善策を選定・実施できるところまで必要な理論・技術・資機材の提供を行

う。身に着けた水圧管理の手法は 職員により「水圧管理技術マニュアル」として文書化され、最

終的には成果１の技術指針の一部として、他のプロジェクトの成果品と共に取り纏められる。

モデル地区の概要： 河川沿岸の住宅地に位置する「ビルヘン・デ・ファティマ」地区（給水栓接続数：

件）、およびアスンシオン市南西部「イタ・エンラマーダ」（給水栓接続数： 件（両地区ともに

プロジェクト開始時の 年 月現在の件数））の 地区が水圧管理 のモデル地区に選定されてい

る。

活動の進捗： 理論研修後、 水圧計の設置・水圧の確認・水理解析が実施さ

れ、水圧の最適化計画案の検討まで作業が完了している。しかし、水圧調整に必要な減圧弁を設置する

2-4.  

2012 12 2013 6 2013 7
35.9%

2012 7 12
22.2%

2013 6
9 2

2013
2013 3 2013 6 2013

53.1% 48.4% 42.4

ESSAP

ESSAP ESSAP

85 2013 7 65%

  

ESSAP

％

ビルヘン・デ・ファティマでは日本人専門家が活動を主導し、イタ・エンラマーダでは専門家の指導の下、

が主体的に活動を実施する。

ビルヘン・デ・ファティマでは

プロジェクトは、 が顧客に支払いを請求する水量（「請求水量」）を、 請求課が管理するデータを元に把握した。具体的

には水道メータ番号・契約者名・地籍番号等のデータを既存の水道台帳と突き合わせ、事実関係を整理した。空港住居グループの

場合、メータに基づく請求が行われているのは契約者の約 ％（ 年 月時点）で、プロジェクト開始直後の からは大幅に改

善した。メータ更新が終わっていない契約者には過去の平均使用量を推測して請求している。

l

l

l

l

l

l
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ESSAP OJT

ESSAP

ESSAP 24

2
OJT

OJT

3-1

3-1

ためのアクセサリーが、 側の調達の遅延により入手できておらず、活動の要である がどちら

のモデル地区でも実現していない。

指標の達成状況

指標 本部スタッフがモデル地区において水圧管理のための計画を立案できるようになる。

部分的達成

ビルヘン・デ・ファティマでは、水圧管理計画（案）の立案が終了している。減圧弁の施工スケジュー

ルにもよるが、水圧最適化案を実施・評価し、水圧管理計画最終化に向けた追加対策の検討・実施まで

協力期間内に終了できるよう、関係者が作業を進めている。

イタ・エンラマーダでは、協力期間中の指標達成は見込めない。同地区では流量計の設置・水圧の確認・

水理解析が終了しているが、水圧適性化のための具体策はまだ検討されていない。 の人員不足に

より２つのモデル地区の活動をと同時並行で行うことができないため、同地区における今後の本格的な

活動は、ビルヘン・デ・ファティマでの作業に目途が立ってからとなる。

指標 本部スタッフが、日常的な水圧管理業務に必要な技術を修得する。部分的達成

水圧管理技術は理論研修を通して移転されており、水圧管理の計画に必要な技術（水圧計の測定・モニ

タリング、水理解析等）は の準備の過程で業務に生かされている。しかし、実際に水圧を調整す

る技術は を通してのみ修得が可能であり、終了時評価の時点では修得度が不十分である。個別の

水圧調整技術について、本件調査中に確認された修得度は以下の通り。

水圧測定・モニタリング：プロジェクト以前は、水圧計を地区毎に設置し計測する作業が行われていな

かった。プロジェクトで遠隔モニタリングシステムを構築したことで 本部において 時間の水

圧計測が可能となった。測定されたデータから、日中の水圧と夜間の水圧の変動の度合いや配管にかか

る負荷といったデータを判読し、適切なパイプのサイズを選択できるようになった。また、流量と水圧

の関係性を分析し、漏水の発生場所や原因を推測できるようになった。

水理解析： 人のエンジニアに対して水理解析の研修を実施し、モデル地区の水理解析が実施できるレ

ベルまで技術の向上が図られている。しかし、 が未実施であるため、その技術を適用し、効果を検

証するまでに至っていない。

水圧調整の手法：基礎的な理論と技術の研修は終了しているが、モデル地区 で使用する配管用資材

の調達が完了していないため、水圧調整を実践する機会が得られていない。

指標 モデル地区において水圧が適正範囲内で制御される。（部分的達成）

ビルヘン・デ・ファティマでは、指標 の活動の一環で既に水圧管理改善計画（案）が立案され、減圧

弁の施工が終了次第水圧の適性化を図れるよう準備が進んでいる。減圧弁施工のスケジュールにもよる

が、協力期間終了直前、或いはそれ以降数ヶ月以内に適正化が図られる見込みである。

「イタ・エンラマーダ」地区については、指標 と同様の理由により協力期間中の活動終了が困難であ

る。

3-1. ESSAP

( )

3-2. ESSAP ( )

OJT
OJT

3-3. 

l

l

l

l

l

l

l
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成果４： 「 本部から地方支局に対して、配水網管理技術が普及される。」

活動の概要

成果４の活動では、プロジェクトを通じて本部が修得した技術のうち、地方支局で需要の高い技術を移

転する。本部および地方支局とのヒアリングを実施した結果、地方支局の課題は施工不良、管路自体の老

朽化、給水管レベルの漏水が主であること、また、地方支局にはエンジニアレベルの職員は配置されてお

らず、主な役割が浄水場の運転管理や料金徴収、日常的な配管修理に限られることが判明した。よって成

果４では、品質管理や施工管理技術等、日常的に使用される技術に焦点を絞り、理論研修を通して技術移

転を実施している。

指標の達成状況

指標 本部スタッフが適切な工具と手法によって配水管の据付および修理ができるようにな

る。（達成済み）

日常的な配管網管理技術は、成果２及び成果３で行う の一環として 施工班に移転されている。

で行う修理・工事作業（バルブを調節する、漏水箇所を修理する等）を通し、プロジェクトで供与

した工具を用いた掘削方法、管の取り扱い、管の切断方法、埋戻方法等を学んだ。その結果成果指標

の地方研修で教鞭をとるのに必要な施工技術は修得している。

研修を受けた施工班は、成果３の水圧管理モデル地区で配管の更新を担当する。しかし、成果３の

が本格的に開始していないことから、実践経験の不足を感じているとのことである。

指標 本部から地方支局に対し、配水管の据付および修理に関する研修が 回実施される。

（達成済み）

指標 － で研修を受けた施工班が地方支局職員を対象に、室内講義と現場実習を組み合わせた研修を

回実施している（下表参照）。

ピラール市とコンセプシオン市では、日本政府の無償資金協力「コンセプシオン市及びピラール市給水

システム改善計画プロジェクト」による浄水場の建設が実施されている。本プロジェクトの研修にはこ

れらの都市の浄水場運転員も参加し、地域の

既述の通り、地方では日常の施工管理技術や品質管理に焦点を当てた研修が行われた。しかし、地方支

局では基本的な工具が揃っておらず、研修の理論は理解しても実際に活用ができないという状況が確認

された。また、数日間の理論研修のみで地方の施工班の修理方法を変えることは難しく、研修後のスキ

ルの維持・向上に課題が残っている。無収水部は現在、定期的に地方支局の活動を支援する体制の整備

を検討しているが、具体的なアクションはまだ取られていない。

表３－３ 地方研修の実績（詳細は「別添３： 研修実績」参照）

研修日程 対象支局（参加者数） 研修日程 対象支局参加者数

１ 年 月 ～ 日 ピラール 名 ３ 年 月 日～ 日 ビジャリカ及びコロネル

転圧機（コンパクタ―）、配管を切断するカッター等。

ESSAP

4-1. ESSAP

4-2

4-2. ESSAP 4

( )

2013 6 18 21 (23 ) 2013 7 15 17

l

l

l

l

l

配水網に対する配慮のあり方について理解を深めた。
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94

2013 9
147

ESSAP (13 ) 7 (13 ) (3 )

36 53 1

2
94

4-2

JICA

オ・ビエド（ 名 ）

２ 年 月 ～ 日 コンセプシオン 名 ４ 年 月 日～ 日 エンカルナシオン（ 名）

研修受講者 合計 名

以下に示す指標の達成度からみて、協力期間内にプロジェクト目標を達成することは困難と思われる。

プロジェクト目標： 「 の配水網管理能力が強化される。」

指標 技術移転された配水網管理技術が、日々の水道施設のオペレーションに活用される。

（部分的達成）

成果指標 および で修得が確認された技術のうち、無収水管理技術全般と水圧管理の理論について

は、概ね 本部の業務に活用されつつある。水圧管理 が施工の遅れにより実現していないため、

一部の技術（特に減圧弁の設置工事とバルブの調整）については修得度・活用度共に不十分である。また、

技術移転を行った地方支局では、研修の技術を活かす工具の不足や、技術のモニタリングを行う本部人員

の不足により、活用度は十分でない。

指標 本部及び地方支局の技術者及び技師が 名以上、配水網管理に係る研修を修了する

（達成済み）

成果１～３の本部職員に対する研修、そして成果４の地方支局への技術移転の結果、 年 月末までに総

計 名が研修を修了している（日程、参加者等詳細は別添４「研修実績」に記載）。

本部においては、水圧管理 回、設備管理（ 回）、無収水管理 回、漏水探知 回の研修が計

回開催され、計 名の本部職員が参加した。

地方支局においては４支局に対する研修に計 名が参加した。研修の詳細や確認された課題は、成果指標

及び「別添４：研修実績」の通りである。

指標 が配水網改善計画づくりに着手する。 （達成度不十分）

終了時評価時点における本指標の達成度は不十分であると判断した。

本指標のそもそもの狙いは、アスンシオン首都圏で効果的・効率的に配水網改善を図るための方法論を確立

することである。しかしこれまで、この指標が意味する「配水網改善計画」とは何か、無収水部・プロジェ

クト専門家・ の間で共通の認識が醸成されてこなかった。よって残りの協力期の間に、この方法論を

確立することが重要である。

32
2013 7 2 5 (21 ) 2013 8 6 9 18

ESSAP

1-1.  

2-3 3-2
ESSAP OJT

1-2. ESSAP 50

1-3. ESSAP

３－２ プロジェクト目標達成の見込み

l

l

複数回参加している職員がいる一方で、専門分野によっては

～ 回の参加にとどまっているケースもあるが、受講者は総じて研修の内容を高く評価している。
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ESSAP

2008 18 2013 19.8
1-1 ESSAP

３－３ 上位目標達成の見込み

上位目標： 「 の給水サービスが向上する。」

指標 のサービスエリアにおける水量及び水圧が適切に管理される。

水量の適切な管理については実現の見込みが高い。今後 サービスエリアに世銀の資金で調達するメ

ータが設置され、本プロジェクトで培われた無収水管理技術が活用されれば、水量の適切な管理は実現可能

と思われる。

水圧の適切な管理については、本プロジェクトの の効果が不明であるため、現時点では判断できない。

しかし、一定の条件が満たされれば本指標の達成は可能であると思われるところ、これらを「５－４ イン

パクト」に記載する。

指標 水道契約者数が増加する。

以下の諸要因を分析した結果、指標自体は達成可能と判断する。なお、水道契約者数に影響を及ぼす要素は複

数存在するため、本プロジェクトが指標達成に果たす役割は定かではない。この点については「６－２ 教訓」

においても言及する。

アスンシオン首都圏の人口増加率： アスンシオン市の人口は下表のとおり横ばいであり、同市内に位置す

るモデル地区での契約件数も、プロジェクト開始後大きな変化はない。他方セントラル県を含めたアスンシ

オン首都圏全体では過去 年間で増加しており（下表参照）、全体としては契約者数の増加が見込まれる。

サービスエリアにおける契約者数の推移： 無収水部コマーシャルロスから入手したデータによれば、

年の接続は約 万件、 年現在では約 万件で増加傾向にある。

指標 の配水量の適正化に伴い、 の供給水量には増加が見込まれる。

表３－４ サービスエリア内主要都市の人口の変化

アスンシオン市 セントラル県 コンセプシオン県

年

年

年

年

年
アスンシオン市を除いたアスンシオン首都圏の総称

指標 顧客満足度が改善する。

数年内の達成は困難と思われる。

アスンシオン首都圏では本プロジェクトによる漏水対策が開始し、また、世銀が近々水道メータや配管の更

ESSAP

1-1.  ESSAP

1-2.

ESSAP
(*)

2007 519,076 1,860,841 190,035
2008 518,792 1,929,918 190,179
2009 518,507 1,998,994 190,322
2010 518,222 2,068,066 190,464
2011 516,897 2,144,591 190,194

(*)

1-3.

l

l

l

l

l
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ESSAP

ESSAP

ESSAP ESSAP

2013 9 OJT 568,126 (Gs)

12,500,000 10

(2013 9 )

(MM) (MM )

56.95 MM(55.43?)

/ (11.96) (9.5)

/ (18.41) / (1.5)

(9.83) (4.23)

                                                  
7

8

2011 26,961 2012 40,798 2013 10 2
33,653

9 2012 ESSAP
10 2013 9 10 JICA ( 1Gs=0.0022 )

新を実施する予定である。これらの活動で、今後顧客の満足度に一定の改善が見込まれるものの、老朽化し

たメータや配管の規模が大きいため、３～５年後の満足度はまだ横ばいと推定される。なお、 カスタ

マーセンターによれば、水道メータや配水管の老朽化と利用者の権利意識の上昇で、顧客からのクレームは

増加傾向にあるとのことである 。

これまで日本側の投入はほぼ予定通りに実施されている 。パラグアイ側の負担事項も実施されているが、モ

デル地区での実地訓練に必要な資機材の調達と設置が大幅に遅延したため、投入のタイミングが適切であっ

たとは言い難い。以下、本プロジェクトで行われた投入を に記載された投入項目に沿って記載する。

（１） パラグアイ側の投入

の配置： 無収水部職員 名（要再確認）が としてプロジェクトに従事している。プロ

ジェクト・ダイレクターは 総裁、プロジェクト・マネージャーは無収水部長が務める（ 側

の の構成は別添２「パラグアイ側の実施体制」参照）。

研修プログラムの実施：成果４の地方支局への研修実施が により負担されている（具体的には派遣

講師の日当やガソリン代）（研修の詳細は別添３「研修実績」を参照）。また、本部で行うセミナーや勉強

会の開催費用も が負担している。

施設の提供：機材設置･保管スペースとして、 の倉庫や施工班の車両が提供されている。また、

本部無収水部内に、専門家執務室とミーティングルームが確保されている。

ローカルコスト： 年 月末までに、モデル地区 経費や職員日当を含む経費 千グアラニ

（約 円） が、パラグアイ側によって負担されている。経費の詳細は「別添４：パラグアイ側

負担経費」に記載する。

（２） 日本側の投入

【専門家派遣】 年 月末現在

専門家の種類 担当分野 担当分野

コンサルタント専門家

投入計

１）総括 上水道計画 ４）漏水探知

２）副総括 配水網管理 ５）漏水修理品質管理

３）無収水管理 ６）設備管理

本プロジェクトで を実施した空港居住グループの例が示す通り、水道メータの交換や配管の更新といったインフラ整備

が進み、メータの精度の確認や漏水探知が効率的に行われるようになれば、顧客の満足度に一定の改善が見込まれる。

クレームが最も多い水道メータの読み違いに関するトラブルについては、終了時評価中に増減の推移が確認できなかった。イ

ンフラ設備や施工にかかるトラブルで最も多い管の破損については、 年 件、 年 件、 年は 月

日までに 件がクレーム件数として記録されており、年ごとに増減があるものの、全体として増加の傾向にある。

ただし 年に予定された第３国研修については、 総裁の交代で研修参加者の人選が間に合わず中止となった。

年 月及び 月の 公式レート 円。

7

ESSAP

8

OJT

３－４ 投入の実績

l

l

l

l

C/P
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JICA 2011/ 4/15 10/10
2012/ 2/16 4/29
2013/ 11/16 12/16
2011/ 5/20 7/18
2012/ 5/31 7/30
2013/ 1/25 3/17 9/18 11/16

(2013 9 ) 

2011 11 2012 10 11 2013 11
11

2012 2 3 3
(Sabesp) ESSAP 3

2012 2 ESSAP

2013 3 Sebesp

2013 8 ESSAP 10 Sabesp

直営短期専門家

（派遣時期を記載）

１）配水網維持管理アドバイザー

２）給水設備工事技術アドバイザー

【供与機材 年 月末現在 】日本側から供与が予定された機材は全てパラグアイ側に提供されている。

機材のリストは別添５「供与機材」に記載した。

【パラグアイ側 の本邦研修】（詳細は別添３「研修実績」参照）

年 月、 年 月～ 月にそれぞれ実施されている。 年 月には第 回目の研修が予定さ

れており、参加者総計は 名となる見込みである。研修テーマは が直面する課題を踏まえ回毎に検

討しているが、 ・ 年の研修では品質管理が主要なテーマとして扱われた。

【第三国研修特別研修】（詳細は別添３「研修実績」参照）

年 ～ 月ブラジル・サンパウロ州で、無収水対策に関する第 国研修が実施されている。ブラジル

国サンパウロ州基礎衛生公社 が受け入れ先となり、 から 名の参加者がブラジル国におけ

る無収水対策の取り組みを学んだ。

年度に予定された第 回目研修は 総裁交代の影響で人選が滞り中止となったが、その代替案

として、 年 月にアスンシオンにて開催したセミナーに の無収水管理専門家を招き、基調講演

の場が設けられた。

年 月、ブラジルで特別研修が開かれ、 配管施工要員 名が より配水網の施工・管理、

漏水探知、非合法接続対策等を学ぶ機会を得た。通常の第３国研修とは別に、プロジェクトが現場担当者

を対象に調整した本特別プログラムは、他国の事例に触れる機会の少ない参加者の意識向上に繋がった。

～

～

～

～

～

～ 、 ～

                                  
   

C/P

/

3
ESSAP

2011 2012

l

l

l
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第 章 実施プロセスの検証

意思決定メカニズムと報告体制：プロジェクトの全体にかかる意思決定は、プロジェクトの合同調整委員

会（ ）で行う。 年 月までに計 回開催され 、業務の進捗

やプロジェクト期間後半の作業計画、中間評価の内容などが協議されている。本終了時評価期間中の

年 月には第 回目の開催が予定されている。

専門家には無収水部内に執務室が提供されており、プロジェクト内の情報共有は常日頃行われている。プ

ロジェクト・ダイレクターである 総裁および への報告は、プロジェクトが準備する月報、半

年毎の業務進捗報告、 を通して行われている。

パラグアイ側の実施体制： プロジェクト・マネージャーである 無収水部長を含め、計 名の無

収水部職員がプロジェクト業務に従事している（別添２「パラグアイ側の実施体制」参照）。成果２の活動

はコマーシャルロス課と漏水探知計測課が、成果３の活動は漏水探知計測課が主に担当している。途中多

少の変更はあったものの、プロジェクト当初よりほぼ同じメンバーが活動に従事している。

日本側の実施体制：本プロジェクトは、コンサルタント専門家と直営短期専門家で構成される「ハイブリ

ッド型」の協力である。プロジェクト全体の運営管理や、成果指標に関わる主な技術の移転はコンサルタ

ント専門家が担当し、直営短期専門家は水道事業体の視点から、広報 や給水整備に関する技術的アドバ

イスを行っている。

パラグアイ側関係者：本プロジェクトに対する無収水部のオーナーシップは高い。プロジェクトの目的と

実施すべき作業は総じてよく理解・共有され、実施されている。 の他部署や経営陣がプロジェクト

期間中数度交代したことから、その度にプロジェクトが事業の内容を説明し準備していた調達をやり直す

など、実務の面での不都合は多く生じた。しかし、人事が流動的な にあって無収水部の人員体制は

安定しており、無収水部の技術的知見に頼る部署も多いことから、同部の役割や技術に対する一定の信頼・

理解が 内に浸透しているものと思われる。

日本人専門家とパラグアイ側関係者： 無収水部内における両者の関係は良好であり、同じ無収水部内で

業務を共にする中で十分にコミュニケーションが図られている 。プロジェクトの目的と業務の進捗につ

いて、両者の認識に相違は見受けられない。

① 年 月、② 年 月、③ 年 月、④ 年 月。

顧客から最も多く寄せられる質問に回答する形で の業務を紹介する「水道 」、給水設備マニュアル（準備中）の

作成等。

総括・副総括専門家は、 とのコミュニケーションを西語で行っている。

4

４－１ プロジェクトの実施体制

４－２ コミュニケーションとオーナーシップ

l

l

l

l

l

l
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l

l

l
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日本人関係者：専門家間のコミュニケーションは円滑であり、 事務所もプロジェクトの抱える懸念事

項に適切に対応してきた 。コンサルタント専門家及び直営短期専門家は同じ執務室で勤務し、現場での

作業を共同で行う、業務報告書を共有する等の方法でお互いの業務の内容・進捗の確認を行っている。

「３－１ 成果の達成状況」で述べた通り、成果２及び成果３の が計画通りに進んでいない。原因

は複数あるが、結果的にはこれらが全て 用資材の調達・施工に影響し、活動遅延に繋がっている。

では 年 月・ 年 月・ 年 月・ 年 月に計４回総裁が交代し 、その都度内

部人事が入れ替わった。政権交代時にはかかる異動が通例であるが、プロジェクト期間中については選

挙の回数以上の人事刷新が短期間で行われた。その都度予算の見直し等で 内の調達が滞る、準備

していた調達をやり直すという混乱が生じ、プロジェクトによる調達も例外なくその影響を受けた。こ

のような状況で 年度の第３国研修も、参加者の人選が困難となり中止となった他、世銀の資金で購

入し、本プロジェクトのモデル地区に設置することが予定された水道メータの調達が遅れ、成果２の実

施スケジュールに影響した。その後水道メータについては の資金で準備するという対応が取られ

ているが、成果３の資材の調達（減圧弁設置のためのアクセサリー）については、現在も 内部の

手続き待ちである。

調達以外にも、無収水部の人員不足や業者とのトラブルによる施工の遅れも生じているのは、３－１で

述べた通りである。その結果、４つのモデル地区のうち、協力期間内に活動の終了が見込まれるのは１

地区（空港居住グループ）のみである。

世界銀行との連携： 本プロジェクトの立ち上げとほぼ同時期、世銀がアスンシオン首都圏の配水網

最適化を目指す「水・衛生セクター近代化プロジェクト」を開始した。この協力は３つのコンポーネン

トから構成され、うち無収水部が関係する事業はコンポーネント２「都市給水・衛生および の強

化 」に含まれる「優先的水衛生インフラ投資 百

万ドル 」である。この事業では、アスンシオン首都圏の配水網のセクター化・水道メータ 台

の新設と更新・漏水箇所の配管更新・不法接続の登録と水道台帳の更新が予定されている。世銀が実施

するこれらの事業との相乗効果を狙うため、プロジェクトは 年 月に世銀との間で覚書を署名し、

本プロジェクトのモデル地区用の資材の一部水道メータを世銀の資金で調達すること等に合意した。

しかし、世銀案件の遅延で水道メータの調達が実現せず、本プロジェクトに活用されなかったことは既

述の通りである。世銀が行う配水網ブロック化の提案と本案件との関わりについては「３－２ プロジ

ェクト目標達成の見込み」に記載した。

の人事が一新される度、プロジェクトの実施体制の確保に向けパラグアイ側の理解を得てきた。この点は「５－２ 有

効性」も参照。

うち 年の交代は、同年 月の政権交代の影響によるもの。

４－３ 活動の進捗

４－４ 外部リソースの活用 他機関との連携/
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サンパウロ州基礎衛生公社： は 年 月から 年 月までの３年間、ブラジル国でサンパウ

ロ州基礎衛生公社 の無収水管理能力向上プロジェクトを実施した。 での取り組みや成果は、

の支援を受けた近隣国の先進事例として本プロジェクトの実施にも有用であることから、 を

受け入れ機関とした第三国研修や特別研修が本プロジェクトの期間中２度実施されている（詳細は「３

－４ 投入の実績」および別添３「研修実績」参照）。

「コンセプシオン市及びピラール市給水システム改善計画プロジェクト」： は 年 月 よ

り、パラグアイのコンセプシオン市およびピラール市において、取水施設の更新および浄水施設の新設

を支援する無償資金協力を実施している。この協力との相乗効果を図るため、本プロジェクトではこれ

ら浄水施設の運転員を地方支局での研修に招き、

贈与契約締結の月。

JICA

浄水場の外の配水網の現状に関する意識・理解の向上に努

めている。
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第 章 項目による評価

以下、第２章の「表２－１ の 項目評価基準」に従って実績・実施プロセスを評価し、「高い」「比較

的高い」「中程度」「低い」で格付けを行った。

本プロジェクトの妥当性は「高い」。

政策・ニーズとの合致：本プロジェクトの趣旨は、パラグアイ大統領府の政策提言「社会開発のための公

共政策“ ”（ ）」 、 事業の目標や戦略を示す「 戦略計画

－ 」 、日本外務省の「国別援助方針平成 年 月 」 の内容に合

致する。また、パラグアイの人口約 万人のうち半数近くが のサービスエリア圏内に居住してお

り 、人口増加に伴い水への需要が増していることから、本プロジェクトが目指す配水量と水圧の適正化

は対象地区住民のニーズにも合致する。

設計とアプローチの妥当性：本プロジェクトは国内研修・本邦研修・ブラジルで無収水対策を学ぶ第３国

研修で構成され、発展段階の違う国々の事例を、国内での課題対応に活用できる設計になっている。また、

複数のスキームとの有機的連携を図るため、現在実施中の 無償資金案件「コンセプシオン市及びピ

ラール市給水システム改善計画」や、 がブラジルで無収水管理の技術協力を行った との連携

を図ることで相乗効果を狙う設計となっており、その設計は事業展開計画に示された の援助方針と

合致する（世銀との連携の評価は「５－２ 効率性」参照）。更に無収水対策に携わる 職員は、管

理職から現場作業班まで研修の機会が与えられており、関係者はこのアプローチを、職員の能力や意識向

上に資する手段として適切であると感じている。

日本の技術の比較優位性：パラグアイにおける の水分野協力の経験 、ブラジルやペルーなどの近隣

国における無収水管理協力の経験が本プロジェクトの内容に生かされており、一定の比較優位が認められ

る。

同文書は 年までに飲料水へアクセスのある人口を 年の ％から に改善することを優先課題としており、本

プロジェクトが目指す配水量・水圧の適正化はその改善に貢献する（参考：

）。

同文書では「 事業の生産性向上」が第一番目の上位目標であるとされており、その具体的な手段が漏水に起因する無収

水の削減であることが明示されている。

重点項目の一つである「持続的経済開発」の中で、水供給に関する関連する人材育成・能力開発の視点を重視した支援を謳っ

ている。これを受けて は「対パラグアイ共和国 事業展開計画」において、アスンシオン首都圏及び地方都市の水供給

を優先的に確保する方針を打ち出している。

アスンシオン首都圏の人口約 万人（ ）のみで、既にパラグアイの人口の ％以上を占める。

専門家派遣（ 年）、アスンシオン上下水道整備の有償資金協力、現在地方都市で実施される上水道建設等。

5 5

OECD 5

５－１ 妥当性

５－２ 有効性

l

l

l
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本プロジェクトの有効性は「中程度」である。

有効性は主にプロジェクト目標の達成度で評価した。達成度を測る指標は３つあるが、うち確実に達成され

たのは指標 「 本部及び地方支局の技術者及び技師が 名以上、配水網管理に係る研修を修了する」

のみである。残りの指標について、「 技術移転された配水網管理技術が、日々の水道施設のオペレーショ

ンに活用される」は水圧管理技術の修得・活用度が十分でないことから部分的達成、「 が配水網

改善計画づくりに着手する」は、その指標の意図についての認識が現段階においても関係者間で共有されて

おらず、達成度は不十分と判断した。よってプロジェクト目標達成度のみに焦点を当てれば、有効性は総じ

て低いと評価せざるを得ない。しかし、プロジェクトの実施プロセスを検証した結果、評価に考慮されるべ

き以下の努力や外部要因が確認されたため、これらを総合的に判断して「中程度」と評価した。

事業の遅延で協力期間中に達成できなかった成果もあるが、これまでに完了した活動につい

ては高い成果が確認されていること。その例として、 年 月には ・ ％であった空港

居住グループでの無収水率が、 年 月には ％にまで削減されている。総じて無収水

部職員のオーナーシップ高いこと、プロジェクトの目指す方向性や個々人の役割が 間で

よく理解・共有されていることが、この成果に寄与したと考えられる。

繰り返しになるが、度重なる 人事の交代で社の事業全体が滞る中、本プロジェクトの

みその影響を免れることが困難であった事情。しかし、プロジェクトのレベルで実施できる

対応策は講じられており 、他部署やドナー（世銀）の事業が停滞する間にも本プロジェク

トの活動には前進がみられたこと。

の人事が一新される度、 事務所とプロジェクトとが協力しプロジェクトの実施

体制確保に尽力したこと 。その結果、プロジェクト期間中は無収水部の人員体制に大きな

変更が起こらず、 が継続的にプロジェクト活動に従事することができたこと。

本プロジェクトの効率性は「低い」。評価にあたっては、特に成果の達成度を重視した。

成果指標の達成度：成果１と成果４は達成、成果２は部分的達成、成果３は達成度不十分であり、全体と

して成果の発現度は低い。しかし、その背景として、活動の進捗にプロジェクトの努力では解決できない

要因が大きく影響していたことが、今回の調査で確認されている。 人事の度重なる交代で社全体の

調達事業が停滞し、本プロジェクトもその影響から逃れられなかったことは、既述の通りである。その結

果 が世銀の資金で購入し、モデル地区に設置する予定であった水道メータが調達できず、無収水部

が自己資金でこれを準備するまでに時間を要した。その後空港居住グルーではメータ設置が完了し無収水

例えば世銀による水道メータの調達が遅れた時、これを急遽 側の負担で準備した。また、無収水管理が の経営に

果たす役割を具体例で説明する勉強会を数度にわたり開催し、プロジェクトに対する 経営陣の理解醸成に務めている。

の負担事項のうち調達が滞る資機材についても、事あるごとに調達の加速化を働きかけている。

内で人事交代が行われる度に新幹部にプロジェクトの重要性を説明し、実施体制の確保を要請している。

(1)

(2)

(3)

ESSAP ESSAP

ESSAP
ESSAP

24 ESSAP

５－３ 効率性  
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削減に大きな効果が得られているが、バリオ・ベジャ・ビスタでは無収水部の人員不足でメータ設置が未

だ実現しておらず、無収水管理活動の成果が十分に得られていない。成果３の活動でも による資材

の調達（減圧弁設置のためのアクセサリー）が同様の理由で遅延し、２つのモデル地区どちらにおいても

水圧管理の が実現していない。

投入量・内容・タイミング：日本側投入はほぼ当初の予定通り実施された（「３－４ 投入の実績」参照）。

しかし、成果２・３の活動が停滞したことで、当初計画された投入量がやや過剰であった可能性がある。

なお、研修や指導の内容については、 より適切かつ有効との評価を得ている。国内の研修に加え、本

邦研修や第３国研修が職員の意識向上に果たした役割は大きく、その効果は特に日常的な作業に対する意

識（資材の品質を見る目、配管修理作業への取り組み等）に現れている。パラグアイ側からの投入につい

ては、 負担事項である機材調達や施工が大幅に遅延している。漏水探知や修繕にあたる作業班の人

数も限られており、人員不足が作業効率を阻害した感も否めない。他方でプロジェクト活動外でも、配水

網管理に対する 内部の理解醸成の努力が行われてきたこと、その結果 人事が流動的である

中、プロジェクトが の安定的投入を確保できたことは評価できる。

効率性を促進する工夫・努力：

との協力で身近な隣国の成功例を提示できたことは、 の意識向上に大きく貢献した。

当初予定されていた世銀との協力 については、世銀案件の実施が実現せず本プロジェクトの

協力期間内には相乗効果が得られなかった。しかし、 年後半より世銀の活動に進捗が見ら

れており、今後インフラ等の面から配水網改善が図られる予定である。

本プロジェクトのインパクトは、上位目標達成の見込み・プロジェクトが実施過程で二次的に生み出された

波及効果を総合的に判断し、「比較的高い」と判断した。

上位目標の達成見込み： 指標達成の見込みについて、 は達成、指標 は一定の条件が満たされれば

達成、 は達成困難と予想され、全体の評価としては「比較的高い」。しかし、これらの指標達成にプロ

ジェクトの効果がどの程度貢献するかは指標によって異なり、この点はプロジェクト設計時に勘案すべき

問題として「６－２ 教訓」において指摘した。以下、指標毎の達成見込みとプロジェクトとの関連性を

指標ごとに整理した（詳細は「３－３ 上位目標達成の見込み」参照）。

指標 「 のサービスエリアにおける配水量及び水圧が適切に管理される」について、

水量の適切な管理は本プロジェクトの効果により実現する見込みが高いが、水圧の適切な管理

については、本プロジェクトの の効果が不明であるため現時点では判断できない（説明は

「３－３ 上記目標達成の見込み」も参照）。しかし、① が今後も を継続し、水圧

管理の成果が確認される、② が組織として安定し、無収水対策に必要な予算や人員が確

保される、等の条件が満たされれば本指標の達成は可能であると思われる。

具体的には 万個の水道メータの購入と、アスンシオン首都圏内の配管更新を世銀の資金で行うという内容。

l

l

l

²

²

²

５－４ インパクト
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指標 「水道契約者数が増加する」については、①アスンシオン首都圏の人口増加 、②

サービス圏内の水道契約者の増加（ 年の接続は約 万件、 年の終了時評価時

点では約 万件）、③指標 の配水量の適正化に伴う、 の供給水量の増加の見込み

などから判断し、指標の達成自体は可能と思われる。しかし、そこにどの程度プロジェクトの

効果が貢献するかは定かではない。

指標 「顧客満足度が改善する」については、数年内の達成は困難と思われる。また、プ

ロジェクトの貢献度も定かではない。詳細は「３－３ 上位目標達成の見込み」に記載した。

プロジェクトの波及効果：プロジェクトの実施でいくつかの正の効果が確認されている。

の技術が 内で評価され、他部署より無収水部に対し、知見の提供や技術支援の要請

が来るようになった。例えば他部署が資材調達を行う際、仕様の決定に関して助言を行う他、

他部が行う漏水探知についても可能な限り支援している。

無収水部は 年に設置され、プロジェクト当初は職務の内容や職員の役割が明確に定義され

ていなかった。しかし、管理職から現場作業班まで全ての職員がプロジェクト活動に参加し、

共に無収水部の役割や方向性を考えながら作業を行う中で個々の職員の役割・責任が明確にな

り、部としての一体性・オーナーシップの醸成が図られた。

なお、終了時評価の時点で、本プロジェクトの実施による負の影響は確認されていない。

プロジェクトの持続性（プロジェクトの効果が協力終了後も持続する見込み）は、政策面・制度・組織面、

財政面、技術面の現状から判断して「中程度」と評価した。しかし、今後も活動が継続されれば、持続性は

更に高まることが予想される。

政策面：

年ミレニアム目標以降も水・衛生分野における国際的取り組みは継続することが見込まれ

るため、パラグアイにおいても、「５－１ 妥当性」で言及した各種政策の方向性に今後も変更

はないものと思われる。

これら上位政策の中で が果たすべき役割を描くのが「 戦略計画」であるが、現

行戦略の実施期間は 年までである。その後の計画の具体的内容は現段階では明らかになっ

ていない。しかし、新総裁の下で今後の戦略の内容が検討されており、その中で無収水対策が

引き続き最優先事項と位置付けられる可能性は高い。

制度・組織面：組織面の持続性は、本プロジェクトの期間中一番の課題であった。度重なる幹部交代の影

響で組織体制が不安定であり、それがプロジェクトの実施過程に負の影響を及ぼしてきたことは繰り返し

述べた。しかし、 年 月の総選挙で政権が交代してからは、「公共機関における人事は安定する」と

の見方が関係者の間で優勢となっている。また、 年 月に就任した新総裁の下、 は組織として

経営改善に取り組む強い意欲を見せており、本プロジェクトの活動が継続・普及される可能性が高い。

アスンシオン市の人口は横ばいであるが、セントラル県（アスンシオン市を除くアスンシオン首都圏の総称）では、 年に

万であった人口が 年には 万人へと増加している。

26

l

l

l

５－５ 持続性



25

ESSAP CORPOSANA

2013 9
5 500 1,000

2014 ESSAP

2012 20

ESSAP

1-1 OJT

OJT

OJT

1-3 ESSAP

ESSAP

3
ESSAP

l

l

財政面：以下の理由から、資金の欠如が今後の活動の阻害要因になる見込みは低いと思われる。

の経常収支は、旧 時代の負債の返済を行いながらも黒字である。

パラグアイ大蔵省によれば、 年 月に成立した「公社強化法」で、省庁が滞納する公共料

金の支払いを今後 年以内に精算すること、その支払いを支援するために ～ 万ドル程

度が 年度国家予算に組み込まれるとのことであり、今後 の収入増加が見込まれる。

パラグアイでは、 年に水道料金が ％上昇した。今後無収水対策で請求量が増加すれば、

の収支にも更なる改善が見込まれる。

無収水管理・水圧管理に要される基本的な資機材は本プロジェクトで供与されており、近々世

銀の資金でも水道メータの購入が行われることから、当面の無収水部の活動に大きな出費は見

込まれない。

技術面： いくつかの条件が満たされれば、技術面の持続性は確保され得る。

プロジェクト目標指標 で述べた通り、空港居住グループの で培った無収水管理手法は

既に日常乗務に活用されており、技術は徐々に安定しつつある。しかし、今後他の地域に活動

を展開するためには、２つの無収水管理モデル地区のうち、よりパラグアイの実状を反映して

いるバリオ・ベジャ・ビスタ地区での を完了し、技術に汎用性をもたせる必要がある。

水圧管理技術については、プロジェクトの水圧管理 を早期に実施し、座学の知識を実地に

応用することが持続性確保の鍵となる。

地方支局の技術については課題が残る。理論研修の実施のみでは技術が根付かないため、定期

的なフォローアップを実施する必要がある。フォローアップの実施には、本部人員の拡充や、

講師となる人材のスキル維持方法等が検討されなければならない。

プロジェクト目標指標 で述べたとおり、「 が配水網改善計画づくりに着手する」と

いう指標の意図についての認識が、現段階においても関係者間で共有されていない。本来、こ

の指標の意図するところは、「 が本プロジェクトで習得した知見をもとに、アスンシオ

ン首都圏の配水網整備にかかる方法論を確立する」ということである。この点、関係者が認識

を共有する必要がある。無収水削減対策の実施と配水網整備は、切離すことのできない密接な

関係にあり、この指標の達成は、プロジェクト目標の達成だけでなく、プロジェクトの持続性

確保にとっても重要である。

本プロジェクトおいて、協力期間内にプロジェクト目標を達成することは困難な状況である。その理由は、

４箇所のモデル地区のうち、空港居住グループ地区を除く 箇所のモデル地区での活動が十分に進捗してお

らず、成果２及び成果３の達成が見込めないことにある。しかし、活動が停滞している主な原因は、

組織の度重なる再編という、プロジェクトの努力で解決できない外部要因によるものである。

一方こうした状況下においても、プロジェクトの実施を担当する無収水部職員のオーナーシップは総じて

高く、プロジェクトの目指す方向性や個々人の役割が、関係者の間でよく理解・共有されている。このよう

²

²

²

²

²

²

²

²

５－６ 結論
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な良好な協力体制の下、関係者が協力してプロジェクトの実施体制確保に尽力した。その結果無収水部の職

員ほとんどが人事異動の対象になることもなく、協力開始当初より一貫してプロジェクト活動に従事してき

たことが、オーナーシップ醸成に大きく貢献している。

これまでに活動がほぼ完了している空港居住グループ地区では、十分な成果が確認されている。プロジェ

クト開始当初、 ％程度であった同地区の無収水率 は、 年 月には ％にまで低下している。

上記を踏まえて行った評価の結果は以下の通りである。プロジェクトの趣旨がパラグアイの政策・ニーズ

に合致していることから、妥当性は「高い」。プロジェクト目標の達成が困難であるものの、その理由がプロ

ジェクト外の要因によるものであること、そして空港居住グループでの成果に対する評価から、有効性は「中

程度」。同じ外部要因の影響により、本プロジェクトの活動の要である成果２、３の成果が十分に得られなか

ったことから、効率性は「低い」。上位目標の指標達成の見込みが比較的高いこと、プロジェクトの実施によ

り一定の正の波及効果は確認されたことから、インパクトは「比較的高い」。政策・組織・財政・技術の面を

総合的に判断して、現状で持続性は「中程度」であるが、完了しなかった を完了させる等、一定の条件

が満たされれば今後の持続性が確保されうると評価した。

年 月の無収水率は ％。
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第 章 提言と教訓

（１）協力終了までの活動に対する提言

プロジェクト期間延長の検討： 本プロジェクトで予定された活動を完了させ、所定の成果を達成するた

め、 はプロジェクトを適切な期間延長することを検討すること。延長期間の暫定的な実施計画は別添

９の「 」を参照。

プロジェクト の実施促進： は組織として無収水対策に取り組み、本プロジェクトの 実施

を促進し、予定された活動を延長した協力期間内に完了させること。そのため現在生じている活動の遅延

について、以下の対策を早急に講じること。

無収水管理のモデル地区であるバリオ・ベジャ・ビスタで、調達済の水道メータ設置作業を開

始する。また、その作業にあたる人員・車両を が確保する。

水圧管理のモデル地区（ビルヘン・デ・ファティマとイタ・エンラマーダ）に減圧弁を設置す

る。そのためこの作業に必要なアクセサリーを調達し、プロジェクトに引き渡すこと。

配水網整備の方法論の確立： は、関係部署の意識と理解を醸成し、プロジェクト専門家と協力の上、

アスンシオン首都圏の配水網整備にかかる方法論を確立すること。

（２）協力終了後、パラグアイ側で継続すべき活動の提言

プロジェクト の評価：プロジェクトを延長し全ての活動が完了した時点で、 は の効果検

証を行うこと。具体的には無収水管理・水圧管理の効果に加え、費用対効果の分析を十分に行うこと。

活動展開にかかる計画の策定： は、 の評価結果を踏まえ、本プロジェクトのモデル地区の活

動を サービス圏内で展開するための年次計画を策定し、実施すること。

無収水部の人員体制の確保・拡充： 本プロジェクトの知見を生かした無収水対策の継続と、他地域への

活動展開とを効率的に行うため、無収水部（特に漏水探知班・作業班）の人員拡充を図ること。

地方支局への研修・フォローアップ： は地方支局への研修を継続し、地方支局職員の技術の維持

を目的としたフォローアップ研修を定期的に実施すること。また、講師となる人材のスキル向上に務める

こと。

以下は、本プロジェクトの経験から が得た教訓である。

プロジェクト目標～上位目標の乖離

6

OJT

OJT

６－１ 提言

６－２ 教訓

l

l

l

l

l

l

l

(1)

(2)

(1)
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1-1 1-2

1-3

ESSAP OJT

ESSAP

C/P

C/P

C/P

上位目標とは本来、プロジェクト目標が達成された結果、プロジェクト終了から数年の後に実現しているべき

目標を指す。しかし、本プロジェクトの上位目標において、プロジェクト活動の効果を直接見てとれるのは指

標 ．「 のサービスエリアにおける水量及び水圧が適切に管理される」のみである。指標 「水道契

約者数が増加する」、 「顧客満足度が改善する」はプロジェクトの効果のみで達成できる指標ではなく、他

の要因の影響が最終的な決め手となる。つまり協力期間内に達成されるべき「プロジェクト目標」と、その効

果が持続した結果達成される「上位目標」との間に乖離がある。今後の案件形成においては、プロジェクトの

効果がより直接的に達成に貢献する上位目標の指標を選択することが肝要である。

投入遅延への対応

技術協力においては、プロジェクト実施期間中のオーナーシップを醸成し協力後の持続性を確保するため、被

援助国側がその実施経費の一部を負担する。本プロジェクトのおいても、 が責任を持って の必要

資機材の調達を行っている。その手続きが滞り、プロジェクトの資金で購入した方が効率的かと思われる場合

でも、プロジェクトは による調達を一貫して支援してきた。「品質の選び方や仕様書の作成等も技術協

力の一部であり、持続性の確保に必要なプロセスである」との認識に立っての判断である。

しかし、あまりに調達が遅れれば、本来 が修得すべき技術の移転は終了せず、結果として効率性・持続性

ともに担保できなくなる。プロジェクト期間中の実施の効率と協力後の持続性とでどちらを重視し、どのタイ

ミングで決断するかは難しい判断であるが、かかる状況においては、（１）原則 側に負担する意志と用意が

あること（つまり、オーナーシップが存在すること）、（２）それにもかかわらずプロジェクトの努力では対応

できない外部条件のため、 による調達が難しい事情があることを確認した上で、必要最小限の調達に限っ

てこれをプロジェクト側で負担するなど、柔軟な対応を検討することもできたのではないだろうか。

ESSAP

(2)
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【第 6 回 JCC 議事録和訳】 

配水網管理技術強化プロジェクト 

合同調整委員会 議事録 

 

2010 年 12 月 23 日に JICA とパラグアイ衛生事業会社(以下、ESSAP という)との間で署名さ

れた協議記録(以下、R/D という)に基づき実施されている「配水網管理技術強化プロジェクト」(以
下、プロジェクトという)に係り、プロジェクトの進捗、関連事項について協議し、これらについて日本

側とパラグアイ側で合意を得ることを目的として、2014 年 2 月 25 日に合同調整委委員会(JCC)が
開催された。 

JCC 会議で確認された主な事項は、本ミニッツに付属する議事録に記載されている。 

  

2014 年 2 月 25 日 

 

Arq. Osmar Ludovico Sarubbi   井川 雅幸 
総裁      プロジェクト総括 
パラグアイ衛生事業会社    株式会社協和コンサルタンツ 
      

 
 

      (立会者) 
      中根 卓 
      次長 
      JICA パラグアイ事務所 
 

  



付属書類 
 
1. 総裁の言葉  

ESSAP が厳しい財政赤字に直面している中、無収水削減は会社のマネージメントにとって極めて

重要なテーマである。プロジェクトにおいて培った知識が今後の立ち上げが予定されている事業ユ

ニットにとって活用されることが期待される。日本政府に対しては、このために提供しうるあらゆる協

力をいただければ幸いである。  

 

2. 進捗報告書の提出及び 2014 年の活動 

プロジェクトマネージャー Ing. Marcelo Banti により、これまで実施された活動、モデル地区の成

果、課題について報告が行われた。  

モデル地区の流量モニタリングの結果として、水道メータの設置によって無収水は明らかに減少し

ていることが分かり、ポジティブなインパクトをもたらした。頭に置いておかなければならないことは、

無収水においては、フィジカルロスとコマーシャルロスの双方が関係しているということであり、その

責任は均等であることである。また、漏水探知を通じてフィジカルロスの防止策を採ることが常に重

要となる。 

水圧管理のモデル地区では、水圧分布図の作成、水理分析、漏水探知と修繕が実施された。濾

水と水圧は極めて密接な関係を持っており、水圧を管理するために漏水を削減することは重要で

ある。 

2014 年には、ルケ市の水道メータの早期設置と無収水削減、ビルヘン・デ・ファティマとイタ・エン

ラマーダにおける水圧管理に集中して取り組んでいく。 

 

3. 日本での研修報告 

Victor Suarez により、日本で 3 回、ブラジルで 2 回の研修がプロジェクト活動の一環として実施さ

れたこと、また、プロジェクトに大きな影響を与えたことが報告された。 

特に、ブラジルで 10 名の施工班員が参加した研修は、施工班員の日常業務において大きなモチ

ベーションをもたらすようになった。 

日本では、漏水探知技術研修(フジテコム)、管路修繕技術(前澤工業)、漏水削減活動(浜松市)な
どの研修へ参加することができ、現場での技術を学ぶことができた総裁室が目下検討中である漏

水探知班の形成に対して、これらの研修内容が貢献できるものと思われる。 



 

4. 日本側によるコメント 

日本側はプロジェクト活動を通じて作成された配水網管理技術指針を発表した。 

JICA 事務所の支援のおかげで、配管施工ガイドラインと水道メータ施工ガイドラインは製本され

ることができた。今後は、その他マニュアル類の製本を行い、ESSAP 技術関係部や地方支局への

配布を予定している。 

[質疑応答] 

(総裁) マニュアル類は電子データでも提供されるのか？  

(日本側) 異なる部署へ自由に配布できるよう電子データで作成されている。 

 

5. セクター化のオプションに関する議論  

 本プロジェクトでは、給水件数 300～750 程度の小さなセクターをモデル地区として選定し、無収

水管理の実務に取り組んでいる。理想としては、首都圏の配水網においてこのようなセクターが形

成されれば、無収水削減活動を展開することができる。しかしながら、こうした手法は先進国におい

てのみ有効である。アスンシオンの場合、配水管網の情報そのものが不正確であり、大きく拡張が

施されてしまっている。重要なことは、配水センター単位を基準として大きなセクターを設定し、そ

れぞれの配水センターがカバーする配水境界を明らかにすることである。その後に、水道メータを

整備して使用水量を正確に測定すれば、大きなセクター単位での無収水量を明らかにすることが

できる。つまり、配水センター単位でのセクター化を進めることで、どこの配水センターを優先的に

対処すべきかを決めることができる。首都圏の無収水を削減するためには、この手法が最も効果的

であり、費用対効果の面でも推奨される。 

無収水削減のためには、様々な部署や職員が一緒になって力を合わせることが不可欠である。日

本側としては、プロジェクト活動で得られた知識や技術が今後の配水網管理に活かされること、そ

して配水網の改善に着手することを期待している。 

日本の協力の下、無収水部によって、配水網改善計画の策定に向けた方針案が作成されたところ

であるが、これは配水網改善をどのようにして進めればよいかを示した一つの方法論に過ぎない。

日本側としては、この方法論をベースとして、ESSAP 自身が配水網改善を目的としたアクションプ

ランや戦略計画を策定することを期待している。 

[質疑応答] 

(総裁) セクター化が配水センターに基づいた場合、パイロットプロジェクトとして着手できそうな



サイトはあるか？  

(日本側) ルケ、ランバレ、フェルナンド・デ・ラ・モラ、周辺市の場合、人口の大部分はそれぞれ

の配水センターから給水を受けている。こうした条件が満たされていれば、配水網の境界を明ら

かにすることは比較的容易であり、パイロットプロジェクトとしての妥当性は有しているものと思わ

れる。それを実現できるかどうかは、ESSAP 総裁の強いリーダーシップにかかっている。 

 

6. プレゼンテーション 

無収水部長 Banti により、配水網改善計画の策定に向けた方針案の作成経緯が報告された。

基本的には、このコンセプトは日本側の提案に基づいたものであり、今後 10 年間で無収水率を

25%まで削減することを目標においたロードマップを作成した。 

[質疑応答] 

(総裁) 計画では 10 年を設定しているが、個人的には 5 年間で達成することを期待したい。 

(無収水部長) 可能性については現時点では言及できない。しかし、可能な限り早期にアクショ

ンプランの作成に着手することが重要である。(配水センターに設置して配水量を測定するため

の)流量計は既に調達済みであり、具体的な設置計画を至急作成する必要がある。 

 

添付 1 出席者リスト 

 

  



出席者リスト 
 
<パラグアイ側>   
 
 [公共事業通信省(MOPC)] 
 Mariana Silva 水衛生局 
 Roberto Zelada 水衛生局 
 Lilyan Escobar 水衛生局 
 
[パラグアイ衛生事業会社(ESSAP)] 

 Osmar Ludovico Sarubbi 総裁 
 Marcelo Banti 無収水部長 
 Olga Marecos 計画管理顧問室 
 Vicente Insfrán 技術情報開発部長 
 Eduardo González Báez 法務顧問 
 Roberto Cardozo 人事顧問室 
 Gilberto Godoy 首都圏部長 
 Javier Leiva 内部監査室長 
 Jhoni Baez 財務部長 
 Adriana Arce 広報部長 
 Humberto Samaniego 運転部長 
 Roberto Bogado 特別プロジェクト顧問 
 Víctor Suarez 無収水部コマーシャルロス課長 
 Oliva Ocampos 技術部技術顧問 
 
<日本側>  
 
[専門家チーム] 

 井川 雅幸 専門家チーム総括 
 内藤 晃司 専門家チーム副総括 
 芝崎 智 無収水管理 
 
[JICA パラグアイ事務所] 

 中根 卓 次長 
 林 りさ 水衛生セクター担当 
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JICA・ESSAP・国際復興開発銀行(IBRD)との覚書(和訳) 

覚書 

 

パラグアイ衛生サービス会社(ESSAP)が提供する給水システムの改善 

BIRF-ESSAP-JICA  

 

国際協力機構(JICA)、国際復興開発銀行(IBRD)及びパラグアイ衛生サービス会社

(ESSAP)(以後「当事者」と称する)による覚書 

考慮点: 

パラグアイ共和国と国際復興開発銀行(IBRD)との借款協定第 7710-PY 号を承認する

パラグアイ共和国の法律第 3928/2009 号により、公共事業通信省(MOPC)、衛生サー

ビス規制機関(ERSSAN)及び国立環境衛生サービス(SENASA)、環境庁(SEAM)及び

ESSAP が参加する水衛生分野近代化計画(PMSAS)が実施されていること。 

PMSAS は ESSAP の近代化と、①組織強化と ESSAP の企業ガバナンスと②PAS の優

先的インフラへの投資の 2 つのサブコンポーネントにより、緊急とされる水衛生分

野への投資を目的としていること。 

サブコンポーネント②では、水圧不足や頻繁な漏水等により、給水サービスの不備

がある分野において更新に関する投資が考慮されている。また、このサブコンポー

ネントでは、水道網のモデル化、ブロック化、漏水探査と修理等により無収水を削

減し、水道網の効率改善活動の実施への支援が予定されていること。 

2011 年 3 月より、JICA と ESSAP は、ESSAP の配水網管理能力強化計画(プロジェク

ト)を開始する約束を交わしていること。 

プロジェクトは、主に無収水削減及び水圧管理等、配水網管理技術について座学と

実習を行い、アスンシオンの Jose Berges 516 番地に位置する、ESSAP 本部の関連職

員の技術能力の強化を目的としている。その後、知識を習得した ESSAP 本部の技術

者が ESSAP の地方事務所の職員及び技術者に対する技術移転を行い、ESSAP 全体の

配水網管理技術を強化することを目的としており、協力効果の全国的な展開を期待

していること。 

日本人専門家によって提供される技術支援を通じて、プロジェクトの成果として期

待されているのは、①ESSAP 本部が配水管理の必要性及び手法について理解する。

②モデル地区における実地訓練を通じて、ESSAP の無収水管理が強化される。③モ

デル地区における実地訓練を通じて、ESSAP の水初管理能力が強化される。④



ESSAP 本部から地方支局に対して、配水網管理技術が普及される、とされているこ

と。 

実習はアスンシオン首都圏の位置する 4 つのパイロット地区で実施する予定である

が、日本人専門家によって行う訓練実習のためのモデル地区は、IRDB が資金提供す

る PMSAS の対象地域内であること。 

JICA 及び IRDB は、受託業者のひとつである ESSAP が提供するサービス、特に給水

網の効率性改善等、強化のための協力という共通目的を有していること。 

このため、IRDB、JICA 及び ESSAP が協調し、重複、活動の重複等を避け、当事者

の資源の合理化が必要であること。 

1. 本覚書の目的： 

本覚書を交わすにあたり、当事者は ESSAP が提供するサービスの強化に貢献するた

め、具体的な活動を調整する枠組みを定める目的を表明する。 

2. 情報交換の方法: 

当事者は、当事者の判断で監督活動にとって有意義と考慮し、当事者の守秘義務方

針に沿って可能とされる場合は、プロジェクトと PMSAS(諸プロジェクト)に関連す

る情報を互いに提供する事を確認する。 

3. 調整会議: 

3.1 当事者は、当事者の守秘義務方針にそって可能とされる場合は、可能な限り、プ

ロジェクトの実施に関する情報を共有する目的で、定期的な会議を開催する意思を

確認する。会議はテレビ会議、又は可能な場合は、直接、パラグアイ共和国のアス

ンシオンで行うものとする。当事者は連携会議の議事録を共有する。 

3.2 会議の周期については、当事者の必要性と余裕に合わせて実施するものとし、何

れの当事者の起案によっても実施できるものとする。 

3.3 当事者の業務を成功裏に収める目的で交わされた技術的な協定を添付する(付属

書 I) 

4. 発効と終了: 

本覚書は、署名から 2 年間の有効期限を有するものとするが、当事者の合意により

延長可能である。本覚書の内容の改定については、当事者の合意により如何なる時

においても可能とする。本覚書は、一ヶ月の書面による事前通達により、如何なる

当事者によっても完了できる。 

 



 

5. その他:  

本覚書は、法的な権利を発生するものではなく、当事者に対し財務的又は法的な義

務を生じるものでもなく、当事者の共同活動、支所的な関係、又は法的な連携を生

じるものではない。当事者の権限及び特権については、これを維持するものとし、

本覚書は、これの辞退を目的としたものではないため、この解釈を行ってはならな

い。 

本覚書は、その署名日より効力を有する。 

 

署名: 

 

 

______________________________ 

Rossana Polastri 

パラグアイ事務所長 

国際復興開発銀行(IRDB) 

 

______________________________ 

Ing. Francisco Martínez Amarilla 

総裁 

パラグアイ衛生サービス会社 (ESSAP S.A.) 

 

 

______________________________ 

Dr. Makoto Kitanaka 

パラグアイ事務所長 

国際協力機構(JICA) 

 

2011 年 12 月 1 日、アスンシオン市に於いて 

   



付属書 I: 交わされた技術的な合意 

 

PMSAS のブロック化及びモデル化は、アスンシオン首都圏全体に及ぶものであり、

JICA プロジェクトのパイロット地区も含んでいる。IRDB によって資金提供される

コンポーネント 2 の投資計画の定めに従い、アスンシオン及びアスンシオン首都圏

配水システムのモデル化及びブロック化設定のためのコンサルタント業者が契約さ

れた時点で、コンサルタント業者は、適切なブロックの設定を確保するため、JICA
の専門家と連携して作業を進めなければならない。 

ESSAP は、バルブ及び配管、アクセサリー等、JICA プロジェクトで必要となる資材

を 2012 年 5 月までに調達する約束をする。同様に、パイロット地区の配水網に設置

するマクロメーターのピットの建設も負担する。これらは全て ESSAP の自己資金で

行う。 

パイロット地区では、約 3.500m の配管の設置と敷設替えを行うが、これらについて

は ESSAP が調達し、ESSAP の資金によって公共調達に基づき契約される外部業者に

よって設置する。 

JICA は、パイロット地区の配水網の入り口部分に設置するマクロの磁流量計 2 第と

超音波流量計 2 台を供与する。 

ミクロメーター、マクロメーター及びバルブ類等 PMSAS で調達した資材を JICA の

プロジェクトで使用することについて ESSAP は承認し、IRDB も認める。 

当事者は、定期的にビデオ会議を実施し、プロジェクトの円滑な進捗に向けた情報

を共有する。 

 



【別添17】　配水網管理技術研修参加者リスト
水圧管理分野 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

設備管理分野 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

無収水管理分野 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

漏水探知分野 ○ ○ ○

写真 氏名 役職

6-M
ay-11

10-M
ay-11

13-M
ay-11

17-M
ay-11

20-M
ay-11

24-M
ay-11

27-M
ay-11

31-M
ay-11

1-Jun-11

2-Jun-11

3-Jun-11

7-Jun-11

10-Jun-11

15-Jun-11

21-Jun-11

24-Jun-11

28-Jun-11

5-Jul-11

6-Jul-11

8-Jul-11

29-N
ov-11

30-N
ov-11

6-D
ec-11

7-D
ec-11

13-D
ec-11

16-D
ec-11

18-Apr-12

17-M
ay-12

5-Jul-12

9-Ago-12

29-Ago-12

19-Sep-12

19-D
ec-12

20-D
ec-12

21-D
ec-12

1 Ing. Marcelo Banti

GerenteGerencia de
Agua No
Contabilizada
(無収水部長)

✗ ✗ - - ✗ ✗ - - - - - - - ✗ - ✗ ✗ ✗ ✗ - - ✗ - - - - ✗ - ✗ ✗ ✗ - ✗ - -

2 Ing. Leonardo Hentcholek

Jefe de Unidad de
Reducción de Pé
rdidas Fisicas
(フィジカルロス削減課

長)

✗ ✗ ✗ ✗ ✗ ✗ ✗ ✗ - - - ✗ ✗ ✗ ✗ ✗ ✗ - ✗ ✗ ✗ ✗ ✗ ✗ ✗ ✗ ✗ ✗ ✗ ✗ ✗ ✗ ✗ - -

3 Lic Víctor Suarez

Jefe de Unidad de
Reducción de Pé
rdidas Comerciales ✗ ✗ ✗ ✗ ✗ ✗ ✗ ✗ ✗ ✗ ✗3 Lic. Víctor Suarez rdidas Comerciales
(コマーシャルロス削減

課長)

- - - - - - - - - - - - - ✗ ✗ ✗ ✗ ✗ ✗ ✗ - - - - - - ✗ - ✗ - ✗ - ✗ - -

4 Ing. Carlos Ramírez
Unidad de Reducción
de Pérdidas Fisicas
(フィジカルロス削減課)

✗ ✗ ✗ ✗ - ✗ ✗ ✗ - - - - ✗ - - - - - - - - - - - ✗ ✗ ✗ ✗ - - - ✗ - - -

5 Ing. Alejandro Amarilla
Unidad de Reducción
de Pérdidas Fisicas
(フィジカルロス削減課)

- - - - - - - - ✗ ✗ ✗ - - ✗ ✗ ✗ ✗ - - - ✗ ✗ - ✗ ✗ ✗ ✗ ✗ - - ✗ - ✗ - -

6 Eduardo Chamorro

Unidad de Reducción
de Pérdidas
Comerciales
(コマーシャルロス削減

課)

- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - ✗ - - - - - - -

7 Guzmán Villarba

Encargado de
Automatización
(オートメーションプロ

ジェクト担当)

- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - ✗ - - - - -

8 Héctor del Puerto
Encargado Informá
tico
(情報担当)

- - - - - - - - - - - - - - ✗ - ✗ - - - - - - - - - ✗ - - - - - - - -
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水圧管理分野 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

設備管理分野 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

無収水管理分野 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

漏水探知分野 ○ ○ ○

写真 氏名 役職

6-M
ay-11

10-M
ay-11

13-M
ay-11

17-M
ay-11

20-M
ay-11

24-M
ay-11

27-M
ay-11

31-M
ay-11

1-Jun-11

2-Jun-11

3-Jun-11

7-Jun-11

10-Jun-11

15-Jun-11

21-Jun-11

24-Jun-11

28-Jun-11

5-Jul-11

6-Jul-11

8-Jul-11

29-N
ov-11

30-N
ov-11

6-D
ec-11

7-D
ec-11

13-D
ec-11

16-D
ec-11

18-Apr-12

17-M
ay-12

5-Jul-12

9-Ago-12

29-Ago-12

19-Sep-12

19-D
ec-12

20-D
ec-12

21-D
ec-12

9 Ing. Cristián Duarte

Unidad de Reducción
de Pérdidas
Comerciales
(コマーシャルロス削減

課)

- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - ✗ ✗ - - - - - - - - - - - - -

10 José Fernández
Jefe de Unidad de Montaje
y Mantenimiento de Redes
(配管網据付・維持管理課長)

✗ - - ✗ ✗ - - - ✗ - - ✗ - - - - - - - - - - - - - - ✗ ✗ - ✗ - - - - -

11 Ing. Humberto Samaniego

Jefe de Unidad Especial de
Mantenimiento y Gestión de
Zona Fernando de la Mora
(ﾌｪﾙﾅﾝﾄﾞﾃﾞﾗﾓﾗ地区維持管理

課長)

✗ ✗ ✗ ✗ ✗ ✗ ✗ ✗ - - - ✗ ✗ - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
課長)

12 Ing. Felix Yegros
Asesor de Planificació
n
(計画顧問)

- - - - - - - - - - - - - - - - - ✗ ✗ - - - - - - - - - - - - - - - -

13 Lic. Bertoran Ortiz
Unidad de
Facturacion
(料金徴収課)

- - - - - - - - - - - - - - - ✗ - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

14 Lic. Dionicio Espinoza
Unidad de
Facturacion
(料金徴収課)

- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - ✗ - -

15 Ing. Juan Domingos

Asesoria
Planeamiento y
Gestion
(計画管理顧問室)

- - - - - - - - - - - - - - - - - ✗ ✗ ✗ - - - - - - - - - - - - - - -

16 Carlos Leguizamón
Gerencia de Agua No
Contabilizada
(無収水部補助員)

- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - ✗ ✗ ✗ ✗ - ✗ - - - - -

17 Sebastian Zequeira
Gerencia de Agua No
Contabilizada
(無収水部補助員)

- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - ✗ ✗ - - - - - - -
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水圧管理分野 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

設備管理分野 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

無収水管理分野 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

漏水探知分野 ○ ○ ○

写真 氏名 役職

6-M
ay-11

10-M
ay-11

13-M
ay-11

17-M
ay-11

20-M
ay-11

24-M
ay-11

27-M
ay-11

31-M
ay-11

1-Jun-11

2-Jun-11

3-Jun-11

7-Jun-11

10-Jun-11

15-Jun-11

21-Jun-11

24-Jun-11

28-Jun-11

5-Jul-11

6-Jul-11

8-Jul-11

29-N
ov-11

30-N
ov-11

6-D
ec-11

7-D
ec-11

13-D
ec-11

16-D
ec-11

18-Apr-12

17-M
ay-12

5-Jul-12

9-Ago-12

29-Ago-12

19-Sep-12

19-D
ec-12

20-D
ec-12

21-D
ec-12

18 Ing. Sonia Cuenca 

Gerencia Técnica,
Unidad de Agua
Potable
(技術部上水課)

- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - ✗ - - - - - - - - - - ✗ -

19 Ing. Victor Mora

Gerencia Técnica,
Unidad de Agua
Potable
(技術部上水課)

- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - ✗ -

20 Ing. Yesser Gallagher

Gerencia Técnica,
Unidad de Agua
Potable
(技術部上水課)

- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - ✗ -
(技術部上水課)

21 Ing. Luis Ocampos

Gerencia Técnica,
Unidad de Agua
Potable
(技術部上水課)

- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - ✗ -

22 Ing. Ana Laura Zarza

Gerencia Técnica,
Unidad de Agua
Potable
(技術部上水課)

- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - ✗ -

23 Ing. Diego Montanholi

Gerencia Técnica,
Unidad de
Alcantarillado
Sanitario
(技術部下水課)

- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - ✗ -

24 Ing. Wilma Jimenez

Gerencia Técnica,
Unidad de
Alcantarillado
Sanitario
(技術部下水課)

- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - ✗ -

25 Ing. Juan Esteban Parede

Gerencia Técnica,
Unidad de Fiscalizaci
ón y Supervisión
(技術部施工監理課)

- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - ✗ -

26 Ing. Olivia Barrios

Gerencia Técnica,
Unidad de Fiscalizaci
ón y Supervisión
(技術部施工監理課)

- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - ✗ -
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水圧管理分野 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

設備管理分野 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

無収水管理分野 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

漏水探知分野 ○ ○ ○

写真 氏名 役職

6-M
ay-11

10-M
ay-11

13-M
ay-11

17-M
ay-11

20-M
ay-11

24-M
ay-11

27-M
ay-11

31-M
ay-11

1-Jun-11

2-Jun-11

3-Jun-11

7-Jun-11

10-Jun-11

15-Jun-11

21-Jun-11

24-Jun-11

28-Jun-11

5-Jul-11

6-Jul-11

8-Jul-11

29-N
ov-11

30-N
ov-11

6-D
ec-11

7-D
ec-11

13-D
ec-11

16-D
ec-11

18-Apr-12

17-M
ay-12

5-Jul-12

9-Ago-12

29-Ago-12

19-Sep-12

19-D
ec-12

20-D
ec-12

21-D
ec-12

27 Ing. Gunter Grabowski

Gerencia Técnica,
Unidad de Fiscalizaci
ón y Supervisión
(技術部施工監理課)

- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - ✗ -

28 Ing. Jorge Pusineri Directorio
(理事) - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - ✗ -

29 Ing. Miguel Angel Quintos
Gerente de Redes de
Asunción
(ｱｽﾝｼｵﾝ配水網部長)

- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - ✗ - - - - - - - - - - - -

30 Mercedez Masqueda Auxiliar de Guadrilla
(配管補修班員) - - - - - - - - ✗ ✗ ✗ - - - - - - - - - - - - - - - ✗ ✗ - ✗ - - - - -

31 Diego Fernandez Auxiliar de Guadrilla
(配管補修班員) - - - - - - - - ✗ ✗ ✗ - - - - - - - - - - - - - - - ✗ - - - - - - - -

32 Edgar Ortíz Auxiliar de Guadrilla
(配管補修班員) - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - ✗ - - - - - - -

33 Rafael Benitez Auxiliar de Guadrilla
(配管補修班員) - - - - - - - - ✗ ✗ ✗ - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

34 Rodrigo Deniz Auxiliar de Guadrilla
(配管補修班員) - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - ✗ - ✗ - - - - -

35 Edgar F. Mora Auxiliar de Guadrilla
(配管補修班員) - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - ✗ - ✗ - - - - -
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水圧管理分野 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

設備管理分野 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

無収水管理分野 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

漏水探知分野 ○ ○ ○

写真 氏名 役職

6-M
ay-11

10-M
ay-11

13-M
ay-11

17-M
ay-11

20-M
ay-11

24-M
ay-11

27-M
ay-11

31-M
ay-11

1-Jun-11

2-Jun-11

3-Jun-11

7-Jun-11

10-Jun-11

15-Jun-11

21-Jun-11

24-Jun-11

28-Jun-11

5-Jul-11

6-Jul-11

8-Jul-11

29-N
ov-11

30-N
ov-11

6-D
ec-11

7-D
ec-11

13-D
ec-11

16-D
ec-11

18-Apr-12

17-M
ay-12

5-Jul-12

9-Ago-12

29-Ago-12

19-Sep-12

19-D
ec-12

20-D
ec-12

21-D
ec-12

36 Felicito Laterza
Cuadrilla de San
Lorenzo
(サンロレンソ地区担当
修理班

- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - ✗ ✗ - - - - - - - - - - -

37 Danilo Arce Ruiz
Cuadrilla de San
Lorenzo
(サンロレンソ地区担当
修理班

- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - ✗ ✗ - - - - - - - - - - -

38 Alcidez Aguilera Cuadrilla de Luque
(ルケ地区担当修理班) - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - ✗ ✗ - - - - - - - - - - -

39 Narciso Vera Cuadrilla de Luque
(ルケ地区担当修理班) - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - ✗ ✗ - - - - - - - - - - -

40 Claudelino Benitez Cuadrilla de Luque
(ルケ地区担当修理班) - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - ✗ ✗ - - - - - - - - - - -

41 Victor Osmar Ayala
Cuadrilla de Lambaré
(ランバレ地区担当修理

班)
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - ✗ ✗ - - - - - - - - - - -

42 Bernardino Espinoza

Cuadrilla de Fernando
de la Mora
(ﾌｪﾙﾅﾝﾄﾞ･ﾃﾞ･ﾗ･ﾓﾗ地区

担当修理班)

- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - ✗ ✗ - - - - - - - - - - -

43 Diego Pinto

Cuadrilla de Fernando
de la Mora
(ﾌｪﾙﾅﾝﾄﾞ･ﾃﾞ･ﾗ･ﾓﾗ地区

担当修理班)

- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - ✗ ✗ - - - - - - - - - - -

44 Salvador Monjeros

Cuadrilla de Fernando
de la Mora
(ﾌｪﾙﾅﾝﾄﾞ･ﾃﾞ･ﾗ･ﾓﾗ地区

担当修理班)

- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - ✗ ✗ - - - - - - - - - - -
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水圧管理分野 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

設備管理分野 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

無収水管理分野 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

漏水探知分野 ○ ○ ○

写真 氏名 役職

6-M
ay-11

10-M
ay-11

13-M
ay-11

17-M
ay-11

20-M
ay-11

24-M
ay-11

27-M
ay-11

31-M
ay-11

1-Jun-11

2-Jun-11

3-Jun-11

7-Jun-11

10-Jun-11

15-Jun-11

21-Jun-11

24-Jun-11

28-Jun-11

5-Jul-11

6-Jul-11

8-Jul-11

29-N
ov-11

30-N
ov-11

6-D
ec-11

7-D
ec-11

13-D
ec-11

16-D
ec-11

18-Apr-12

17-M
ay-12

5-Jul-12

9-Ago-12

29-Ago-12

19-Sep-12

19-D
ec-12

20-D
ec-12

21-D
ec-12

45 Vicente Nuñez

Unidad de
Conexiones y
Reconexiones
(ﾒｰﾀ接続・切断課)

- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - ✗ - - - - - - - - - ✗ - -

46 Juán Pabro Morinigo

Unidad de
Conexiones y
Reconexiones
(ﾒｰﾀ接続・切断課)

- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - ✗ - - - - - - -

47 Rodrigo Freitas

Gerencia Comercial,
Unidad de
Conexiones y
Reconexiones
(商業部ﾒ ﾀ接続 切断

- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - ✗

(商業部ﾒｰﾀ接続・切断

課)

48 Edgar Ortíz Depto. Gestión
Medioambiental - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - ✗

49 Lorena Sanguinetti

Gerencia Técnica,
Unidad de
Planeamiento y Gesti
ón de Proyecto
(技術部計画課)

- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - ✗

50 Pedro Barrios

Taller de Medidores
Area Depósito
(メータ修理工場倉庫

係)

- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - ✗

51 Geraldo Dominguez Taller de Medidores
(メータ修理工場) - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - ✗ - - - - - - ✗

52 Victor Villamayor Taller de Medidores
(メータ修理工場) - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - ✗ - - - - - - ✗

53 Claudio Garay Taller de Medidores
(メータ修理工場) - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - ✗ - - - - - - ✗
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